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学　　長　　弦　間　昭　彦

医学部長　　安　武　正　弘

　コロナ禍も 3 年目に突入し、そろそろ COVID-19パンデミック前の日常を取り戻そうという機

運が高まりました。もはや COVID-19を理由に教育を止めるフェーズではなく、通常運用に向け

ての段階的な教育体制の緩和を行うことに致しました。座学講義は、e ラーニング形式と対面形式

のハイブリット形式とし、臨床実習医学生に対するクリニカルクラークシップに関しては、ワク

チン接種や十分な感染対策をしたうえて、段階的に医療現場での実習を復活していきました。

　また、今年度は、7 年ぶりに公益財団法人日本高等教育評価機構による大学機関別認証評価を受

審することが決まっており、年度始めより受審のための自己点検報告書の作成に追われました。

お陰様で 10 月の実地調査を経て、2023 年 3 月 14 日付で同機構が定める大学評価基準に適合し

ていると『認定』されました。

　2022 年度自己点検年次報告書が完成いたしました。2016 年に受審した日本医学教育評価機構

による医学教育分野別評価で指摘された課題についても着実に改善を進めてており、来年度には

再受審を予定しています。今後とも、常に高い上昇指向をもって改革を継続していきます。本報

告書はそのための基本資料となるものです。各委員会、各分野、各施設が精力的に活動し、成果

を上げていることが記載されており、さらに本学のアドミッション・ポリシー、カリキュラム・

ポリシー、ディプロマ・ポリシーを踏まえた上で、それぞれ今後の課題とそれに対する取り組み

も記載されています。これらの自己点検報告の内容を共有し、全学上げてさらなる高みを目指し

て行かなくてはなりません。

　本報告書の作成にあたり、各担当の方々には多大なご尽力をいただきました。心より深謝い

たします。骨の折れる作業ではございますが、執筆の過程で成果が整理され、新たな問題点の

抽出に繫がることもあったかと思います。本報告書が未来への道標となることを信じるもので

あります。
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本学の創立者は長谷川　泰で、明治 9 年湯島 4 丁目（本郷区本郷元町 1 丁目）に設立された「済生

学舎」を源流としている。明治初年には外国との交流が始まり、それと共に急性伝染病（コレラ、赤痢、

チフス等）の大流行で西洋医の養成が急務となり、長谷川　泰は医学の速成を目的として修業年限 3

年の私立医学校「済生学舎」を創立して国の要望に応えた。建学の精神はフーフェランドの「医戒」に

ある言葉からとった「済生救民」で、これは貧しくしてその上病気で苦しんでいる人々を救うのが医師

の最も大切な道であるという意味で、長谷川　泰は（あわれみ）の心を説き、実践している。

長谷川　泰は諸般の事情から明治 36 年 8 月済生学舎の廃校宣言を行ったが、9 月に旧済生学舎の教

師と学生が教え学ぶ「済生学舎同窓医学講習会」、11 月の「医学研究会」組織を経て、翌明治 37 年 4

月 15 日神田淡路町に「私立日本医学校」（校長 山根正次）として引き継がれた。私立日本医学校は隆

盛を極め、明治 43 年には駒込千駄木町にあった東京医学校を吸収合併して校舎をここに移し、明治 45

年には「私立日本医学専門学校」に昇格した。

大正 5 年、医師法上卒業と同時に医師資格を得ることの出来る医学専門学校として文部大臣の指定

が得られないという危機感から学校騒動が起こり、約 450 名の学生が同盟退学して東京医学専門学校（後

の東京医科大学）として独立した。これを契機に新体制を確立して校是を済生学舎と同じくフーフェラ

ンドの「医戒」にある言葉から「克己殉公」と定め、大正 8 年には医師法上の医師資格取得指定校と

なり、この間「私立日本医学専門学校」を「日本医学専門学校」に改称した。

大正 13 年には麹町区飯田町に付属飯田町医院を開設し、校舎の整備が行われて基盤が強固になり、

大正 15 年大学令により「日本医科大学」に昇格し、千駄木に予科を併設した。予科は昭和 7 年神奈川

県橘樹郡中原町に移転し、その後予科校舎に隣接して丸子病院（現在の武蔵小杉病院）が開設され、臨

床医学の場が一層充実した。

昭和 19 年太平洋戦争の激化に伴い、文部省令によって日本医科大学付属医学専門部が設置された。

しかし、相次ぐ空襲により諸施設が罹災したため、昭和 20 年 4 月医学部は山形県鶴岡市に、付属医専

は福島県岩瀬郡須賀川町に一部が疎開した。

昭和 20 年 8 月終戦をむかえ、それぞれ東京に復帰して授業が開始された。昭和 21 年千葉県市川市

国府台に予科を移転し、昭和 25 年に付属医専が廃止となり、昭和 26 年の学制改革によって予科が廃

止され、さらに昭和 27 年の学制改革により新制日本医科大学が発足した。その後各付属病院の整備が

行われ、昭和 29 年に付属第二病院（千駄木）が付属病院に、付属第三病院（新丸子）が付属第二病院

と改称された。昭和 30 年には進学課程を設置して市川市国府台校舎で授業を開始する一方で基礎医学

部門の施設や設備の充実を計り、昭和 35 年に大学院医学研究科を設置した。

昭和 43 年には、3 期にわたる付属病院（千駄木）の整備拡張工事が完了した。また同年、社団法人

老人病研究会付属老人病研究所が本学に移管され、「日本医科大学老人病研究所」と改称された。昭和

45 年には進学課程と専門課程を一本化した 6 年制の一貫教育が開始され、昭和 46 年には新丸子校舎

が新築され、国府台校舎をここに移転した。また同年に「ワクチン療法研究施設」が開設された。昭和

I．本 学 の 沿 革



― 2 ― 

51 年桜木校舎を入手し、老人病研究所とワクチン療法研究施設の一部を収容した。昭和 52 年に付属

多摩永山病院（現在の多摩永山病院）が本学第 4 番目の付属病院として誕生した。平成 2 年に老人病

研究所は付属第二病院（現在の武蔵小杉病院）内に移転し、平成 6 年には千葉県印旛郡印旛村に本学

第 5 番目の付属病院として付属千葉北総病院（現在の千葉北総病院）を開院した。

平成 9 年、付属第一病院は、学校法人日本医科大学将来構想検討委員会の答申に基づく付属 5 病院

の統廃合に伴い 10 月 31 日に閉院し、大正 13 年開院の付属第一病院の前身・付属飯田町医院から続

く 73 年の歴史に幕を引いた。

日本医科大学看護専門学校と日本医科大学丸子看護専門学校は、学校法人日本医科大学将来構想検

討委員会の答申に基づく 3 看護専門学校の統廃合に伴い、夫々平成 11 年と平成 12 年に閉校となり、

21 世紀に向けて千葉看護専門学校（現在の看護専門学校）に統合され新たな道を歩むことになった。

平成 18 年には、創立 130 周年記念事業「アクションプラン 21 」の最初の事業として、日本医科大

学健診医療センターが開設された。

さらに、教育・研究施設を改善し、環境の充実を図り最先端の教育・研究に適応する施設として、

平成 19 年 11 月に日本医科大学大学院（通称：基礎医学大学院棟）、同年 12 月に日本医科大学医学部（通

称：教育棟）がそれぞれ竣工した。

平成 22 年 6 月、大学院設置 50 周年記念行事を挙行した。

平成 26 年 3 月、新丸子校舎（川崎市中原区）を閉舎し、日本獣医生命科学大学との合同教育施設で

ある日本獣医生命科学大学 E 棟（通称：合同教育棟）へ移転した。これに伴い、武蔵境校舎（武蔵野

市境南町）と名称を変更した。

同年 4 月に法人に ICT（information and communication technology）推進センターを設置した。また、

教育推進室と情報科学センターを発展時に統合し、医学教育センターを設置した。

「アクションプラン 21（千駄木地区再開発計画）」の中で最も大きな事業である付属病院新病院の前

期工事が完成し、同年 7 月完成記念式典が執り行なわれた。

平成 27 年 1 月、法人に女性医師・研究者支援室を設置した。

また、同年 4 月には老人病研究所を、新しい医学研究を目指し、飛躍的な教育研究活動を行う研究

所として再編成し、先端医学研究所に名称変更した。

平成 28 年 1 月、新たな研究支援体制を構築するため、法人に研究統括センター、中央倫理委員会を

設置した。

平成 29 年 8 月に付属病院新病院の後期工事が完成し、平成 30 年 1 月グランドオープンした。

平成 30 年 4 月、医学部の教育内容と学習支援を総合的に計画するため、教務部委員会にカリキュラ

ム委員会を設置した。

平成 31 年 4 月、法人にしあわせキャリア支援センターを設置した。

（前名称　女性医師・研究者支援室）

令和 2 年 3 月、千葉北総キャンパス内に大学院棟（法医学）が竣工した。

令和 2 年 5 月、外国人留学生や研究者に安全で快適な住環境を提供し、国際交流の発展に資するこ

とを目的に葛飾区金町に国際交流会館を新設した。
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令和 2 年 8 月、日本医科大学 140 年有余の貴重な歴史的史料を広く公開し、日本医科大学の歴史を

将来にわたって伝える場として済生学舎ギャラリーを開設した。

令和 2 年 10 月、成田国際空港内に、国内空港初となる PCR 検査ラボ併設の成田国際空港 RCR セン

ターを開設した。

令和 3 年 3 月、先端医学研究所を武蔵小杉地区から千駄木地区「基礎医学大学院棟」へ移転し、最

先端の医学研究、学内外共同研究など本学研究拠点体制が図られた。

令和 3 年 9 月、武蔵小杉病院新病院をグランドオープンし、同月、武蔵境キャンパスに数理・デー

タサイエンス・AI 教育センターを設置した。

令和 3 年 12 月、付属病院の新病院外構工事が竣工した。
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付　表

明治　9　年 （1876） 4月 長谷川　泰、本郷元町１丁目 66 番地に「済生学舎」を開校。これが本学の
前身である。

明治 15 年 （1882） 1月 済生学舎、本郷区湯島 4 丁目 8-9 番地へ移転。付属蘇門病院設立。

明治 17 年 （1884） 3月 東京医学専門学校 済生学舎 と改称。

明治 24 年 （1891） 4月 済生学舎顕微鏡実地演習・外科的実地演習（各 3 ヵ月）開始される。

明治 26 年 （1893） 1月 『済生学舎医事新報』創刊。

明治 36 年 （1903） 8月 長谷川　泰、済生学舎の廃校を宣言する。

明治 36 年 （1903） 9月 済生学舎同窓医学講習会が組織され、旧済生学舎の教師と学生が教え学ぶ。

明治 36 年 （1903） 11月 済生学舎同窓医学講習会の後期学生の一部が医学研究会を組織する。

明治 37 年 （1904） 4月 川上元治郎の懇請により、山根正次は私立日本医学校を設立して校長とな
り、残りの後期学生を救済する。（現在の本学創立記念日 4 月 15 日）。

明治 43 年 （1910） 3月 東京医学校（本郷区駒込千駄木町）吸収合併。

明治 43 年 （1910） 9月 私立日本医学校を本郷区駒込千駄木町に移転。

明治 45 年 （1912） 7月 私立日本医学専門学校となる。付属本郷医院開設（現在の付属病院）。

大正　7　年 （1918） 4月 校是を「克己殉公」と定める。

大正　8　年 （1919） 8月 私立日本医学専門学校を日本医学専門学校と改称。

大正 13 年 （1924） 7月 付属飯田町医院開設（旧付属第一病院）。

大正 15 年 （1926） 2月 大学令により日本医科大学に昇格、予科を併設。

昭和　6　年 （1931） 10月 日本医科大学校歌を制定（作詞　明本京静、作曲　橋本国彦）
「若き命は暁に……」。

昭和　7　年 （1932） 4月 予科を神奈川県橘樹郡中原町に移転（当時の校舎は戦災で焼失、現在付属
第二病院の一部。隣接地に新丸子校舎あり）。

昭和 12 年 （1937） 6月 付属丸子病院開設（現在の武蔵小杉病院）。

昭和 19 年 （1944） 3月 戦時、付属医学専門部併設（昭和 25 年廃止）。

昭和 27 年 （1952） 2月 学制改革により新制日本医科大学となる。

昭和 30 年 （1955） 1月 医学進学課程設置（当初国府台校舎、昭和 46 年に現在の新丸子校舎に移転）。

昭和 35 年 （1960） 3月 日本医科大学大学院（医学研究科）設置。

昭和 45 年 （1970） 4月 進学課程、専門課程の教育課程を一本化し、6 年制一貫教育とした。

昭和 52 年 （1977） 6月 付属多摩永山病院開設（現在の多摩永山病院）。

昭和 52 年 （1977） 8月 老人病研究所基礎部門を桜木校舎（台東区上野桜木、旧東京薬科大学女子部）
に移転。

昭和 58 年 （1983） 11月 本学創立 80 周年記念式典が行われた。

昭和 61 年 （1986） 9月 創立 80 周年記念事業・付属病院東館改築竣工。

昭和 61 年 （1986） 11月 済生学舎開校 110 年記念祭が行われた。

昭和 63 年 （1988） 5月 付属第二病院 A 館増改築竣工。
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平成　2　年 （1990） 3月 老人病研究所を付属第二病院内に移転。

平成　5　年 （1993） 4月 日本医科大学千葉看護専門学校開校。

平成　6　年 （1994） 1月 付属千葉北総病院開設（現在の千葉北総病院）。

平成　6　年 （1994） 3月 教育理念「愛と研究心のある医師と医学者の育成」掲げる。

平成　8　年 （1996） 7月 教育理念を「愛と研究心を有する質の高い医師及と医学者の育成」と改定
する。

平成　9　年 （1997） 10月 付属第一病院閉院。

平成 11 年 （1999） 3月 日本医科大学看護専門学校閉校。

平成 12 年 （2000） 3月 日本医科大学丸子看護専門学校閉校。

平成 17 年 （2005） 4月 日本医科大学千葉看護専門学校の校名を日本医科大学看護専門学校に変更。

平成 18 年 （2006） 2月 日本医科大学健診医療センター開設。

平成 18 年 （2006） 4月 付属第二病院を武蔵小杉病院に、付属多摩永山病院を多摩永山病院に、付
属千葉北総病院を千葉北総病院にそれぞれ名称を変更した。

平成 18 年 （2006） 4月 学校法人日本医科大学創立 130 周年記念式典が行われた。

平成 19 年 （2007） 11月 日本医科大学大学院（通称：基礎医学大学院棟）竣工。

平成 19 年 （2007） 12月 日本医科大学医学部（通称：教育棟）竣工。

平成 22 年 （2010） 6月 日本医科大学大学院設置 50 周年記念行事を挙行。

平成 26 年 （2014） 3月 日本医科大学新丸子校舎閉舎。

日本医科大学との合同教育施設である日本獣医生命科学大学 E 棟（通称：
合同教育棟）竣工。新丸子校舎を移転し、武蔵境校舎と名称を変更する。

4月 法人に ICT 推進センターを設置。医学教育センターを設置。

7月 付属病院新病院前期工事完成記念式典を挙行。

平成 27 年 （2015） 1月 法人に女性医師・研究者支援室を設置。

平成 27 年 （2015） 4月 老人病研究所を先端医学研究所に名称変更した。

平成 28 年 （2016） 1月 法人に研究統括センター、中央倫理委員会を設置。

平成 30 年 （2018） 1月 付属病院新病院グランドオープン。

平成 30 年 （2018） 4月 カリキュラム委員会を設置。

平成 31 年 （2019） 4月 法人にしあわせキャリア支援センターを設置。
（前称：女性医師・研究者支援室）

令和　2　年 （2020） 3月 千葉北総キャンパス内に大学院棟（法医学）竣工。

令和　2　年 （2020） 5月 国際交流会館を新設。（葛飾区金町）

令和　2　年 （2020） 8月 済生学舎ギャラリーを開設。

令和　2　年 （2020） 10月 成田国際空港 PCR センター開設。

令和　3　年 （2021） 3月 先端医学研究所を日本医科大学大学院棟（通称：基礎医学大学院棟）に移転。

令和　3　年 （2021） 9月 武蔵小杉病院新病院グランドオープン。

令和　3　年 （2021） 9月 武蔵境キャンパスに数理・データサイエンス・AI 教育センターを設置。



Ⅱ． 教 授 会 報 告 
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令和４年４月１３日（水）　午後１時３０分より

（１）大学院教授紹介について

（２）学長報告

　　１）学位の最終審査（令和 4 年 3 月）の投票結果について

（３）確認事項

　　１）定例（ 3 月）大学院教授会議事録の確認

　　２）令和 4 年度日本医科大学大学院入学者について

（４）審議事項

　　１）任期教員評価委員会委員の選出について

　　２）学位審査について

　　３）令和 4 年度リサーチ・アシスタント（RA）の追加採用について

　　４）大学院生の退学について

　　５）連携教授等の選考に関する細則の一部改正について

（５）報告事項

　　１）大学院委員会報告（ 3 月）

　　２）令和 4 年度大学院単位修得者の授業料免除について

（６）その他

　　１）researchmap 登録について

令和４年５月１１日（水）　午後１時３０分より

（１）大学院教授紹介について

（２）確認事項

　　１）定例（ 4 月）大学院教授会議事録の確認

（３）審議事項

　　１）学位審査について

　　２）令和 4 年度大学院教育研究費配分について

　　３）�令和 4 年度ティーチング・アシスタント（TA）及びリサーチ・アシスタント（RA）の追加

採用について

　　４）オープンアクセス方針について

（４）報告事項

　　１）大学院委員会報告（ 4 月）

大　学　院　教　授　会
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令和４年６月８日（水）　午後１時３０分より

（１）確認事項

　　１）定例（ 5 月）大学院教授会議事録の確認

（２）審議事項

　　　１）医学部教授候補者選考委員会の設置について

　　　　　小児科学

　　　　　泌尿器科学

　　　２）学位審査について

　　　３）令和 4 年度大学院単位修得者の授業料免除について

　　　４）令和 4 年度私費外国人留学生（新入生）の授業料減免について

　　　５）�令和 4 年度ティーチング・アシスタント（TA）及びリサーチ・アシスタント（RA）の追

加採用について

　　　６）日本医科大学特待生に関する細則の一部改正について

（３）報告事項

　　　１）大学院委員会報告（ 5 月）

　　　２）日本医科大学・早稲田大学合同シンポジウムの開催について

（４）その他

　　　１）研究生の入学に関する遡及について

　　　２）早稲田大学・日本医科大学の研究者交流会について（報告）

令和４年７月１３日（水）　午後１時３０分より

（１）大学院教授紹介について

（２）確認事項

　　１）定例（ 6 月）大学院教授会議事録の確認

（３）審議事項

　　１）医学部長候補者の選考について

　　２）医学部教授候補者の選考について

　　　　小児科学

　　　　泌尿器科学

　　３）学位審査について

　　４）令和 4 年度日本医科大学大学院医学研究科特別経費（研究科分）の採択について

　　５）令和 4 年度日本医科大学大学院医学研究科特別経費（学生分）の採択について

　　６）大学院生の退学について

（４）報告事項

　　１）大学院委員会報告（ 6 月）

　　２）令和 3 年度日本医科大学大学院医学研究科特別経費（研究科分）の実績報告
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（５）その他

　　１）令和 4 年度保有学位の状況（助教、助教・医員等）について

　　２）次回開催日について　　

　　　　開催日：令和 4 年 9 月 14 日（水）

令和４年９月１４日（水）　午後１時３０分より

（１）確認事項

　　１）定例（ 7 月）大学院教授会議事録の確認

（２）審議事項

　　１）大学院教授候補者の選考について

　　　　循環器内科学分野

　　２）基礎科学の教授候補者選考委員会の設置について

　　　　英語

　　３）大学院教授候補者選考委員会の設置について

　　　　脳神経外科学分野

　　　　眼科学分野

　　４）学位審査について

　　５）令和 4 年度ポスト・ドクター（PD）追加採用について

　　６）日本医科大学大学院学則の一部改正について

　　７）日本医科大学テニュアトラック制度の運用に係る関係規程等の制定、一部改正について

　　　　日本医科大学教員の任期に関する規程（一部改正）

　　　　日本医科大学任期教員評価委員会規則（一部改正）

　　　　日本医科大学テニュアトラック制度に関する細則（制定）

（３）報告事項

　　１）大学院委員会報告（ 7 月）

　　２）AI・データサイエンスコースについて

　　３）令和 5 年度学位審査日程について

（４）その他

　　１）第 2 回日本医科大学・早稲田大学合同シンポジウムに関する報告

　　２）臨時大学院教授会の開催について

　　　　開催日時：令和 4 年 10 月 5 日（水）午前 8 時 45 分からの臨時医学部教授会終了後

令和４年１０月５日（水）　午前９時００分より

（１）審議事項

　　１）令和 5 年度第 1 回大学院入学試験の合否判定について

　　２）令和 4 年度第 1 回論文博士外国語試験の合否判定について
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令和４年１０月１９日（水）　午後１時３０分より

（１）確認事項

　　１）定例（ 9 月）大学院教授会議事録の確認

　　２）臨時大学院教授会議事録の確認

（２）審議事項

　　１）学位審査について

　　２）大学院生の退学について

（３）報告事項

　　１）大学院委員会報告（ 9 月）

　　２）令和 4 年度大学院学位記授与式及び令和 5 年度大学院入学式の挙行について

　　３）大学院主分野・副分野の在籍状況について

令和４年１１月９日（水）　午後１時３０分より

（１）大学院教授紹介について

（２）確認事項

　　１）定例（ 10 月）大学院教授会議事録の確認

（３）審議事項

　　１）学位審査について

　　２）�令和 4 年度日本医科大学ティーチング・アシスタント（TA）、リサーチ・アシスタント（RA）

の追加採用について

　　３）日本医科大学学位規則の一部改正について

　　４）日本医科大学図書館運営細則の一部改正について

　　５）大学院生の休学について

（４）報告事項

　　１）大学院委員会報告（ 10 月）

　　２）日本医科大学・東京理科大学 第 9 回合同シンポジウムの開催について

（５）その他

　　１）次回の大学院教授会での審議事項について

令和４年１２月１４日（水）　午後１時３０分より

（１）確認事項

　１）定例（ 11 月）大学院教授会議事録の確認

（２）審議事項

　　１）大学院医学研究科長候補者の選考について

　　２）学位審査について

　　３）大学院生の休学について
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（３）報告事項

　　１）大学院委員会報告（ 11 月）

令和５年１月１１日（水）　午後１時３０分より

（１）確認事項

　　１）定例（令和 4 年 12 月）大学院教授会議事録の確認

（２）審議事項

　　１）基礎科学教授候補者の選考について

　　　　英語

　　２）学位審査について

　　３）令和 5 年度日本医科大学ポスト・ドクター（PD）の第 1 次募集について

　　４）�大学院入学試験（令和 5 年度秋学期・令和 6 年度春学期）及び令和 5 年度論文博士外国語試

験実施日程について

　　　５）令和 4 年度日本医科大学リサーチ・アシスタント（RA）の追加採用について

　　　６）�日本医科大学医学部学則の一部改正案、試験等に関する細則の一部改正案及び学生の休学

時の学費減免に関する細則の制定案について

（３）報告事項

　　１）大学院委員会報告（令和 4 年 12 月）

　　２）がんプロフェッショナル養成基盤推進プランの事業継続について

（４）その他

　　１）令和 5 年度寄附講座（地域医療支援システム）設置について

　　２）学位論文に関する申し合わせについて

令和５年２月１５日（水）　午後１時３０分より

（１）確認事項

　　１）定例（ 1 月）大学院教授会議事録の確認

（２）審議事項

　　１）大学院教授候補者の選考について

　　　　脳神経外科学分野

　　　　眼科学分野

　　２）学位審査について

　　３）大学院生の退学について

　　４）日本医科大学教員評価委員会運営細則の制定及び関係細則の一部改正について

（３）報告事項

　　１）大学院委員会報告（ 1 月）

　　２）令和 5 年度「大学院特別講義 A」実施に係る学内公募について
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　　３）令和 4 年度大学院学位記授与式及び令和 5 年度大学院入学式の挙行について

（４）その他

　　１）令和 5 年度寄附講座（地域医療支援システム）設置について

　　２）令和 6 年度基礎研究医について

　　３）研究生の授業料未納について

　　４）第 4 回野口英世アフリカ賞授賞記念講演会について

令和５年３月８日（水）　午後１時３０分より

（１）確認事項

　　１）定例（ 2 月）大学院教授会議事録の確認

　（２）審議事項

　　１）大学院委員会委員の選出について

　　２）研究部委員会委員の選出について

　　３）学位審査について

　　４）令和 5 年度（第 2 回）大学院入学試験合格者の決定について

　　５）令和 4 年度（第 2 回）論文博士外国語試験合格者の決定について

　　６）令和 4 年度大学院第 1 ～ 4 年次の成績判定について

　　７）令和 4 年度成績優秀者（研究賞）の選考について

　　８）令和 5 年度ポスト・ドクター（PD・第 1 次）の採用及び第 2 次募集について

　　９）�令和 5 年度日本医科大学ティーチング・アシスタント（TA）、リサーチ・アシスタント（RA）

の募集について

　　10）令和 5 年度私費外国人留学生の授業料減免申請について

　　11）大学院生の退学について

　　12）『試験等に関する細則』の一部改正について

　（３）報告事項

　　１）大学院委員会報告（ 2 月）

（４）その他

　　１）令和 5 年度寄附講座設置について
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臨時（4 月）医学部教授会

日　時：令和 4 年 4 月 1 日（金）メール審議

（１）審議事項

　　１）令和 4 年度入学者選抜　入学予定者の決定について

定例（4 月）日本医科大医学部教授会

日　時：令和 4 年 4 月 13 日（水）午後 3 時 00 分～

（１）定例教授会議事録及び、臨時教授会議事録の確認

（２）学長報告

（３）委員会報告

　　１）教務部委員会報告

　　２）学生部委員会報告

　　３）研究部委員会報告

　　４）卒後研修委員会報告

　　５）PR・情報委員会報告

　　６）臨時教員選考委員会報告

　　７）倫理委員会報告

　　８）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告

　　９）臨床研究審査委員会報告

　　10）関連医療・研修施設委員会

（４）審議事項　　

　　１）退学願出について

　　２）休学延長願出について

　　３）復学願出について　

　　４）入学試験委員会委員の選出について

　　５）任期教員評価委員会委員の選出について

（５）その他

　　１）大学院教授会報告

　　２）日本医科大学国際交流委員会報告

　　３）学校法人日本医科大学利益相反マネジメント委員会報告

　　４）しあわせキャリア支援センター報告

医　学　部　教　授　会
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定例（5 月）日本医科大医学部教授会

日　時：令和 4 年 5 月 11 日（水）午後 3 時 00 分～

（１）前回議事録の確認

（２）学長報告

（３）委員会報告

　　１）教務部委員会報告

　　２）学生部委員会報告

　　３）研究部委員会報告

　　４）倫理委員会報告

　　５）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告

　　６）臨床研究審査委員会報告

　　７）医学教育関連委員会報告

（４）審議事項　　

　　　なし

（５）その他

　　１）大学院教授会報告

　　２）学校法人日本医科大学監査室報告

　　３）認証評価（機関別・分野別）について

定例（6 月）日本医科大医学部教授会

日　時：令和 4 年 6 月 8 日（水）午後 3 時 00 分～

（１）前回議事録の確認

（２）学長報告

（３）委員会報告

　　１）学長報告

　　２）教務部委員会報告 

　　３）学生部委員会報告 

　　４）研究部委員会報告

　　５）卒後研修委員会報告

　　６）教員選考委員会報告

　　７）PR・情報委員会報告

　　８）倫理委員会報告

　　９）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告 

　　10）臨床研究審査委員会報告 

　　11）再入学審査委員会報告
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（４）審議事項

　　１）退学願出について

（５）その他

　　１）大学院教授会報告

　　２）日本医科大学国際交流委員会報告

定例（7 月）日本医科大医学部教授会

日　時：令和 4 年 7 月 13 日（水）午後 3 時 00 分～

（１）前回議事録の確認

（２）学長報告

（３）委員会報告

　　１）学長報告

　　２）教務部委員会報告

　　３）学生部委員会報告

　　４）研究部委員会報告

　　５）教員選考委員会報告

　　６）倫理委員会報告

　　７）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告 

　　８）臨床研究審査委員会報告

　　９）任期教員評価委員会報告

　　10）医学教育関連委員会報告

　　11）関連医療・研修施設委員会報告

（４）審議事項　　

　　１）休学延長願出について

　　２）復学願出について

　　３）臨床医学教育協力施設に係る連携講師の資格審査について

　　４）任期教育職員の評価基準について

（５）その他

　　１）大学院教授会報告

　　２）利益相反マネジメント委員会報告

　　３）知的財産審議委員会報告

　　４）しあわせキャリア支援センター報告

定例（9 月）日本医科大医学部教授会

日　時：令和 4 年 9 月 14 日（水）午後 3 時 00 分～

（１）前回議事録の確認
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（２）学長報告

（３）委員会報告

　　１）教務部委員会報告 

　　２）学生部委員会報告 

　　３）研究部委員会報告

　　４）卒後研修委員会報告

　　５）倫理委員会報告

　　６）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告 

　　７）臨床研究審査委員会報告

　　８）教員選考委員会報告

　　９）PR・情報委員会報告

　　10）自己点検委員会報告

　　11）関連医療・研修施設委員会報告

（４）審議事項　　

　　１）学修歴証明のデジタル化についてについて

　　２）日本医科大学 研究力向上に関する目標・計画について

（５）その他

　　１）大学院教授会報告

　　２）学校法人日本医科大学国際交流センター運営委員会報告

　　３）フルテキスト検出ツール EndNote Click 使用中止のお願い

臨時（10 月）医学部教授会

日　時：令和 4 年 10 月 5 日（水）午前 8 時 45 分～

（１）審議事項

　　１）令和 4 年度 第 4 学年 Student Doctor の認定について

定例（10 月）医学部教授会

日　時：令和 4 年 10 月 19 日（水）午後 3 時 00 分～

（１）前回議事録の確認

（２）学長報告

（３）委員会報告

　　１）教務部委員会報告

　　２）学生部委員会報告

　　３）研究部委員会報告

　　４）卒後研修委員会報告

　　５）倫理委員会報告
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　　６）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告 

　　７）学校法人日本医科大学臨床研究審査委員会報告

　　８）PR・情報委員会報告

　　９）医学教育関連委員会報告

　　11）図書委員会報告

　

（４）審議事項　　

　　　休学願出について

（５）その他

　　１）大学院教授会報告

　　２）臨時大学院教授会報告

　　３）日本医科大学国際交流委員会報告

　　４）学校法人日本医科大学研究統括センター運営委員会報告

　　５）�令和4年度科学技術人材育成費補助事業ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ「女性リー

ダー育成型」採択について

定例（11 月）医学部教授会

日　時：令和 4 年 11 月 9 日（水）午後 3 時 00 分～

（１）前回議事録の確認

（２）学長報告

（３）委員会報告

　　１）教務部委員会報告

　　２）学生部委員会報告

　　３）研究部委員会報告

　　４）倫理委員会報告

　　５）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告 

　　６）学校法人日本医科大学臨床研究審査委員会報告

　　７）ダイバーシティ推進委員会報告

（４）審議事項

　　１）休学延長願出について

（５）その他

　　１）大学院教授会報告

臨時（11 月）医学部教授会

日　時：令和 4 年 11 月 28 日（月）午前 8 時 45 分～

（１）審議事項
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　　１）令和 5 年度　学校推薦型選抜（指定校）合格者の決定について

　　２）令和 4 年度　第 6 学年の卒業認定について

定例（12 月）医学部教授会

日　時：令和 4 年 12 月 14 日（水）午後 3 時 00 分～

（１）前回議事録の確認

（２）学長報告

（３）委員会報告

　　１）教務部委員会報告

　　２）学生部委員会報告

　　３）研究部委員会報告

　　４）卒後研修委員会報告

　　５）教員選考委員会報告

　　６）任期教員評価委員会報告

　　７）PR・情報委員会報告

　　８）倫理委員会報告

　　９）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告

　　10）学校法人日本医科大学臨床研究審査委員会報告

　　11）医学教育関連委員会報告

（４）審議事項

　　　なし

（５）その他

　　１）大学院教授会報告

　　２）日本医科大学国際交流委員会報告

定例（1 月）医学部教授会

日　時：令和 5 年 1 月 11 日（水）午後 3 時 00 分～

（１）前回議事録の確認

（２）学長報告

（３）委員会報告

　　１）教務部委員会報告

　　２）学生部委員会報告

　　３）研究部委員会報告

　　４）倫理委員会報告

　　５）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告

　　６）学校法人日本医科大学臨床研究審査委員会報告
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　　７）関連医療・研修施設委員会

　　８）ダイバーシティ推進委員会報告

（４）審議事項　　

　　１）令和 4 年度第 6 学年学生の追加卒業認定について

　　２）休学延長願出について

　　３）名誉教授推薦審査委員会の設置について

（５）その他

　　１）大学院教授会報告

　

臨時（2 月）医学部教授会

日　時：令和 5 年 2 月 8 日（水）午後 4 時 00 分～

（１）審議事項

　　１）令和 5 年度　一般選抜前期及び地域枠（ 1 次）合格者の決定について

臨時（2 月）医学部教授会

日　時：令和 5 年 2 月 15 日（水）午前 8 時 45 分～

（１）審議事項

　　１）令和 5 年度　一般選抜前期及び地域枠（ 2 次）合格者等の決定について

　　２）令和 5 年度　一般選抜前期における特待生の決定について

定例（2 月）医学部教授会

日　時：令和 5 年 2 月 15 日（水）午後 4 時 10 分～

（１）前回議事録の確認

（２）学長報告

（３）委員会報告

　　１）教務部委員会報告

　　２）学生部委員会報告

　　３）研究部委員会報告

　　４）卒後研修委員会報告

　　５）PR・情報委員会報告

　　６）教員選考委員会報告

　　７）関連医療・研修施設委員会

　　８）倫理委員会報告

　　９）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告

　　10）学校法人日本医科大学臨床研究審査委員会報告

　　11）名誉教授推薦審査委員会報告　　　　　　　　　　　　　　　　
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（４）審議事項　　

　　１）ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、アドミッションポリシーについて

　　２）学生表彰者の選考について

（５）その他

　　１）大学院教授会報告

　　２）�学校法人日本医科大学国際交流センター運営委員会及び日本医科大学国際交流委員会報告

　　３）学校法人日本医科大学利益相反マネジメント委員会報告

　

臨時（3 月）医学部教授会

日　時：令和 5 年 3 月 7 日（火）午後 4 時 00 分～

（１）審議事項

　　１）�令和 5 年度　一般選抜後期及び後期「大学入学共通テスト（国語）併用」、地域枠（ 1 次）合

格者の決定について

定例（3 月）医学部教授会

日　時：令和 5 年 3 月 8 日（水）午後 4 時 30 分～

（１）前回議事録の確認

（２）学長報告

（３）委員会報告

　　１）教務部委員会報告

　　２）学生部委員会報告

　　３）研究部委員会報告

　　４）倫理委員会報告

　　５）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告

　　６）学校法人日本医科大学臨床研究審査委員会報告

　　７）関連医療・研修施設委員会報告

（４）審議事項　　

　　１）各種委員会（教務部委員会・研究部委員会）委員の選出について  

（５）その他

　　１）大学院教授会報告

　　２）学校法人日本医科大学利益相反マネジメント委員会報告　　

　　３）学校法人日本医科大学研究統括センター運営委員会報告

臨時（3 月）医学部教授会

日　時：令和 5 年 3 月 15 日（水）午前 8 時 45 分～

（１）審議事項
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　　１）�令和 5 年度　一般選抜後期及び後期「大学入学共通テスト（国語）併用」、地域枠（ 2 次）合

格者等の決定について

　　２）�令和 5 年度　一般選抜後期及び後期「大学入学共通テスト（国語）併用」における特待生の

決定について

臨時（3 月）医学部教授会

日　時：令和 5 年 3 月 22 日（水）午前 8 時 45 分～

（１）審議事項

　　１）令和 4 年度進級認定（第 1 ～ 5 学年）について

　　２）令和 4 年度学生表彰（武蔵境賞・千駄木賞）対象者の選考について

　　３）令和 4 年度 GPA 上位者に係る、特別プログラム制度有資格者の選考について



Ⅲ． 委 員 会 報 告 



― 23 ― 

1．構成委員
　委員長　　	 	 森田　明夫　	 大学院医学研究科長

　	 	 	 	 	 脳神経外科学　大学院教授

　委　員（基礎医学）	大石由美子　	 代謝・栄養学　大学院教授

	 	 	 森田　林平　	 微生物学・免疫学　大学院教授

	 	 	 岩井　佳子　	 細胞生物学　大学院教授

　　　　（臨床医学）	桑名　正隆　	 アレルギー膠原病内科学　大学院教授

	 	 	 汲田伸一郎　	 臨床放射線医学　大学院教授

	 	 	 吉田　　寛　	 消化器外科学分野　大学院教授

　職制委員　　	 弦間　昭彦　	 学長

	 	 	 安武　正弘　	 医学部長

	 	 	 佐伯　秀久　	 教務部長

	 	 	 近藤　幸尋　	 研究部長

	 	 	 福原　茂朋　	 分子細胞構造学分野　大学院教授

以上 12 名

2．事務局
　日本医科大学事務局学事部大学院課

3．当該年度の開催状況
　第 1 回	 令和 4 年　4 月 19 日（火）午後 2 時から

　第 2 回	 令和 4 年　5 月 17 日（火）午後 2 時から

　第 3 回	 令和 4 年　6 月 21 日（火）午後 2 時から

　第 4 回	 令和 4 年　7 月 19 日（火）午後 2 時から

　第 5 回	 令和 4 年　9 月 20 日（火）午後 2 時から

　第 6 回	 令和 4 年 10 月 18 日（火）午後 2 時から

　第 7 回	 令和 4 年 11 月 15 日（火）午後 2 時から

　第 8 回	 令和 4 年 12 月 20 日（火）午後 2 時から

　第 9 回	 令和 5 年　1 月 23 日（月）午後 2 時から

　第 10 回	 令和 5 年　2 月 21 日（火）午後 2 時から

　第 11 回	 令和 5 年　3 月 20 日（月）午後 3 時から

大　学　院　委　員　会
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4．活動状況等

（１）委員会の活動状況

　　　本年度は計 11 回の定例委員会を開催し、以下の事項について検討した。

　　１�）令和 4 年度リサーチ・アシスタント（RA）を 60 名、ポスト・ドクター（PD）を 12 名採用

した。（資料 1）

　　２�）令和 4 年度日本医科大学大学院医学研究科特別経費研究科分 20 件（総額 6,000 万）及び学生

分 123 件（総額 1,998 万 3 千円）を採択した。（資料 2）

　　　�　大学院医学研究科特別経費（研究科分）については、大学としての研究戦略や他大学との連

携を強化すべく採択を行った。

　　　�　大学院医学研究科特別経費（学生分）については、令和 4 年度は 2000 万円で予算を申請のう

え、大学院生の研究の助成を行った。

　　３�）令和 3 年度日本医科大学大学院医学研究科特別経費研究科分 17 件に関して、各研究者からの

研究成果報告書を評価し、各研究者にフィードバックした。

　　４�）令和 4 年度の学位授与者は、博士課程修了者（甲）33 名、論文提出による学位取得者（乙）

20 名、合計 53 名であった。（資料 3）

　　５�）平成 24 年度から、「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン（国際協力型がん臨床指導

者養成拠点）」が実施され、令和 4 年度は 8 名が修了した。（資料 4）

　　６�）令和 4 年度大学院特別講義 A については、1 年間で計 14 回を開催した。

　　　�　また、コロナ禍により大学院生の負担なく講義に出席できるよう、Web（Webex）を利用し

ての開催とした。（資料 5）

　　〔講義の内訳〕

　　　①　�本学連携協定校である東京理科大学教員並びに早稲田大学教員を講師に招聘したもの（ 4 回）

　　　②　大学院委員会委員担当による大学院教授が行っている研究内容によるもの（ 4 回）

　　　③　学内公募（ 4 回）

　　　④　研究科長指名（ 2 回）

　　７）令和 4 年度大学院単位修得者の授業料免除に関し、19 名の授業料を免除した。

　　８�）令和 5 年度第 1 回大学院入学試験合格者及び令和 4 年度第 1 回論文博士外国語試験合格者に

ついて、大学院入学試験受験者 10 名中 9 名（一般選抜 5 名、社会人選抜 4 名）、論文博士外国

語試験受験者 23 名中 21 名を合格とした。

　　９�）令和 5 年度第 2 回大学院入学試験合格者及び令和 4 年度第 2 回論文博士外国語試験合格者に

ついて、大学院入学試験受験者 40 名中 40 名（一般選抜 12 名、社会人選抜 28 名）、論文博士

外国語試験受験者 18 名中 16 名を合格とした。

　　10）令和 4 年 4 月から令和 5 年 3 月までの期間に学位授与した大学院生について、学位授与され

　　　た 33 名のうち成績優秀者に対して「大学院研究賞」2 名を表彰した。
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　　【大学院研究賞】

　　　　成　英瀾	 （代謝栄養学）

　　　　大日方　洋文	（救急医学）

　　11）早稲田大学との合同シンポジウムを次のとおり開催した（資料 6）

　　　　 日　時：令和 4 年 9 月 10 日（土）14 時 00 分 ～ 17 時 10 分

　　　　 会　場：Web 開催

　　　　募集演題のテーマ：「両校の実質的連携を目指した研究交流」

　　　　演題形式：講演（Web 開催）

　　12）東京理科大学との合同シンポジウムを次のとおり開催した。（資料 7）

　　　　日　時：令和 4 年 12 月 10 日（土）14 時 00 分 ～ 17 時 50 分

　　　　会　場：日本医科大学（現地開催および Web 開催併用）

　　　　募集演題のテーマ：「両校の実質的連携を目指した研究交流」

　　　　演題形式：講演（現地開催および Web 開催併用）

　　13）研究生教材費支給に関する要項の一部改正を行った。

　　〔改正内容〕

　　　　授業料を当該年度分を納めた研究生について、研究生教材費配賦の対象とする。

　　　　授業料を免除されている研究生については、研究生教材費配賦の対象としない。

　　　　�研究生教材費は、全日制研究生 1 名につき年額 10,000 円、定時制研究生１名につき年額

70,000 円を分野に配賦する。

　　　　施行年月日：令和 5 年 4 月 1 日

　　14）ポスト・ドクターに関する取扱要領の一部改正を行った。

　　〔改正内容〕

　　　　手当の支給額を、月額 25 万円から月額 33 万円へ改正した。

　　　　施行年月日：令和 5 年 4 月 1 日

　　15）日本医科大学学位規則の一部改正を行った。

　　〔改正内容〕

　　　　学位論文審査提出書類

　　　　学位論文：旧）60 部　→　新）10 部及び電子ファイル（PDF）

　　　　学位論文の内容の要旨：旧）70 部　→　新）10 部及び電子ファイル（PDF）

　　　　施行年月日：令和 5 年 1 月 1 日

　　16）日本医科大学大学院学則の一部改正を行った。

　　〔改正内容〕

　　　（学年及び学期）

　　　　第７条

　　　　�春学期入学者の学年は、4 月 1 日に始まり、翌年 3 月 31 日に終わる。秋学期入学者の学年は、

10 月 1 日に始まり、翌年 9 月 30 日に終わる。
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　　　　�学年は、次の 2 期に分ける。

　　　　�　春学期：4 月 1 日から 9 月 30 日まで

　　　　�　秋学期：10 月 1 日から翌年 3 月 31 日まで

　　　（入学の資格）

　　　　�第 23 条　第 2 号

　　　　�修士の学位を有し、学校教育における 18 年の課程を修了した者で、本大学院において適当と

認めた者

　　　（卒業又は修了見込者の入学志願）

　　　　第 24 条

　　　　�前条各号の一に該当する課程に在学中の者で、春学期での入学を志願する者は、その年の 3

月末日、秋学期での入学を志願する者は、その年の 9 月末日までに卒業又は修了の見込みが

あると当該大学長または学校長において認定された証明書を添付して入学を志願することが

できる。

　　　（入学検定料・入学金及び授業料）

　　　　第 38 条　本大学院の入学検定料・入学金及び授業料は次のとおりとする。

区分 金額 備考
入学検定料 10,000 円 春学期入学者の授業料の納期は、別に定める場合を除き、4

月 30 日までとする。秋学期入学者の授業料の納期は、別に

定める場合を除き、10 月 31 日までとする。
入学金 免除
授業料 250,000 円

 

　　　（授業料の分納）

　　　　第 39 条　授業料を分納する場合においては次の 2 期に分けて納付させる。
　 期別 金額 納期 備考
授業料 春学期 125,000 円 4 月 30 日まで 　

秋学期 125,000 円 10 月 31 日まで 　

施行年月日：令和 5 年 4 月 1 日

（２）自己評価

　　�　大学院委員会としては、大学院ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッショ

ン・ポリシーに則った大学院運営を目指し、さまざまな大学院の組織的体制・教育内容の充実、

研究補助の拡充・改正に努めてきた。

　　�　大学院ディプロマ・ポリシーに関しては、学位論文の質を担保するとともに客観的な学位審査

を実施し、博士課程修了者（甲）33 名、論文提出による学位取得者（乙）20 名、合計 53 名を社

会に送り出すことができた。大学院の入学者は定員の 70% に近づいているが、さらなる増員を図っ
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て行きたい。また、大学院の門戸を広げるために、来年度から新たに秋学期入学を開設する準備

を整えた。さらに、学位論文審査提出書類中の学位論文 60 部紙媒体を 10 部に減らし、電子ファ

イルでの提出に変更することで効率化、利便性を高めた。

　　�　また、平成 29 年度から開始された「多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロ

フェッショナル）」養成プラン事業 : 関東がん専門医療人養成拠点」では本年度 8 名が履修を修了し、

修了証を授与され、計画通り学生を確保できている。

　　�　さらに、AI・データサイエンスコースを大学院に設置し、新しい研究スタイルの履修も含め充

実させた。

　　�　大学院カリキュラム・ポリシーについては、能動的学習を促すために、大学院講義の e-Learning
を拡充し、シラバスに目指すべきコンピテンスを明示するようにしている。プロフェッショナリ

ズム涵養の一環として APRIN の e-Leaning コースの習得も行わせている。また、2、3 年次の共通

カリキュラムに組み入れられている大学院特別講義では、今年度も最新の医科学の話題を委員会

で選定し、充実した内容の講義を開講できた。さらに、近年研究の社会への貢献が課題となって

おり、研究の社会実装教育の充実を目的とした３回の大学院特別講義を実施した。連携校の東京

理科大学および早稲田大学から大学院講義に講師を招聘し、医工連携を推進している。PDCA サ

イクルを着実に回すため、学生への直接聞き取りも実施し、その意見をもとに履修内容の改訂・

改善を行なっている。

　　�　以上より本大学院教育は、大学院ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー及びアドミッ

ション・ポリシーに則って大学院教育が進められていると考えている。

　　�　大学院生として履修、業務（RA・TA）、自己研鑽の区別をはっきりと明確化し、しっかりと実

態を把握するとともに、手当の支給を行っている。また、社会人を含む全ての大学院生に勤務表（勤

務状況・学習・研究状況内容）を提出させ業務実態も把握している。優秀なポスト・ドクター（PD）

を確保するため、手当の支給額を月額 25 万円から月額 33 万円に増額した。さらに、Research 

assistant（RA）は 60 名、Teaching Assistant（TA）は 29 名を採用し、TA に対して FD を実施

し、教育力の向上を図っている。

　　�　日本医科大学学術機関リポジトリ（NMS Air）に関しては、図書館及び ICT 推進センターと共

同し、全教員のデータを登録したシステムを構築し、登録率は確実に上昇している。

　　�　大学院医学研究科特別経費に関しては、例年通り大学としての研究戦略や他大学との連携を視

野に入れてダイナミックに運用している。併せて、大学院委員会における実績報告書の評価と結

果のフィードバックを行い、大学院教授会で報告することによって、事業の透明性の確保および

PDCA サイクルの遂行ができた。

　　�　他大学との連携について、教員のクロスアポイントメントを進めている。東京理科大学及び早

稲田大学と合同シンポジウムを開催し、大学院特別講義および学部学生の研究配属等、共同プロ

ジェクトへの研究費配分など、実質的な連携を継続している。東京理科大学、早稲田大学及び日

本獣医生命科学大学と大学院特別講義のほか、大学院医学研究科特別経費（研究科分）において

共同研究プロジェクト枠を設け、共同研究の推進を図っている。
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5．今後の課題
　高度な医療・医学に携わる医学研究者の育成は今後の大学の発展にとって最も重要な使命である。

大学院生の充足率及びがんプロフェッショナル養成講座履修者は増加傾向ではあるが、AI・データサ

イエンスコースなど魅力的なカリキュラム及び教育コンテンツのさらなる充実を図って、倫理観とさ

らに広範な医科学の知識を持った優秀な研究者を輩出していく必要がある。RA・TA システムおよび

ポスト・ドクター制度の充実化、大学院医学研究科特別経費学生分の戦略的な配分、大学院社会人選

抜枠の有効な運用によって、研究を志す若手が経済的にも研究資金的にも安定して研究を遂行できる

環境づくりの検討を続けていく必要がある。

　また、東京理科大学や早稲田大学との医工連携をさらに推進していく必要がある。学内研究体制の

強化及び共同研究の強化によって科学研究費、大型研究費のさらなる取得を目指すと伴に大学院医学

研究科特別経費研究科分の確保を行っていきたい。

6．参考資料 
　資料 1　　�令和 4 年度ポスト・ドクター、リサーチ・アシスタント、ティーチング・アシスタント学

生採用者一覧

　資料 2　　令和 4 年度日本医科大学大学院医学研究科特別経費研究科分及び学生分採択一覧

　資料 3　　令和 4 年度学位授与状況

　資料 4　　�がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン（国際協力型がん臨床指導者養成拠点）修了

者一覧

　資料 5　　令和 4 年度大学院特別講義 A

　資料 6　　第２回日本医科大学・早稲田大学合同シンポジウム

　資料 7　　第 8 回日本医科大学・東京理科大学合同シンポジウム
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令和 4 年度 リサーチ・アシスタント採用者一覧（資料 1-1）

No． 専攻分野 年次 氏　名 フリガナ 職名 氏　名

1 解剖学・神経生物学 3 大塚　真衣 オオツカ　マイ エネルギー代謝制御の変化と生殖機能との連関に関する組織細胞化学的研究 大学院教授 小澤　一史

2 代謝・栄養学
（主分野：女性生殖発達病態学） 4 松田　繁 マツダ　シゲル 女性生殖発達病態に関する研究 大学院教授 鈴木　俊治

3 代謝・栄養学 4 (5) 成　英瀾 セイ　エイラン 代謝・栄養疾患に関する研究 大学院教授 大石　由美子

4 解析人体病理学 3 五十嵐　有鈴 イガラシ　ユリ 腎疾患の病因・病態・進展機序の解明とその制御 大学院教授 清水　章

5 解析人体病理学 4 陳　維力 チェン　ウェイリー 腎疾患病理診断に関する研究 大学院教授 清水　章

6 微生物学・免疫学
（主分野：女性生殖発達病態学） 3 井野　創 イノ　ハジメ

生殖免疫学からみた着床、妊娠維持、分娩および妊娠合併症発症メカニズム
の解明

大学院教授 森田　林平

7 微生物学・免疫学
（主分野：女性生殖発達病態学） 3 堀井　裕美 ホリイ　ユミ

生殖免疫学からみた着床、妊娠維持、分娩および妊娠合併症発症メカニズム
の解明

大学院教授 森田　林平

8 腎臓内科学 3 中里　玲 ナカザト　レイ 腎臓疾患に関する研究 大学院教授代行 杉原　仁

9 腎臓内科学 3 上條　夏実 カミジョウ　ナツミ 腎疾患に関する研究 大学院教授代行 杉原　仁

10 腎臓内科学 4 杉野　健太 スギノ　ケンタ 腎臓疾患に関する研究 大学院教授代行 杉原　仁

11 腎臓内科学 4 久能木　俊之介 クノキ　シュンノスケ 腹膜線維化に関する研究 大学院教授代行 杉原　仁

12 腎臓内科学 4 川﨑　小百合 カワサキ　サユリ 腎臓疾患に関する研究 大学院教授代行 杉原　仁

13 アレルギー膠原病内科学 2 内山　竣介 ウチヤマ　シュンスケ 関節リウマチに関する研究 大学院教授 桑名　正隆

14 アレルギー膠原病内科学 2 鈴木　幹人 スズキ　ミキト 強皮症に関する研究 大学院教授 桑名　正隆

15 アレルギー膠原病内科学 3 四茂野　恵奈 ヨモノ　ケイナ 強皮症に関する研究 大学院教授 桑名　正隆

16 アレルギー膠原病内科学 4 吉田　晃 ヨシダ　アキラ 多発性筋炎・皮膚筋炎に関する研究 大学院教授 桑名　正隆

17 アレルギー膠原病内科学 4 (5) 磯村　洋平 イソムラ　ヨウヘイ 強皮症に関する研究 大学院教授 桑名　正隆

18 内分泌糖尿病代謝内科学 2 羽田　幹子 ハダ　ミキコ 糖尿病内分泌代謝疾患に関する研究 大学院教授 杉原　仁

19 消化器内科学 4 星本　相理 ホシモト　アイトシ 消化器疾患に関する研究 大学院教授 岩切　勝彦

20 呼吸器内科学 2 佐藤　陽三 サトウ　ヨウゾウ 呼吸器疾患に関する研究 大学院教授代行 清家　正博

21 呼吸器内科学 2 林　杏奈 ハヤシ　アンナ 呼吸器疾患に関する研究 大学院教授代行 清家　正博

22 呼吸器内科学 3 戸塚　猛大 トヅカ　タケヒロ 呼吸器疾患に関する研究 大学院教授代行 清家　正博

23 呼吸器内科学 4 青山　純一 アオヤマ　ジュンイチ 呼吸器疾患に関する研究 大学院教授代行 清家　正博

24 呼吸器内科学 4 (5) 恩田　直美 オンダ　ナオミ 呼吸器疾患に関する研究 大学院教授代行 清家　正博

25 小児・思春期医学 4 (6) 楊井　瑛美 ヤナイ　エミ 小児腎臓病疾患に関する研究 大学院教授 伊藤　保彦

26 臨床放射線医学 1 武井　敦彦 タケイ　アツヒコ 画像診断における診断精度の向上に関する検討 大学院教授 汲田　伸一郎

27 臨床放射線医学 2 藤綱　隆太朗 フジツナ　リュウタロウ 画像診断における診断精度の向上に関する検討 大学院教授 汲田　伸一郎

28 臨床放射線医学 2 松本　大河 マツモト　タイガ 画像診断における診断精度の向上に関する検討 大学院教授 汲田　伸一郎

29 臨床放射線医学 3 白井　清香 シライ　サヤカ 画像診断における診断精度の向上に関する検討 大学院教授 汲田　伸一郎

30 臨床放射線医学 3 本多　良充 ホンダ　ヨシミツ 画像診断における診断精度の向上に関する検討 大学院教授 汲田　伸一郎

31 臨床放射線医学 3 仲座　方辰 ナカザ　マサトキ 画像診断における診断精度の向上に関する検討 大学院教授 汲田　伸一郎

32 臨床放射線医学 4 黒瀬　宗麻 クロセ　ソウマ 画像診断における診断精度の向上に関する検討 大学院教授 汲田　伸一郎

33 臨床放射線医学 4 田中　泉 タナカ　イヅミ 画像診断における診断精度の向上に関する検討 大学院教授 汲田　伸一郎

34 臨床放射線医学 4 中岡　雄次郎 ナカオカ　ユウジロウ 画像診断における診断精度の向上に関する検討 大学院教授 汲田　伸一郎

35 臨床放射線医学 4 (6) 濵名　輝彦 ハマナ　テルヒコ 画像診断における診断精度の向上に関する検討 大学院教授 汲田　伸一郎

36 臨床放射線医学 4 (6) 岩田　琴美 イワタ　コトミ 画像診断における診断精度の向上に関する検討 大学院教授 汲田　伸一郎

37 臨床放射線医学 4 (8) 今井　祥吾 イマイ　ショウゴ 画像診断における診断精度の向上に関する検討 大学院教授 汲田　伸一郎

38 消化器外科学 2 春名　孝洋 ハルナ　タカヒロ 消化器外科疾患に関する研究 大学院教授 吉田　寛

39 消化器外科学 4 助川　誠 スケガワ　マコト 消化器疾患に関する研究 大学院教授 吉田　寛

40 乳腺外科 4 佐藤　あい サトウ　アイ 乳腺疾患に関する研究 大学院教授 武井　寛幸

41 形成再建再生医学 3 Guangpeng Xia グアンペン　シャ 形成外科疾患に関する研究 大学院教授 小川　令

申　　請　　者
研究プロジェクト名

研究代表者
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42 形成再建再生医学 4 張　萌雄 チョウ　ホウユウ 形成外科疾患に関する研究 大学院教授 小川　令

43 形成再建再生医学 4 (5) 栄　由貴 サカエ　ユキ 形成外科疾患に関する研究 大学院教授 小川　令

44 形成再建再生医学 4 (5) 豊原　瑛理 トヨハラ　エリ 形成外科疾患に関する研究 大学院教授 小川　令

45 形成再建再生医学 4 (5) 田中　梓 タナカ　アズサ 形成外科関連疾患に関する研究 大学院教授 小川　令

46 形成再建再生医学 3 安藤　玲奈 アンドウ　レイナ 形成外科・再建外科・美容外科疾患に関する研究 大学院教授 小川　令

47 リハビリテーション学 4 玉置　正一 タマオキ　ショウイチ 急性期リハビリテーションに関する研究 大学院教授 青柳　陽一郎

48 女性生殖発達病態学 2 坂田　明子 サカタ　アキコ 女性生殖発達病態学に関する研究 大学院教授 鈴木　俊治

49 解析人体病理学 1 坂本　絵美 サカモト　エミ 腎疾患の病理に関する研究 大学院教授 清水　章

50 血液内科学 1 盛　佳旦　 セイ　カタン 血液疾患に関する研究 大学院教授 山口　博樹

51 臨床放射線医学 1 小林　理佳 コバヤシ　リカ 画像診断における診断精度の向上に関する検討 大学院教授 汲田　伸一郎

52 臨床放射線医学 1 中込　哲平 ナカゴミ　テッペイ 画像診断における診断精度の向上に関する検討 大学院教授 汲田　伸一郎

53 神経内科学 1 古寺　紘人 コデラ　ヒロト 虚血性脳卒中に関する研究 大学院教授 木村　和美

54 アレルギー膠原病内科学 1 山本　晋太郎 ヤマモト　シンタロウ 多発性筋炎・皮膚筋炎に関する研究 大学院教授 桑名　正隆

55 形成再建再生医学 1 三羽　英之 ミツワ　ヒデユキ 形成外科疾患に関する研究 大学院教授 小川　令

56 形成再建再生医学 3 Nguyen Dinh Long グエン　リン　ロン 形成外科疾患に関する研究 大学院教授 小川　令

57 　 呼吸器内科学 3 　　楊　韻楚 ヨウ　インソ 呼吸器疾患に関する研究 大学院教授 　 清家　正博

58 　　呼吸器内科学 2 　　比嘉　克行 ヒガ　カツユキ 呼吸器疾患に関する研究 大学院教授    清家　正博

59 消化器外科学 3 日下部　誠 クサカベ　マコト 消化器疾患に関する研究 大学院教授 吉田　寛

60 皮膚粘膜病態学 3 井上　由貴 イノウエ　ユキ 皮膚疾患に関する研究 大学院教授 佐伯　秀久

No． 専攻分野 年次 氏　名 フリガナ 職名 氏　名

申　　請　　者
研究プロジェクト名

研究代表者
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令和 4 年度 ポスト・ドクター申請者一覧 （資料 1-2）
学　位

所属分野 氏　名 種　別 職 名 氏 名

1 細胞生物学 大和田
オオワダ

　竜司
リュウジ

R4.10.1～R5.3.31 脳における炎症および免疫細胞遊走の病態解明 大学院教授 岩井　佳子

2 感覚情報科学 下畑
シモハタ

　充
アツシ

志 R4.4.1～R5.3.31 mGluR6受容体細胞内輸送の分子機構の解明 大学院教授 金田　誠

3 薬理学 金
キム

　芝
ジミ

美 R4.4.1～R5.3.31
定期的運動による脂肪由来の炎症性サイトカイン放出の制御
は脳内炎症反応を抑制して加齢マウスに伴う認知機能低下を

改善するか否か
大学院教授 荒川　亮介

4 分子細胞構造学 鈴木
スズキ

　仁美
ヒトミ

R4.4.1～R5.3.31 血管透過性の制御機構とその破綻に起因する疾患の病態解明 大学院教授 福原　茂朋

5 分子細胞構造学 羽田
ハネダ

　優花
ユカ

R4.4.1～R5.3.31 臓器特異的な血管形成機構の解明 大学院教授 福原　茂朋

6 分子細胞構造学 上村
ウエムラ

　立
タツキ

記 R4.4.1～R5.3.31 血管周皮細胞を基軸とした生体恒常性維持機構の解明 大学院教授 福原　茂朋

7 形成再建再生医学
Mohamed Ahmed
モハメド　アフメド

Abdelhakim Ahmed
アブデルハキム　アフメド

R4.4.1～R5.3.31
皮膚の創傷治癒過程における血管内皮細胞・周皮細胞の役割

の解析
大学院教授 小川　令

8 分子遺伝医学 黒田
クロダ

　誠司
セイジ

R4.4.1～R5.3.31
腫瘍溶解性ウイルスと間葉系幹細胞を併用したがん遺伝子

細胞治療法の開発
大学院教授 酒井真志人

9 解剖学・神経生物学 國村
クニムラ

　有
ユウユ

弓 R4.4.1～R5.3.31
下垂体におけるGnRH受容体脱感作作用の機序に関する分子

細胞化学的研究
大学院教授 小澤　一史

10 形成再建再生医学
アオヤギ

　美帆
ミホ

R4.4.1～R5.3.31 ケロイドにおける血管内皮細胞の機能解析 大学院教授 小川　令

11 呼吸器内科学 安野
アンノ

(髙野
タカノ

)　夏希
ナツキ

R4.4.1～R5.3.31 呼吸器疾患に関する研究
大学院教授

代行
清家　正博

12 微生物学・免疫学 HUYNH HIEP HUNG
ヒン　ヒペ　ホン

R4.4.1～R5.3.31 インフラマソーム新規制御因子の機序解明 大学院教授 森田　林平

番号
ポスト・ドクター申請者

採用期間 研究プロジェクト名
研究代表者

保健学
（群馬大学）

学術
（埼玉大学）

スポーツ健康科学
（順天堂大学）

理学
（大阪大学）

医学
（東京大学）

薬科学
（熊本大学）

医学
（日本医科大学）

医学
（日本医科大学）

医学
（日本医科大学）

医科学
（山梨大学）

医学
（日本医科大学）

農学
（東京大学）
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令和 4 年度 
大学院ティーチングアシスタント学生採用者一覧

（資料 1-3）

 No． 専攻分野 年次 氏名 フリガナ 備　　考

1 代謝・栄養学 4 (5) 成　英瀾 セイ　エイラン 新規採用

2 解析人体病理学 3 五十嵐　有鈴 イガラシ　ユリ 新規採用

3 解析人体病理学 4 陳　維力 チェン　ウェイリ 新規採用

4 腎臓内科学 3 中里　玲 ナカザト　レイ 新規採用

5 腎臓内科学 3 上條　夏実 カミジョウ　ナツミ 新規採用

6 腎臓内科学 4 杉野　健太 スギノ　ケンタ 新規採用

7 腎臓内科学 4 久能木　俊之介 クノキ　シュンノスケ 新規採用

8 腎臓内科学 4 川﨑　小百合 カワサキ　サユリ 新規採用

9 内分泌糖尿病代謝内科学 2 羽田　幹子 ハダ　ミキコ 新規採用

10 呼吸器内科学 2 佐藤　陽三 サトウ　ヨウゾウ 新規採用

11 呼吸器内科学 2 比嘉　克行 ヒガ　カツユキ 採用辞退

12 呼吸器内科学 2 林　杏奈 ハヤシ　アンナ 新規採用

13 呼吸器内科学 2 岡村　賢 オカムラ　ケン 新規採用

14 呼吸器内科学 3 戸塚　猛大 トヅカ　タケヒロ 新規採用

15 呼吸器内科学 4 加藤　泰裕 カトウ　ヤスヒロ 新規採用

16 呼吸器内科学 4 青山　純一 アオヤマ　ジュンイチ 新規採用

17 呼吸器内科学 4 (5) 清水　理光 シミズ　マサミツ 新規採用

18 呼吸器内科学 4 (5) 恩田　直美 オンダ　ナオミ 新規採用

19 呼吸器内科学 4 (5) 二島　駿一 ニシマ　シュンイチ 採用辞退

20 呼吸器内科学 4 (6) 大森　美和子 オオモリ　ミワコ 新規採用

21 消化器外科学 2 入江　利幸 イリエ　トシユキ 新規採用

22 消化器外科学 2 春名　孝洋 ハルナ　タカヒロ 新規採用

23 消化器外科学 3 宮坂　俊光 ミヤサカ　トシミツ 新規採用

24 消化器外科学 4 助川　誠 スケガワ　マコト 新規採用

25 眼科学 2 山岡　正卓 ヤマオカ　マサタカ 新規採用

26 眼科学 3 高橋　慶 タカハシ　アキラ 新規採用

27 眼科学 3 後藤　均 ゴトウ　ヒトシ 新規採用

28 形成再建再生医学 3 Guangpeng Xia グァンペン　シャ 新規採用

10/1～社会人退職

8/1～社会人退職

6/1～社会人退職

6/1～社会人退職

6/1～社会人退職

11/16学位取得
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33 解析人体病理学 1 坂本　絵美 サカモト　エミ 新規採用

34 血液内科学 1 盛　佳旦 セイ　カタン 新規採用

35 神経内科学 1 古寺　紘人 コデラ　ヒロト 新規採用

36 形成再建再生医学 1 三羽　英之 ミツワ　ヒデユキ 新規採用

37 呼吸器内科学 1 北川　真吾 キタガワ　シンゴ 新規採用

38 形成再建再生医学 3 Nguyen Dinh Long グエン　ディン　ロン 新規採用

39 呼吸器内科学 3 楊　韻楚 ヨウ　インソ 新規採用

40 呼吸器内科学 2 比嘉　克行 ヒガ　カツユキ 新規採用

41 呼吸器内科学 2 岡村　賢 オカムラ　ケン 10月退職1月復帰→取り消し

 No． 専攻分野 年次 氏名 フリガナ 備　　考

29 形成再建再生医学 4 張　萌雄 チョウ　ホウユウ 新規採用

30 形成再建再生医学 4 (5) 栄　由貴 サカエ　ユキ 新規採用

31 形成再建再生医学 4 (5) 豊原　瑛理 トヨハラ　エリ 新規採用

32 形成再建再生医学 4 (5) 田中　梓 タナカ　アズサ 新規採用

令和 4 年度 大学院ティーチングアシスタント学生追加採用者一覧

令和 4 年度 大学院ティーチングアシスタント学生追加採用者一覧

令和 4 年度 大学院ティーチングアシスタント学生追加採用者一覧（ 10/1 ～）

令和 4 年度 大学院ティーチングアシスタント学生追加採用者一覧（ 1/1 ～）
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2022 年度日本医科大学大学院医学研究科
特別経費（研究科分）申請一覧

（資料 2-1）

分野名 職制 氏名

1 解剖学・神経生物学 大学院教授 石井　寛高 R4.4.1 8,000 1年中1年目

2 薬理学 大学院教授 荒川　亮介 R3.4.1 8,000 1年中1年目

3 内分泌代謝・腎臓内科学 大学院教授 岩部　真人 R4.5.1 6,000 1年中1年目

4 呼吸器内科学 大学院教授 清家 正博 R4.4.1 6,000 1年中1年目

合計 28,000

分野名 職制 氏名

1 細胞生物学 大学院教授 岩井　佳子 2,000 2年中1年目

2 リハビリテーション学 大学院教授 青柳　陽一郎 2,000 3年中1年目

3 頭頸部・感覚器科学 大学院教授 大久保　公裕 2,000 3年中1年目

4 形成再建再生医学 大学院教授 小川 令 1,000 3年中2年目

5 脳神経外科学 大学院教授 森田　明夫 500 2年中2年目

合計 7,500

分野名 職制 氏名

1 代謝・栄養学 大学院教授 大石 由美子 2,250 1年中1年目 東京理科大学

2 分子遺伝医学 大学院教授 酒井 真志人 2,250 1年中1年目 東京理科大学

3 解析人体病理学 大学院教授 清水　章 2,250 1年中1年目 東京理科大学

4 微生物学・免疫学 大学院教授 森田　林平 2,250 2年中1年目 東京理科大学

5 神経内科学 大学院教授 木村　和美 2,250 2年中1年目 東京理科大学

6 呼吸器内科学 大学院教授 清家　正博 2,250 2年中1年目 東京理科大学

7 消化器外科学 大学院教授 吉田　寛 2,250 2年中1年目

8 呼吸器外科学 大学院教授 臼田　実男 2,250 2年中1年目 早稲田大学

9 心臓血管外科学 大学院教授 石井　庸介 2,000 3年中2年目 東京理科大学

10 男性生殖器・泌尿器科学 大学院教授 近藤　幸尋 2,250 1年中1年目 日本獣医生命科学大学

11 救急医学 大学院教授 横堀　將司 2,250 3年中1年目 東京理科大学

合計 24,500

合計 60,000

年次計画 共同研究先採択（案）

３．東京理科大学・早稲田大学との共同研究プロジェクトの推進

No
申請者

研究課題

年次計画採択（案）

２．学内共同プロジェクト発掘特別研究経費

No
申請者

研究課題

１．新任大学院分野教授特別研究経費

No
申請者 大学院教授

就任年月日
研究課題

所要経費
（千円）

年次計画

/東京理科大学
早稲田大学

ロボット支援手術における精度向上のためのシステム開発

マイクロRNA内封ナノ粒子を用いた肺線維症治療薬の開発

抗癌剤誘発末梢神経障害の機序解明と新規診断法の開発

体肺動脈短絡手術におけるcomputational fluid dynamicsを用いた血流動態の検討

実験的自己免疫性脳脊髄炎モデルを用いたヒト間葉系幹細胞由来細胞外小胞の治療効果の検証

単球・マクロファージ-筋衛星細胞間連携による筋再生メカニズムの解明

門脈肺高血圧症および肝再生における肝星細胞の機械刺激伝達の意義の解明

エンドサイトーシスによるNLRP3インフラマソーム形成の遠隔制御機構の解明

マクロファージ遊走および活性化制御が可能な独自のケモカイン受容体会合分子制御剤の炎症・
線維化治療薬への応用を目指した薬効評価・作用機序解析

ケモカイン受容体デュアル制御分子FROUNTに着目した脳血管性認知症の病態形成機構の解明と
ドラッグリポジショニング戦略の確立

重症病態患者におけるPVDF（PolyVinilidene DiFluoride）フィルムを用いた
非侵襲嚥下モニタリングの研究：嚥下機能の可視化を目指して

生殖軸を中心とした多臓器連関とその撹乱による疾患発症機構の解明

精神神経疾患治療におけるリバーストランスレーショナルリサーチ評価体系の構築

革新的運動バイオマーカーの開発と臨床応用に向けた解析

多層オミクス解析を用いた肺癌の新規治療標的因子の探索

腫瘍微小環境におけるT細胞―マクロファージ間のクロストーク

fMRIを用いたヒノキ精油が嚥下機能に及ぼす影響に関する研究

内耳障害発症への炎症・免疫学的機序の関わりの解明と新規治療法の開発

病的瘢痕の発症・進展メカニズムの解明および革新的治療法の開発

脳動脈瘤形成・破裂への体内細菌叢の関与の解明
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2022 年度日本医科大学大学院医学研究科
特別経費（学生分）　申請一覧

（資料 2-2）

※副分野より計画書が提出されている者

No 専攻分野 学年 氏名 研究テーマ
配布経費
（千円）

副分野より計画書
提出学生の主分野

1 解析人体病理学 1 坂本　絵美 Human Immunodeficiency Virus (HIV) 関連腎症の病理学的多様性の検討 205

2 アレルギー膠原病内科学 1 山本 晋太郎 抗アミノアシルtRNA合成酵素（ARS）抗体陽性間質性肺疾患の難治性病態の解明 205

3 呼吸器内科学 1 北川　真吾 慢性閉塞性肺疾患(COPD)合併肺がんにおけるマイクロバイオームの探索 205

4 消化器外科学 1 吉森　大悟 脾機能亢進症に対する部分脾動脈塞栓術による脾臓梗塞領域と血小板上昇率の関係 205

5 消化器外科学 1 香中　伸太郎 リキッドバイオプシーによるHER２遺伝子増幅の検討 205

6 消化器外科学 1 大野 崇 肝細胞癌におけるESRP1発現と役割 205

7 消化器外科学 1 鈴木　幹人 Share wave elastographyを用いたリンパ節硬度の測定の有用性 205

8 消化器外科学 1 濵口　暁 消化器外科学における肝胆膵および脾領域の研究 205

9 統御機構診断病理学 1 宮崎　海 分子標的薬耐性獲得固形がんの代謝物リプログラミングを標的とした新規治療戦略の探索 205

10 リハビリテーション学 1 岩沢　達也 フレイルが急性期脳卒中患者の機能予後、日常生活動作（ADL）に与える影響 190

11 リハビリテーション学 1 大橋　美穂 自然嚥下の検出に有用な非侵襲的ツールの検討 190

12 血液内科学 1 盛　佳旦 骨髄異形成症候群（MDS）から白血病発症に至るまでのクローン進化機序の解明 205

13 呼吸器外科学 1 富岡  勇宇也 肺癌手術後再発を克服するための新たな治療法の開発 205

14 呼吸器外科学 1 鈴木　健人 次世代の低侵襲癌治療iTAP法の開発 205

15 神経内科学 1 中上　徹 大脳皮質基底核症候群におけるcrossed cerebellar diaschisisの合併率および臨床的特徴の検討 180

16 神経内科学 1 木村 龍太郎 急性期脳梗塞に対する機械的血栓回収療法後の頭蓋内出血の予測因子の検討 180

17 神経内科学 1 鈴木　文昭 脳出血患者における抗血栓薬内服割合の変遷とその影響 180

18 神経内科学 1 古寺　紘人 アルツハイマー病モデルにおける幹細胞移植による脳内炎症制御に関する研究 180

19 神経内科学 1 沼尾 紳一郎 超急性期Branch atheromatous diseaseに対する治療法の検討 180

20 神経内科学 1 西　佑治 癌関連脳梗塞の実態調査 170

21 皮膚粘膜病態学　 1 刀祢　勇樹 低頻度皮膚悪性腫瘍（脂腺癌、エクリン汗孔癌、メルケル細胞癌等）の切除マージンと再発率、転移率、生存率の検討 205

22 皮膚粘膜病態学 1 杉本　徹 HidradenomaとPoroid hidradenomaの皮膚病理学的特徴の相違 150

23 皮膚粘膜病態学 1 濱田　里沙 尋常性白斑と栄養 205

24 臨床放射線医学 1 中込 哲平 ステントグラフト治療後の腹部大動脈瘤内血栓の性状に関する画像解析 205

25 臨床放射線医学　 1 小林  理佳 心臓MRによるストレイン解析およびPhase contrast MRIを用いた左室拡張障害の評価 190

26 臨床放射線医学　 1 八方政豪 4D flow MRIを用いた脳血流の評価及び脳容積との比較 170

27 ※統御機構診断病理学 2 山田　麻以 皮膚有棘細胞癌における腫瘍微小環境の役割についての研究 205

28 皮膚粘膜病態学　 2 　米山　健一　 有棘細胞癌の切除マージンと再発率、転移率、生存率の検討 205

29 皮膚粘膜病態学 2 吉田　舞 食物繊維の補充によるマウス乾癬様皮膚炎の抑制 205

30 疼痛制御麻酔科学 2 秋山　杏奈 麻酔薬の肺がん細胞への影響の検討 205

31 ※微生物学・免疫学 3 堀井　裕美 妊娠維持における炎症性サイトカインの役割の検討 205

32 小児・思春期医学 3 松井 亮介 川崎病モデルマウスにおけるアンギオテンシン阻害薬の血管炎抑制効果の研究 205

33 皮膚粘膜病態学 3 基底細胞癌の切除マージン（腫瘍が何ミリの余裕をもって取れているか？）と再発率、転移率、生存率の検討 205宮﨑　駿

皮膚粘膜
病態学

女性生殖発達
病態学
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34 リハビリテーション学 3 野村　真 身体イメージの再構築に関わる神経基盤の解明とリハビリテーションへの応用 190

35 解析人体病理学 3 冨永  健太 MPO - 抗MPO抗体による二次性膜性腎症における病理形態学的進展過程の解明 205

36 形成再建再生医学 3 Guangpeng Xia 血清のNMR解析を用いたケロイドの重症度診断 190

37 皮膚粘膜病態学 3 萩野　哲平
①アトピー性皮膚炎治療におけるウパダシチニブの有効性、安全性の検討

②アトピー性皮膚炎治療におけるバリシチニブの有効性、安全性の検討
180

38 皮膚粘膜病態学 3 石原　優里 病理組織情報を教師データとした深層学習による皮膚疾患の人工知能(AI)診断についての研究 29

39 臨床放射線医学 3 本多　良充 半導体ガンマカメラ心筋血流SPECTのCT吸収補正による冠動脈疾患診断精度について 160

40 疼痛制御麻酔科学 3 富張　雅宏 β遮断薬の肺がん細胞への影響の検討 205

41 リハビリテーション学 4 佐々　直紀 急性期脳卒中片麻痺患者に対する身体機能スクリーニングの開発 190

42 乳腺外科学 4 山上　あい 胎盤microRNAが乳癌増殖・浸潤・転移に及ぼす影響の分子生物学的解析 205

43 疼痛制御麻酔科学 4 秦　彬子 ラットLPS敗血症モデルにおいてデクスメデトミジンは腎障害を増悪し、ミダゾラムは腎機能を保護する 205

44 解析人体病理学 2 高熊 将一朗 肺癌における骨化と癌微小環境の病理学的解析 150

45 ※統御機構診断病理学 2 春名　孝洋 肝内胆管癌におけるESRP1の分子生物学的および臨床病理学的役割 150 消化器外科学

46 ※分子遺伝医学 2 入江　利幸 インスリン抵抗性が肝臓マクロファージの機能に及ぼす影響とそのメカニズムの解析 150 消化器外科学

47 アレルギー膠原病内科学 2 内山　竣介 高齢発症関節リウマチの病態における, 体細胞モザイクの関与の研究 150

48 アレルギー膠原病内科学 2 鈴木 幹人 全身性強皮症における食道病変の研究 150

49 眼科学 2 山岡　正卓 加齢黄斑変性モデルに対する水素水飲用による視細胞保護効果 150

50 呼吸器内科学 2 岡村　賢 吸入ステロイド（ICS）のCOPDの気道炎症病態との関連性に関する研究 150

51 呼吸器内科学 2 佐藤　陽三 肺胞上皮細胞のメカニカルストレスにおけるprofibrotic mediator産生に関する研究 150

52 呼吸器内科学 2 林　杏奈 非小細胞肺癌における抗EGFR抗体治療のバイオマーカー探索 150

53 呼吸器内科学 2 比嘉　克行 慢性線維化性間質性肺炎のBAL細胞に対する抗線維化薬の効果および抗線維化薬の臨床効果との関連性に関する研究 150

54 消化器外科学 2 久下　恒明 胃癌腹膜播種モデルマウスを用いた腹膜播種に対する211Atによる放射線内照射療法の検討 150

55 消化器外科学 2 宮尾　昌樹 新生児期に手術が必要な新生児における自然炎症（無菌的炎症）の研究 150

56 臨床放射線医学 2 藤綱 隆太朗 EVAR後Type2 endoleakに対するNLE（NBCA-Lipiodol-Ethanol）を用いた塞栓術についての検討 124

57 臨床放射線医学 2 松本　大河 CTにて指摘された腎動脈瘤の自然経過の検討 114

58 臨床放射線医学 2 安井　彩 拡張現実を使用した新規術前シミュレーション法の開発 134

59 血液内科学 2 下山 達 急性骨髄性白血病における予後規定因子となる遺伝子変異の探索 150

60 神経内科学 2 畠　星羅
①多発性硬化症および視神経脊髄炎スペクトラム障害症例の血清ならびに髄液におけるB細胞活性化因子お

よび補体活性の測定
150

61 頭頸部・感覚器科学 2 臼倉　典宏 内耳障害発症における組織マクロファージの関与の解明と新規治療の開発 150

62 内分泌外科学 2 數阪　広子 甲状腺微小乳頭癌のQOL/PRO研究に使用するVisual Analog Scaleの再現性、妥当性評価 124

63 内分泌外科学 2 正木　千恵 甲状腺乳頭がんの疾患進行予測因子の探索 150

64 内分泌糖尿病代謝内科学 2 羽田　幹子 ルセオグリフロジンによる膵ランゲルハンス島内の脂肪沈着とβ細胞機能の改善効果に関する基礎研究 150

65 皮膚粘膜病態学 2 前島　真帆 エキシマレーザーの皮膚細胞に及ぼす作用の解析 150

66 皮膚粘膜病態学 2 井上　由貴 赤外線および温熱の光老化に及ぼす分子種の解明 150

67 ※解析人体病理学 3 高橋 慶 角膜アルカリ外傷後モデルラットに対するpan-PPAR agonist点眼の効果      150 眼科学

68 ※解析人体病理学 3 後藤 均 角膜アルカリ外傷後ラットに対するパパベリン点眼薬、トリメブチン点眼薬の抗炎症効果 150 眼科学

69 ※微生物学・免疫学 3 砂川　実香 リンパ系悪性腫瘍に対する炎症性マクロファージによる免疫療法の開発 150 血液内科学
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70 ※微生物学・免疫学 3 井野　創 生殖免疫学からみた着床、妊娠維持、分娩および妊娠合併症発症メカニズムの解明 150

71 アレルギー膠原病内科学 3 四茂野　恵奈 全身性強皮症患者における皮膚発現変動遺伝子と臨床フェノタイプとの関連についての検討 150

72 呼吸器内科学 3 戸塚　猛太 リン酸化プロテオーム解析を用いた肺癌における分子標的治療薬耐性機構の解明とその克服 150

73 呼吸器内科学 3 楊 韻楚 小細胞肺癌におけるプラチナ製剤併用療法とPD-L1阻害薬の感受性・耐性メカニズムの研究 150

74 消化器外科学 3 宮坂　俊光 腸内細菌が虫垂炎重症化に及ぼす影響 150

75 消化器外科学 3 川島　万平 エラストグラフィーを用いた急性胆嚢炎術前の胆嚢壁硬度定量化 150

76 消化器外科学 3 増田　寛喜 ラット逆流性食道炎モデルを用いた食道癌に対する予防的手術介入の効果の検討 150

77 解析人体病理学 3 苗代  有鈴 ケモカインシグナル促進分子であるFROUNTが誘導する浸潤細胞の特定ならびに病態解析 150

78 解剖学・神経生物学 3 大塚　真衣 糖尿病による中枢性生殖制御機構の撹乱とその性差 150

79 呼吸器外科学 3 松本 充生 Klotho遺伝子による肺癌転移モデルの構築 150

80 小児・思春期学 3 板橋　寿和 川崎病冠動脈瘤に対するヒト脂肪由来間葉系幹細胞（ADSC）を用いた細胞療法の開発 150

81 小児・思春期学 3 福永　遼平 小児がん患者の腸内細菌叢の特徴と治療による変化の解析 150

82 神経内科学 3 片野 雄大
①脳梗塞急性期血栓回収患者における血栓病理研究
②塞栓源不明脳梗塞患者における植込み型心電計研究 150

83 腎臓内科学 3 中里　玲 マウス高齢妊娠モデルにおける母胎および胎仔へ及ぼす影響 150

84 腎臓内科学 3 上條　夏実 糸球体毛細血管網の恒常性の維持と障害後修復を誘導する因子の解明 150

85 皮膚粘膜病態学 3 井渕　善聖 光による色素細胞活性化分子の解明 150

86 臨床放射線医学 3 白井　清香 消化管出血に対するN-butyl-2-cyanoacrylate (NBCA) を用いた経カテーテル動脈塞栓術 (TAE) の有用性と安全性に関する検討 134

87 臨床放射線医学 3 仲座　方辰 Multi-shot DWIおよびcomputed DWIによる前立腺癌の画質・診断能評価 134

88 　臨床放射線医学　 4 中岡　雄次郎 内頸動脈狭窄/閉塞症における脳血流分布の予測因子としてのMRI・4D-FLOW所見の検討 134

89 　臨床放射線医学　 4 田中　泉 Parametric PETを用いた悪性腫瘍の評価 134

90 ※解析人体病理学 4 池袋　東陽 アルカリ外傷ラットにおけるDisulfiram点眼薬の有効性の検討 150 眼科学

91 ※解析人体病理学 4 笠松　桃子 CNVモデルラット（またはマウス）に対する水素水洗眼の効果 150 眼科学

92 ※代謝・栄養学 4 松田 繁 不飽和脂肪酸が妊孕性に及ぼす影響とそのメカニズムの解明 150

93 ※代謝・栄養学 4 杉田　洋佑 プロゲステロン受容体シグナルの破綻による早産誘導メカニズムの解明 150

94 アレルギー膠原病内科学 4 吉田　晃 抗MDA5抗体陽性皮膚筋炎における間質性肺疾患の病態解明および新規治療の追究 150

95 呼吸器内科学 4 加藤　泰裕 ドライバー遺伝子変異をもつ非小細胞肺癌の分子標的薬の耐性化機序の検討 150

96 呼吸器内科学 4 青山　純一 肺線維芽細胞のメカニカルストレスにおけるprofibrotic mediator産生に関する研究 150

97 消化器外科学 4 安藤　文彦 消化器癌における免疫チェックポイント分子の役割とバイオマーカーの探索 150

98 消化器外科学 4 栗山　翔 Exosome由来循環DNAを用いたMinimal Residual Disease (MRD)の検出 150

99 消化器外科学 4 原田　潤一郎 新規胃癌細胞株を用いた薬剤感受性・耐性と遺伝子プロファイルの関連を調べる多施設共同研究 150

100 ※分子遺伝医学 4 助川　誠 間葉系幹細胞(MSC)と腫瘍溶解性ウイルスを用いたがん遺伝子細胞治療研究 150 消化器外科学

101 臨床放射線医学 4 塚越　智啓 重症呼吸器疾患例における肺換気/血流SPECT/CTの予後予測能 124

102 解析人体病理学 4 陳　維力 マウス心臓移植モデルにおけるジスルフィラムを用いた抗体関連性拒絶反応の制御 150

103 形成再建再生医学 4 張　萌雄 顔面・頸部におけるケロイド発生部位と力学的要素の解析 124

104 呼吸器外科学 4 園川  卓海 固形癌に対する新しい光線力学免疫療法の開発 150

105 心臓血管外科学 4 泉ニ佑輔 川崎病血管炎による粥状動脈硬化症リスクとスタチンの有効性の検討 150

女性生殖発達
病態学

女性生殖発達
病態学

女性生殖発達
病態学
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106 心臓血管外科学 4 網谷　亮輔 虚血性心疾患における冠動脈側副血行路形成の促進因子の同定 150

107 神経内科学 4 西村 拓哉 左房内血栓に対する直接経口抗凝固薬の有効性と安全性に関する多施設共同観察研究 150

108 神経内科学 4 沓名　章仁 島皮質梗塞の左右差についての検討 124

109 ※微生物学・免疫学 4 豊原　瑛理 マウス皮膚の創傷治癒におけるNLRP3インフラマソームの役割 150

110 ※代謝・栄養学 4（5） 田中　梓 CD206陽性マクロファージによる創傷治癒制御機構の解明 150

111 アレルギー膠原病内科学 4（5） 磯村　洋平 全身性強皮症に伴う心病変の形成における心筋指向性単球の解析 150

112 眼科学 4（5） 高尾　和弘 緑内障における脳由来神経栄養因子(BDNF)の役割の解明と遺伝子治療法の開発 150

113 呼吸器内科学 4（5） 二島　駿一 ボルテゾミブを用いた、Rhoを介した肺血管透過性亢進のメカニズムと治療法の解明 150

114 呼吸器内科学 4（5） 恩田　直美 非小細胞肺癌における分子標的薬耐性の機能解析と新規治療法の開発 150

115 代謝・栄養学 4（5） 成 英瀾 骨格筋再生におけるTMEM189によるマクロファージ極性化の調節機構の解明 150

116 心臓血管外科学 4（5） 村田　智洋 多血小板血漿と生分解性徐放化ゲルを用いた新しい心筋再生治療の開発 150

117 神経内科学 4（5） 林俊行 脳血管障害患者におけるJAK2 V617F遺伝子変異の陽性率および臨床病型に関する検討 150

118 神経内科学 4（5） 高橋　史郎 ラット脳虚血モデルにおける羊膜由来間葉系幹細胞の治療効果の検討 150

119 アレルギー膠原病内科学 4（6） 福栄 亮介 CTLA4-CD80/86シグナルがヒト単球・マクロファージに及ぼす機能変化の追究 150

120 アレルギー膠原病内科学 4（6） 景山　寛子 悪性腫瘍関連筋炎の病態の解明 150

121 呼吸器内科学 4（6） 大森　美和子 肺小細胞肺癌における新しい治療戦略の確立 150

122 小児・思春期医学 4（6） 上春光司 ハブ毒腎炎に対する脂肪由来幹細胞の抗炎症作用 150

123 小児・思春期医学 4（7） 楊井　瑛美 IgA腎症モデルマウス腎におけるサイトカイン発現に関する研究 150

19,983計１２３名

形成再建
再生医学

形成再建
再生医学
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学位（博士）授与報告書
授与年月日：令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日

（資料 3）

甲第1642号

甲第1643号

甲第1644号

甲第1645号

甲第1646号

甲第1647号

甲第1648号

甲第1649号

甲第1650号

甲第1651号

甲第1652号

甲第1653号

甲第1654号

甲第1655号

甲第1656号

報告番号

博士（医学）

博士（医学）

博士（医学）

博士（医学）

博士（医学）

博士（医学）

博士（医学）

博士（医学）

博士（医学）

博士（医学）

博士（医学）

博士（医学）

博士（医学）

博士（医学）

博士（医学）

博士の専攻

分野の名称

博士課程（甲）

博士の学位を

授与された者

(ふりがな)

氏名

（ゆざわ　りょう）

湯澤　令

（うえだ　こうじ）

上田　康二

（みむろ　れい）

三室　嶺

（わん　じゅんしゃお）

王　! 曉

（みずの　ともき）

水野　友喜

（おおもり　みわこ）

大森　美和子

（ふくえ　りょうすけ）

福榮　亮介

（みやもと　だいすけ）

宮本　大資

（しみず　まさみつ）

清水　理光

（はやし　としゆき）

林　俊行

（せい　えいらん）

成　英瀾

（ふくち　まさこ）

福知　雅子

（まる　ゆうじん）

丸　有人

（かげやま　ひろこ）

景山　寛子

（あがわ　しゅうへい）

阿川　周平

研究科

（専攻）名

医学研究科腎臓内科学

医学研究科消化器外科学

医学研究科循環器内科学

医学研究科分子解剖学

医学研究科

疼痛制御麻酔科学

医学研究科呼吸器内科学

医学研究科

アレルギー膠原病内科学

医学研究科腎臓内科学

医学研究科呼吸内科学

医学研究科神経内科学

医学研究科代謝・栄養学

医学研究科解析人体

病理学

医学研究科循環器内科学

医学研究科

アレルギー膠原病内科学

医学研究科消化器内科学

博士論文名

VDR regulates simulated microgravity-induced atrophy in C2C12 myotubes

（VDRはC2C12筋管において模擬微小重力誘発性筋萎縮を制御する）

BRAF V600E mutations in right-side colon cancer: Heterogeneity detected by liquid

biopsy（リキッドバイオプシーによるHeterogeneityの検出）

Protective Effect of Catheter Ablation of Atrial Fibrillation on the Renal Function in

Patients with Hypertrophic Cardiomyopathy（心房細動を合併した肥大型心筋症における

カテーテルアブレーションの腎保護効果の検討）

Placenta-specific lncRNA 1600012P17Rik is expressed in spongiotrophoblast and

glycogen trophoblast cells of mouse placenta（胎盤特異的 lncRNA 1600012P17Rik はマウ

ス胎盤海綿状栄養膜細胞およびグリコーゲン栄養膜細胞に発現している）

Effects of general anesthesia on behavioral circadian rhythms and clock-gene expression

in the suprachiasmatic nucleus in rats（ラットの視交叉上核における行動概日リズムと

時計遺伝子発現に対する全身麻酔の影響）

Inhibitors of ABCB1 and ABCG2 Overcame Resistance to Topoisomerase Inhibitors in

Small Cell Lung Cancer（小細胞肺癌におけるABCトランスポーター阻害薬によるトポイ

ソメラーゼ阻害薬の耐性克服）

Abatacept Downregulates Fcγ Receptor I on Circulating Monocytes: A Potential

Therapeutic Mechanism in Patients with Rheumatoid Arthritis（アバタセプトによる末

梢血単球上のFcγ受容体Ⅰの発現抑制：関節リウマチ患者に対する治療メカニズムの可

能性）

Analysis of Purine Metabolism to Elucidate the Pathogenesis of

Acute Kidney Injury in Renal Hypouricemia

（プリン代謝の解析による腎性低尿酸血症の急性腎障害の病態の解明）

The Respiratory Microbiome Associated with Chronic Obstructive Pulmonary Disease

Comorbidity in Non-Small Cell Lung Cancer

（COPD合併非小細胞肺癌に関与する肺マイクロバイオーム）

Sustained atrial fibrillation is related to a higher severity of stroke in patients taking

direct oral anticoagulants（直接経口抗凝固薬服用下で発症した脳梗塞患者では持続性心

房細動と重症度が関連する）

Caspase-11 contributes to site-1 protease cleavage and SREBP1 activation in the

inflammatory response of macrophages（炎症性カスパーゼ11は、マクロファージの炎症

応答において、

site-1プロテアーゼの切断とSREBP1の活性化に寄与する）

The reduced number of nephrons with shortening renal tubules in mouse postnatal

environment (腎発生過程での尿管芽分岐後の劣悪環境によるネフロン数の減少と発達不全)

Detection of cardiac involvement in pulmonary sarcoidosis using

high-resolution Holter electrocardiogram

(高分解能ホルター心電図を用いた肺サルコイドーシスにおける心病変の検出)

Tertiary lymphoid structures in the primary tumor site of patients with cancer-

associated myositis: A case‒control study

(悪性腫瘍関連筋炎における原発腫瘍組織内三次リンパ組織の病理組織学的特徴：症例対照

研究)

Trypsin may be associated with duodenal eosinophils

through the expression of PAR2 in early chronic pancreatitis

and functional dyspepsia with pancreatic enzyme abnormalities

(早期慢性膵炎と膵酵素異常を伴う機能性ディスペプシア患者におけるPAR2発現を介した

十二指腸好酸球とトリプシンの関連性)
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甲第1657号 博士（医学）

甲第1658号 博士（医学）

甲第1659号 博士（医学）

甲第1660号 博士（医学）

甲第1661号 博士（医学）

甲第1662号 博士（医学）

甲第1663号 博士（医学）

甲第1664号 博士（医学）

甲第1665号 博士（医学）

甲第1666号 博士（医学）

甲第1667号 博士（医学）

甲第1668号 博士（医学）

甲第1669号 博士（医学）

甲第1670号 博士（医学）

（おおば　たけし）

大庭　健史

（いまい　しょうご）

今井　祥吾

（にしかわ　よしと）

西川　慈人

（いわた　ことみ）

岩田　琴美

（いでぐち　みのる）

井手口　稔

（いくま　ゆうこ）

井熊　優香

（おびなた　ひろふみ）

大日方　洋文

（いけだ（こいずみ）えりこ）

池田（小泉）英里子

（きのした　まい）

木下　舞

（もとじ　ゆうすけ）

泉二　佑輔

（こじま（かさまつ） もも

こ）

児嶋（笠松）桃子

（くのき　しゅんのすけ）

久能木　俊之介

（ささ　なおき）

佐々　直紀

（たまおき　しょういち）

玉置　正一

医学研究科

内分泌糖尿病代謝内科学

医学研究科臨床放射線

医学

医学研究科臨床放射線

医学

医学研究科臨床放射線

医学

医学研究科脳神経外科学

医学研究科

疼痛制御麻酔科学

医学研究科救急医学

医学研究科消化器内科学

医学研究科消化器内科学

医学研究科心臓血管

外科学

医学研究科眼科学

医学研究科腎臓内科学

医学研究科リハビリテー

ション学

医学研究科

リハビリテーション学

Perioperative glycemic status is linked to postoperative complications in non-intensive

care unit patients with type 2 diabetes: a retrospective study

(非集中治療室入室2型糖尿病患者における周術期の血糖水準と術後合併症の関係に関する

後ろ向き研究)

Estimation of Microvascular Dysfunction Using 13N-ammonia Positron Emission

Tomography with Quantitative Myocardial Blood Flow Analysis in Chronic Coronary

Syndrome

(慢性冠症候群における13N-アンモニアPETを用いた心筋血流定量解析による微小循環障害

の評価)

Diagnostic Performance of Quantitative Ga-SPECT/CT for Patients with Lower-limb

Osteomyelitis

(下肢骨髄炎例における定量解析併用Ga-SPECT/CTの診断能)

Measurement of Turbulent Kinetic Energy in Hypertrophic　Cardiomyopathy

 Using Triple-velocity Encoding 4D Flow MR Imaging

（Triple-velocity Encoding 4D Flow MRIを用いた

肥大型心筋症における乱流運動エネルギーの測定）

Mechanical Thrombectomy for Acute Common Carotid Artery Occlusion

（総頚動脈急性閉塞に対する血栓回収療法の検討）

Increased extracellular release of microRNAs from dorsal ganglion cells in a rat model

of neuropathic pain caused by peripheral nerve injury

（末梢神経損傷による神経障害性疼痛モデルラットにおける後根神経節細胞からのマイク

ロRNA細胞外放出の増加）

Early automated infrared pupillometry is superior to auditory brainstem response in

predicting neurological outcome after cardiac arrest

（心肺停止後の神経学的予後予測において、

早期の定量的瞳孔測定は聴性脳幹反応より優れる）

Bilateral Risk Assessments of Surgery and Nonsurgery Contribute to Providing Optimal

Management in Early Gastric Cancers after Noncurative Endoscopic Submucosal

Dissection: A Multicenter Retrospective Study of 485 Patients

（手術と経過観察双方のリスク評価は早期胃癌内視鏡的粘膜下層剥離術後非治癒切除症例

の最適な治療方針決定に役立つ：485名の患者を対象とした多施設共同遡及的研究）

Saliva secretion is reduced in proton pump inhibitor responsive

non erosive reflux disease patients

（プロトンポンプ阻害薬反応性NERD患者の唾液分泌は低下している）

Kawasaki Disease-like Vasculitis Facilitates Atherosclerosis, and Statin Shows a

Significant Antiatherosclerosis and Anti-Inflammatory Effect 　　　in a Kawasaki

Disease Model Mouse

（川崎病モデルマウスにおける粥状動脈硬化の早期発現とスタチンの抑制作用の検討）

Prophylactic Instillation of Hydrogen-Rich Water Decreases Corneal Inflammation and

Promotes Wound Healing by Activating Antioxidant Activity in a Rat Alkali Burn Model

（予防的水素水点眼は、ラットアルカリ角膜外傷モデルにおいて、角膜の炎症を減少させ

抗酸化作用を活性化することにより創傷治癒を促進する）

Inhibition of transglutaminase 2 reduces peritoneal injury

in a chlorhexidine-induced peritoneal fibrosis model

（トランスグルタミナーゼ2の抑制はクロルヘキシジン誘発腹膜線維化モデルの腹膜障害

を抑制する）

Development of a functional bridge test for screening impairments and disabilities in

hemiplegic patients with acute stroke while on the bed

（急性期脳卒中片麻痺患者におけるベッド上で機能障害および能力障害をスクリーニング

するためのfunctional bridge testの開発）

Effects of sodium bicarbonate bath on the quality of sleep: An assessor-blinded,

randomized, controlled, pilot clinical trial

（炭酸水素ナトリウム浴の睡眠の質に対する効果：

評価者盲検、ランダム化比較、パイロット臨床試験）
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博士課程（乙）

甲第1671号 博士（医学）
（くりやま　しょう）

栗山　翔

甲第1672号 博士（医学）
（そのかわ　たくみ）

園川　卓海

甲第1673号 博士（医学）
（いけぶくろ　とうよう）

池袋　東陽

甲第1674号 博士（医学）
（にしもと　あかな）

西本　あか奈

乙第2139号 博士（医学）
（うえはら　いくの）

上原　郁野

乙第2140号 博士（医学）
（のま　さつき）

野間　さつき

乙第2141号 博士（医学）
（ひぐち（ますだ）ゆか）

樋口（増田）有香

乙第2142号 博士（医学）
（くぼた　だいき）

久保田　大紀

乙第2143号 博士（医学）
（やまぐち　やすこ）

山口　靖子

乙第2144号 博士（医学）
（ゆい　しゅんすけ）

由井　俊輔

乙第2145号 博士（医学）
（おおもり　じゅん）

大森　順

乙第2146号 博士（医学）
（みずの　まき）

水野　真希

乙第2147号 博士（医学）
（えうら　しげよし）

江浦　重義

医学研究科消化器外科学
Biomarkers for anti-vascular endothelial growth factor drugs

（血管新生阻害薬のバイオマーカー探索）

医学研究科呼吸器外科学

Development of a new minimally invasive phototherapy for lung cancer using antibody-

toxin conjugate

（抗体-毒素複合体を用いた肺癌に対する新しい低侵襲な光療法の開発）

医学研究科眼科学

Disulfiram ophthalmic solution inhibited macrophage infiltration by suppressing

macrophage pseudopodia formation in a rat corneal alkali burn model

（ラット角膜アルカリ外傷モデルにおいてジスルフィラム点眼薬は仮足形成を抑制するこ

とでマクロファージの浸潤を抑制した）

医学研究科

形成再建再生医学

Keloidal Dermatofibroma:

Clinicopathological Comparison of 52 Cases with a Series of 2077 Other

Dermatofibromas

（ケロイド型皮膚線維腫52例の臨床病理学的検討 ―その他2077例の皮膚線維腫との比較

―）

医学研究科遺伝子制御学

2-Deoxy-D-glucose induces deglycosylation of proinflammatory cytokine receptors and

strongly reduces immunological responses in mouse models of inflammation

（2-Deoxy-D-glucoseは炎症性サイトカイン受容体の脱グリコシル化を誘導し炎症モデルマ

ウスの免疫反応を強力に抑制する）

医学研究科循環器内科学

Adjunctive Catheter-Directed Thrombolysis during Primary

PCI for ST-Segment Elevation Myocardial Infarction

with High Thrombus Burden

（冠動脈内大量血栓を伴うST上昇型心筋梗塞に対する

緊急経皮的冠動脈インターベンション（PCI）時の

経カテーテル的血栓溶解薬追加投与の検討）

医学研究科消化器外科学

Impact of Second-line Chemotherapy on Prognosis:

Response of Advanced Gastric cancer to Taxanes Plus Ramucirumab.

（切除不能進行・再発胃癌に対する二次化学療法（タキサン＋ラムシルマブ）が予後に与

える影響）

医学研究科眼科学

High-resolution photoreceptor imaging analysis of patients with autosomal dominant

retinitis pigmentosa (adRP) caused by HK1 mutation

（HK1遺伝子変異による常染色体優性網膜色素変性症一家系の高解像度光受容体イメージ

ング解析）

医学研究科解析人体

病理学

Autopsy study examining non-chronic kidney disease

versus chronic kidney disease caused by

hypertensive-nephrosclerosis in elderly subjects

（高齢者における腎機能正常群と高血圧性腎硬化症による慢性腎臓病(CKD)症例の比較：

病理解剖例を用いた検討）

医学研究科血液内科学

Safety and efficacy of high-dose cytarabine MEAM therapy and other treatments for

auto-peripheral blood stem cell transplantation

（自家末梢血幹細胞移植における高用量シタラビンを用いたMEAM前処置とその他の前

処置の安全性と有効性の比較研究）

医学研究科消化器内科学

Prophylactic clip closure for mucosal defects is associated with reduced adverse events

after colorectal endoscopic submucosal dissection: a propensity-score matching analysis

（大腸内視鏡的粘膜下層剥離術後の粘膜欠損に対する予防的クリップ閉鎖は有害事象の低

減と関連する：傾向スコアマッチング法による解析）

医学研究科皮膚粘膜

病態学

Association study of transition of laboratory marker levels and

transition of disease activity of atopic dermatitis patients treated with dupilumab

（デュピルマブを使用したアトピー性皮膚炎患者における各種検査マーカーと疾患活動性

の推移の相関性についての検討）

医学研究科

形成再建再生医学

Hemodynamics and Vascular Histology of Keloid Tissues and Anatomy of Nearby Blood

Vessels

(ケロイド組織の生理学的血行動態・組織学的血管構造解析)
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乙第2148号 博士（医学）
（まるも　あつし）

丸毛　淳史
医学研究科血液内科学

NPM1-mutation-based measurable residual disease assessment after completion of two

courses of post-remission therapy is a valuable clinical predictor of the prognosis of

acute myeloid leukemia

(寛解後療法2回目終了時のNPM1変異微小残存病変解析が急性骨髄性白血病の予後解析を

する上で臨床上有用である)

乙第2149号 博士（医学）
（てらだ　こうすけ）

寺田　光佑

医学研究科

内分泌代謝・腎臓内科学

Lower Limb Ulcer Associated with Peritonitis in Patients Undergoing Peritoneal

Dialysis

(腹膜透析患者における下肢潰瘍と腹膜炎の関連)

乙第2150号 博士（医学）

（しまだ（つの）　かな

え）

嶋田（築野）　香苗

医学研究科

小児・思春期医学

Peripheral　Coronary Artery Circulatory Dysfunction in Remote Stage Kawasaki

Disease Patients Detected by Adenosine Stress 13N-Ammonia Myocardial Perfusion

Positron Emission Tomography

(アデノシン負荷¹³NアンモニアPET検査で検討した遠隔期川崎病患者における末梢冠動脈

循環障害について)

乙第2151号 博士（医学）
（せきぐち　くみこ）

関口　久美子

医学研究科

消化器外科学

The Utility of Serum Osteopontin Levels for Predicting Postoperative Complications

after Colorectal Cancer Surgery

（大腸癌手術周術期合併症における血清Osteopontin測定の有用性)

乙第2152号 博士（医学）
（おち　ともひろ）

越智　友洋
医学研究科乳腺外科学

Accuracy of morphologic change measurements by ultrasound in predicting pathological

response to neoadjuvant chemotherapy in triple-negative and HER2-positive breast cancer

(トリプルネガティブ乳癌、HER2陽性乳癌における術前化学療法前後の超音波検査による

病理学的完全奏効予測について)

乙第2153号 博士（医学）
（あきやま　ごう）

秋山　豪

医学研究科

形成再建再生医学

A Scoring System That Predicts Difficult Lipoma Resection:

Logistic Regression and 10-Fold Cross Validation Analysis

(脂肪腫の摘出難易度を予測するスコアリングシステム：ロジスティック回帰分析と10-分

割交差妥当性検証)

乙第2154号 博士（医学）
（おおもり　ひろや）

大森　裕也

医学研究科

心臓血管外科学

Shunt and Pace: a novel experimental model of atrial fibrillation with a volume-loaded left

atrium

(Shunt and Pace: 左房容量負荷を伴った心房細動の新しい実験モデルの確立)

乙第2155号 博士（医学）
（しらとり　なか）

白鳥　宙
医学研究科眼科学

Statistical analysis of factors affecting

surgically induced astigmatism following trabeculectomy

(線維柱帯切除術の術後惹起乱視に関係する因子の検討)

乙第2156号 博士（医学）
（おだ　ゆうや）

小田　有哉
医学研究科救急医学

Reality of traffic injuries attributable to preceding decreased level of consciousness

(先行する意識レベル低下による交通事故の実態)

乙第2157号 博士（医学）
（はやま　これのぶ）

葉山　惟信

医学研究科

消化器内科学

Clinical outcomes of antithrombin III‐based therapy for patients

with portal vein thrombosis: A retrospective, multicenter study

(門脈血栓症患者に対するアンチトロンビンIIIを用いた治療の臨床成績 多施設共同後方視

点的研究)

乙第2158号 博士（医学）
（くぼむら　けん）

久保村　憲

医学研究科

形成再建再生医学

Objective Odor Assessment in Patients with Osmidrosis

(腋臭症患者における客観的臭気評価)
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令和 4 年度 がんプロ修了者 （資料 4）

所属分野 氏名

1 呼吸器内科学 大森
おおもり 

　美和子
み　わ　こ

2 脳神経外科学 井手口
い で ぐ ち

　稔
みのる

3 呼吸器内科学 清水
し み ず 

　理光
まさみつ

4 消化器外科学 上田
う え だ

　康二
こ う じ

5 消化器内科学 池田
い け だ

　英里子
え　り　こ

6 消化器内科学 木下
きのした

　舞
まい

7 消化器外科学 栗山
くりやま

　翔
しょう

8 呼吸器外科学 園川
そのかわ

　卓海
た く み

計8名
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令和 4 年度 大学院特別講義Ａ （資料 5）

1

委
員
指
名

開催日時：令和 4 年 10 月 24 日（月）18 時 00 分～
開催方法：Webex 
演　　題：「医療画像と AI ー形態情報の可能性に挑むー」
講 師 名：山本　陽一朗（国立研究開発法人理化学研究所 革新知能統合研究センターチームリーダー　本学客員教授）
講演内容：画像解析から自動翻訳まで、ディープラーニングを柱とする AI 技術は画期的な成果を示しており、医療応用に
おいても実用化がはじまっている。一方で、現在の医療 AI 技術にはまだいくつかの課題も存在している。まず、学習した
モデルの汎用性の問題が挙げられる。これは、病院毎にデータの分布が異なる場合に、しばしば予測精度の低下が生じうる
ものでドメインシフト問題とも呼ばれている。そして、ディープラーニングは大量の学習データを必要とする。しかしながら、
医療情報の収集には多大な労力が必要となる。少数のデータにも対応可能な手法の開発が求められており日々研究が進めら
れている。また、ディープラーニングは特徴量を自動作成できるため、特徴の一つ一つ人間が教え込む必要がないというメ
リットがある一方で、自動作成された特徴量は、必ずしも人間側で理解できるわけではない。ディープラーニング技術の説
明可能性をどのように向上させるかは今後の鍵として注目されている。そして、これらの手法の開発と並行して、制度面で
の整備も重要である。これらの課題を解決し、患者と医療者双方から信頼される技術となるためには、医療者の AI 技術へ
の理解、そして積極的な介入が必要と考えらえる。本講義では、医療 AI の基礎からその特徴と課題、そして実際の研究例
を紹介する。また、ディープラーニングを用いた画像解析は形態学と密接なリンクを有している。形態変化は非常に奥深く、
あらゆる時代の知識や手段を総動員してとりかかる必要がある難題でもある。コンピューターサイエンスと形態情報との繋
がりについても、話をする予定である。
主催分野：男性生殖器・泌尿器科学

2 公
募

開催日時：令和 4 年 6 月 21 日（火）18 時 00 分～ 19 時 15 分
開催方法：Webex
演　　題：「中性アミノ酸トランスポーター LAT と新規抗腫瘍薬開発」
講 師 名：安西　尚彦 （千葉大学大学院医学研究院 薬理学 教授・副研究院長）
講演内容：細胞膜にあって物質の透過を担う膜タンパク質であるトランスポーターは、近年病態との関連が明らかになり、
新規抗糖尿病薬として開発・導入された腎臓のグルコーストランスポーター SGLT2 阻害薬は、世界 88 カ国以上の国と地域
で承認され、年間売上高 10 億ドル以上の「ブロックバスター医薬品」となるなど、その創薬標的として注目されている。
本講演では演者の主要な研究テーマである抗悪性腫瘍薬の分子標的としての L 型アミノ酸トランスポーターについて紹介し
たい。
主催分野：代謝・栄養学

3

委
員
指
名

開催日時：令和 4 年 7 月 6 日（水）18 時 00 分～ 19 時 00 分
開催方法：Webex
演　　題：「医療分野における AI 技術最前線」
講 師 名：鍋田　敏之（富士フィルム株式会社メディカルシステム開発センター長）
講演内容：Deep Learning 技術の登場後、様々な分野・領域において急速に AI 技術の活用検討が進んでいる。なかでも医
療分野における医用画像領域は、Deep Learning 技術の適用対象として、最も早く社会実装が進むと期待されている領域で、
国内外で多くのスタートアップが生まれており、社会実装に向けた取組みが加速している。本講演では、医療における社会
課題や世界の AI 開発状況を概観するとともに、放射線画像診断を中心に医療現場にむけた当社 AI 技術開発に関する取り組
みと社会実装の課題、そして今後の展開について述べる。
主催分野：臨床放射線医学

4

委
員
指
名

開催日時：令和 4 年 7 月 7 日（木）18 時 00 分～ 19 時 30 分
開催方法：Webex
演　　題：「ヒト免疫学と私　～過去、現在、そして未来」
講 師 名：上野　英樹（京都大学大学院医学研究科　免疫細胞生物学　教授）
講演内容：私は大学院時代から一貫してヒト免疫学研究に従事してきたヒト免疫学者である。15 年間勤務したベイラー免疫
研究所ではメラノーマを標的とした樹状細胞ワクチンのデザインや、ワクチン投与前後のがん抗原特異的免疫応答の解析を
行った。一方でヒト基礎免疫研究も展開し、ヒト樹状細胞サブセットの解析からヒト T follicular helper 細胞の基礎的な分析、
疾患との関連などを明らかにしてきた。本講演では、私の過去の研究紹介ののち、現在京都大学で展開しているヒト基礎お
よび臨床免疫研究を一部ご紹介したい。
主催分野：微生物学・免疫学
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5 公
募

開催日時：令和 4 年 7 月 12 日（火）18 時 00 分～ 19 時 30 分
開催方法：Webex 
演　　題：「バイオマーカー探索・社会実装に必要な臨床統計学」
講 師 名：長島 健悟（慶應義塾大学病院 臨床研究推進センター特任准教授）
講演内容：昨今、創薬、疾患予防・早期診断の臨床開発にはバイオマーカーの存在は欠かせない。バイオマーカーの探索・
社会実装には、生物統計学に裏打ちされた研究デザイン、サンプルサイズ設計、研究プロトコル策定、倫理書類の作成など
が求められる。本講演では、数多くの臨床研究に携わってきた慶應大学医学部の長島准教授に「バイオマーカー探索・社会
実装に必要な臨床統計学」の入門について初学者にもわかりやすくご講演いただく。
主催分野：生体機能制御学

6 公
募

開催日時：令和 4 年 9 月 8 日（木）18 時 00 分～ 19 時 00 分
開催方法：Webex 
演　　題：「医学系研究者のアイデアを産業界が実用化するためには？」
講 師 名：若山　俊輔（弁理士 / 研究統括センター　研究戦略部門　知財戦略デザイナー）
講演内容：本学は、昨年度に続き、令和４年度特許庁委託事業「知財戦略デザイナー派遣事業」の派遣先大学として選定さ
れました。当該事業により本学に派遣された若山弁理士は、医学系の知的財産に関する経験が豊富であることから、その知
見を共有するべく本講演を行います。
　近年、画期的な医薬品・医療機器の開発には、大学の医学系研究者と製薬企業・ベンチャー企業との産学連携が欠かせな
いものとなっており、開発の基盤となる知的財産を大学側で権利化することが重要な課題となっています。本講演では、大
学院生をはじめとした大学の研究者のアイデア、研究成果をどのようにすれば知的財産権として権利化することができるの
か。そして、大学が権利化した知的財産を、産業界で実用化するためには、どのようにすればよいのかなど、大学の研究成
果を実用化するための方法について、わかりやすく説明します。
主催分野：アレルギー膠原病内科学

7

研
究
科
長
指
名

開催日時：令和 4 年 9 月 21 日（水）18 時 00 分～ 19 時 30 分
開催方法：Webex 
演　　題：「大学院を卒業して後輩に何を伝えるか？ - 大学院での後輩教育から自身のキャリア形成まで -」
講 師 名：小川　令（形成再建再生医学・大学院教授）
講演内容：大学院教育における教授方法やキャリア形成について大学院生を対象とした講義を行い、人材育成を行っていく。

8 公
募

開催日時：令和 4 年 9 月 29 日（木）18 時 00 分～
開催方法：Webex 
演　　題：「社会実装 3 回目　ベンチャー／スタートアップ起業の光と影」
講 師 名：樺澤 哲 （サンブリッジアクセラレート株式会社　S5 Partners Managing Director）
講演内容：骨太の政策 2022 に「スタートアップ育成５か年計画を今年度末に策定」と明記され、スタートアップ担当大臣
ポストが新設されました ( https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/2022/summary_ja.pdf、https://www3.nhk.
or.jp/news/html/20220801/k10013745671000.html )。
スタートアップは時にはベンチャーとも言われますが、ベンチャー／スタートアップの起業スタイルには、企業内や大学発
の起業からスモールビジネス型やスタートアップ型まで、幾つかのパターンがあります。これらの特徴を鳥瞰して、政策の
背景や、起業支援の仕組み、更には鍵となるイノベーションの概念について紹介します。
適宜ＱＡを交えつつ、できれば意見交換を通じて、起業とは？について理解の深耕に努めます。
主催分野：アレルギー膠原病内科学

9

研
究
科
長
指
名

開催日時：令和 4 年 10 月 3 日（月）18 時 00 分～ 19 時 30 分
開催方法：Webex 
演　　題：「機械学習と数理科学による疾患の層別化と予測」
講 師 名：川上 英良（千葉大学大学院医学研究院　人工知能（AI）医学　教授）
講演内容：近年、第三次 AI ブームを背景として、ヘルスケア・医療の現場においても AI 技術の導入が急速に進んでいる。
第三次 AI ブームでは、深層学習を始めとする技術の進歩により、人間が知識やルールを教えるのではなく、AI が大量のデー
タから直接パターンやルールを学習できるようになった。ヘルスケア・医療の分野でも、大規模な画像データや経時的な電
子健康・医療記録に基づいて、臨床医も上回る診断精度を達成するケースも出てきている。しかし、一方で AI による予測は、
モデルがブラックボックス化し、予測の根拠が人間に理解できなかったり、データからのバイアスを受けたりする事例も報
告されている。また、ヘルスケア・医療への AI 導入事例としては、ある時点のデータに基づく疾患の検知・診断が大部分
である。一方、現代社会において問題となっている感染症や生活習慣病を始めとする疾患に対しては、ある時点で高精度に
診断することよりも、疾患発症や病態進行の長期的な時間経過を理解・予測し、未然に重篤な変化を予防することが重要と
なる。本講義では、ヘルスケア・医療における AI 活用の課題を概観し、予防と個別化に向けた展開を議論したい。
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10

委
員
指
名

開催日時：令和 4 年 10 月 6 日（木）18 時 00 分～ 19 時 00 分
開催方法：Webex 
演　　題：「オートファジーを基軸とした細胞内分解のしくみと意義」
講 師 名：水島　昇（東京大学大学院医学系研究科・分子生物学分野　教授）
講演内容：オートファジーとは、細胞質の一部をリソソームへと輸送して分解するシステムであり、多くの真核生物に備わっ
ている。オートファジーの研究はこの約 20 年あまりでめざましい発展を遂げた。その結果、オートファジーは、飢餓時な
どにアミノ酸などの分解産物を調達するための栄養素のリサイクルと、細胞内の変性タンパク質、不良・損傷小器官（ミト
コンドリアなど）、細菌などの除去に重要であることが明らかになった。特に後者は、細胞変性を抑制する働きがあり、ヒ
ト神経変性疾患との関連も注目されている。オートファジーの分子機構も急速に明らかにされている。さらに、最近ではオー
トファジーに依存しない新しい小器官分解システムが水晶体で発見された。講義では、細胞がもつ創造的分解のしくみと意
義について概説する。
主催分野：細胞生物学

11

研
究
科
長
指
名

開催日時：令和 4 年 11 月 11 日（金）18 時 00 分～
開催方法：Webex
演　　題：「複数の主要評価変数を用いる臨床試験の実際～医薬品開発における統計的視点～」
講 師 名：寒水 孝司（東京理科大学工学部情報工学科　教授）
講演内容：臨床試験のための統計的原則（医薬品規制調和国際会議，1998）では，検証的な臨床試験における主要評価変数（以
下，主要変数）はできる限り 1 つにすることを推奨しています．一方で，さまざま理由から，複数の主要変数を用いること
が望ましい場合があります．そのような場合，臨床試験のデザインやデータ解析で注意すべきことは何でしょうか．
本講義では，最初に，2 つの主要変数を設定したアルツハイマー病の臨床試験（治験）を例示して，医薬品審査の過程にお
ける治療効果に関する議論を紹介します．次に，複数の主要変数に基づく治療効果の評価の枠組みを整理します．さらに，
アルツハイマー病の治療に対する各種規制ガイドラインを紹介します．最後に，複数の主要変数を用いた臨床試験の実例と
して，過敏性腸症候群の臨床試験のデザインとデータ解析の実例を概説します．

12

研
究
科
長
指
名

開催日時：令和 4 年 12 月 15 日（木）18 時 00 分～
開催方法：Webex
演　　題：「医療 TQM とデミング賞」
講 師 名：棟近 雅彦（早稲田大学理工学術院 創造理工学部 経営システム工学科　教授）
講演内容：未定

13

研
究
科
長
指
名

開催日時：令和 5 年 2 月 3 日（金）18 時 00 分～
開催方法：Webex
演　　題：「マイクロ・ナノテクノロジーとバイオ・メディカル分野への応用」
講 師 名：本間 敬之（早稲田大学先進理工学部 応用化学科 教授）
講演内容：未定

14

研
究
科
長
指
名

開催日時：令和 5 年 3 月 9 日（木）18 時 00 分～
開催方法：Webex
演　　題：「RNA 情報学を基軸とした生命医薬学研究」
講 師 名：浜田 道昭（早稲田大学 理工学術院　電気・情報生命工学科　教授、産総研・早大 生体システムビッグデータ解
析オープンイノベーションラボラトリ 班長、日本医科大学 大学院医学研究科 客員教授）
講演内容：未定
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（資料 6）
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（資料 7）



― 49 ― 

要旨
　・GPA 上位者特別プログラム制度に関して、85 名の申請が承認された。

　・令和 6 年度海外選択 CC に 3 名の応募があり、全員が有資格者として内定した。

　・�令和 4 年 8 月 24 日付けで、本学が文部科学省「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム（リ

テラシーレベル）」に認定された。

　・研究配属に関して、14 名が医学研究継続認定を受け、4 名が研究配属奨励賞を受賞した。

　・CBT 本試験の結果 10 名が不合格であり、追・再試験の結果、4 名が不合格であった。

　・Pre-CC OSCE 本試験の結果、全員合格した。

　・Post-CC OSCE 本試験の結果、1 名が不合格だったが、再試験で合格した。

　・卒業認定に関して、118 名中 114 名が卒業、4 名が留年になった。

　・医師国家試験の結果、新卒の合格率は 98.2％（ 114 名中 112 名合格）であった。

　・世界大学ランキング日本版 2022において、本学は総合ランキングで 111 ～ 120 位であった。

　・微生物および免疫学の試験問題に関して、個別化教育部門長によるピアレビューが実施された。

1．構成委員（令和 4 年 4 月～令和 5 年 3 月）
　委 員 長	 佐伯秀久	 教務部長

　副委員長	 森田林平	 教務部副部長（SGL 実行委員長）

　		  桑名正隆	 教務部副部長（綜合試験実行委員長）

　委　　員	 大石由美子	 代謝・栄養学分野　大学院教授（研究配属実行委員長）

		  横堀將司	 救急医学分野　大学院教授（CC 委員長）

		  大橋隆治	 統御機構診断病理学分野　大学院教授（CBT 実行委員長）

		  武井寛幸	 乳腺外科学分野　大学院教授（OSCE 実行委員長）

		  吉川栄省	 心理学　教授（LMS 副運営委員長）

		  金涌佳雅	 法医学分野　大学院教授（CBT 副実行委員長）

		  酒井真志人	 分子遺伝医学分野　大学院教授（研究配属副実行委員長）

		  川田智之	 衛生学公衆衛生学分野　大学院教授

		  木村和美	 神経内科学分野　大学院教授（CC 副委員長）

		  石井庸介	 心臓血管外科学分野　大学院教授（OSCE 副実行委員長）

		  眞島任史	 整形外科学　大学院教授（SGL 副委員長）

		  二神生爾	 消化器内科学分野　教授（武蔵小杉病院 CC 実行委員長）

		  畝本恭子	 救急医学分野　准教授（多摩永山病院 CC 実行委員長）

		  岡島史宜	 内分泌糖尿病代謝内科学分野　准教授（千葉北総病院 CC 実行委員長）

教　務　部　委　員　会
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　職制委員	 弦間昭彦	 学長（オブザーバー）

		  森田明夫	 大学院医学研究科長

		  安武正弘	 医学部長

		  小川　令	 学生部長

		  中村成夫	 基礎科学主任

		  伊藤保彦	 医学教育センター長

		  藤倉輝道	 医学教育副センター長（カリキュラム委員長、LMS 運営委員長）

		  吉田　寛	 医学教育副センター長（綜合試験副実行委員長）

		  北村義浩	 医学教育副センター長

		  藤﨑弘士	 数理・データサイエンス・AI 教育センター長（カリキュラム副委員長）

		  中澤秀夫	 数理・データサイエンス・AI 教育センター副センター長

2．事務局
　日本医科大学事務局学事部　教務課

3．開催状況
　第 1 回	 令和 4 年　4 月 20 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 5 時 10 分

　第 2 回	 令和 4 年　5 月 18 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 4 時 40 分

　第 3 回	 令和 4 年　6 月 15 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 5 時 05 分

　第 4 回	 令和 4 年　7 月 20 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 5 時 15 分

　第 5 回	 令和 4 年　9 月 21 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 5 時 35 分

　第 6 回	 令和 4 年 10 月 26 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 4 時 55 分

　第 7 回	 令和 4 年 11 月 16 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 5 時 15 分

　第 8 回	 令和 4 年 12 月 21 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 5 時 00 分

　第 ９ 回	 令和 5 年　1 月 19 日（木）午後 3 時 00 分 ～ 午後 4 時 30 分

　第 10 回	 令和 5 年　2 月 22 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 5 時 20 分

　第 11 回	 令和 5 年　3 月 22 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 5 時 15 分

　臨時開催	 令和 4 年　4 月　1 日付メール持ち回り審議

　臨時開催	 令和 5 年　2 月 27 日付メール持ち回り審議

　臨時開催	 令和 5 年　3 月 30 日付メール持ち回り審議

4．活動状況等

（１）はじめに

　　�　令和 3 年 4 月より令和 5 年 3 月までの 2 年間の任期において、その 2 年目の年の活動となった。

各実行委員会の委員長は以下のとおりである。
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　　�　SGL 実行委員会：森田 ( 林 ) 委員、OSCE 実行委員会：武井委員、CC 委員会：横堀委員、CBT

実行委員会：大橋委員、綜合試験実行委員会：桑名委員、研究配属実行委員会：大石委員、LMS

運営委員会：藤倉委員、カリキュラム委員会：藤倉委員。

　　�　平成 26 年度から国際基準を見据えたカリキュラムがスタートし、その 9 年目となった。現カリ

キュラム下の学生の進級に伴い、新たな教育体制の具体的整備を進めてきたところであり、その

ための大きな改革が進行している。本年度の本委員会は、①能動的学修推進のための教育環境の

改善、②医学教育分野別認証評価（国際認証評価）の認定更新に向けたさらなる改善、③医師国

家試験成績の向上に向けての対策、④新カリキュラムの制定に向けた最終的な準備、などを中心

に議論が進められた。

　　�　医学部教育の強化を図るため、講師（教育担当）が平成 30 年から、准教授（教育担当）が令和

3 年から新設され、医学教育センターを兼務することになった。

 （２）学生関係

　　１�）学生による授業評価アンケートは以前からレスポンスアナライザーを用いて行われてきたが、

今年度も科目ごとの評価アンケートを全学年で実施した。

　　２�）第 6 学年留年者および成績下位者に対する教員チューター制度では、本年度は 31 名の学生を

対象とした。

　　３�）第 2 ～ 4 学年の成績（GPA）上位者を対象に特別プログラム制度の募集をかけた結果 85 名か

ら申請があり、審査の結果 85 名全員の申請が承認された。

　　４�）第 6 学年の成績下位者に対し、春季、冬季特別プログラムだけでなく、夏季特別プログラム（橘

桜会館：8 月 1 日（月）～ 5 日（金））を課した。

　　５�）10 月 7 日（金）に実施された Student Doctor 認定証授与式は、COVID-19 感染拡大防止の観

点から、縮小して開催された。

　　６�）今年度の研究配属について、東京理科大学及び早稲田大学も含めた学生全員の配属先が決定し、

6 月 27 日（月）から 3 週間実施された。

　　７�）毎年実施している入学前課題について、その評価方法として今年度もプログレス・テストを

実施した。

（３）カリキュラム関連

　　１�）令和 4 年度の学事日程を資料 1に示す。

　　２�）令和 5 年度から新カリキュラムをスタートさせるべく、2 年前に新カリキュラム準備委員会を

立ち上げた。教務部委員会で最終的な検討をした。

　　　・  �弦間学長から「AI 時代の人材育成に向けた政府の取組み」（文部科学省資料）についての説

明があり、新カリキュラム策定の際は、AI やデータサイエンス教育なども十分に盛り込んだ

カリキュラムを作成するよう要請があった。

　　　・  �能動的学修の推進を図り、現行カリキュラムより授業時間数を約 3 割削減した。

　　　・  �モデルコアカリキュラムに沿ったもので、認証評価で指摘された事項などにも十分に対応で

きるものに改訂した。
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　　　・  �基礎科学、基礎医学、臨床医学の教員が協働して構築する科目構成とした。

　　　・  �知識を積み重ねていく累積型プログラムと学年を超えて継続する縦断型プログラムで構成した。

　　３�）第 3 学年の基礎医学合同 PBL に関しては、 5 月 19 日（木）から開講され、初日はガイダンス

をハイブリッド形式で実施した。東京理科大学薬学部の磯濱教授、羽田教授らのキーノートレ

クチャーに関して、今年度は動画配信とした。5 月 26 日（木）以降 3 回の PBL が実施された。

　　４�）令和 6 年度の海外選択 CC 選考結果について、現第 4 学年を対象に募集した結果、3 名の応募

があり、選考の結果、3 名が有資格者として内定した。

　　５�）8 月 24 日付けで、本学が文部科学省「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム（リテラ

シーレベル）」に認定された。

　　６�）臨床医学協力施設の認定申請及び連携講師の任用について新規募集した結果、施設について

は新たに 14 施設、講師については新たに 12 名から申請があり、審議の結果、全て適格と認定

した。

　　７�）地域枠で入学した学生に対する教育（地域枠学生の卒前教育）について、厚生労働省から発

出されたキャリア形成プログラム運営指針に基づき、キャリア形成卒前支援プランを実施すべ

く総合診療部を中心に整備を進めていくことが決定した。

（４）各種委員会関係

　　１�）医学教育センター

　　　�　医学教育センター業務の中でも医学部教育に関する部分を教務部委員会マターとして集約し、

実際的な活動報告を教務部委員会で報告する形式を取っている。医学教育センターの自己点検

報告は別途作成されているので、教務部委員会に報告された活動項目のみを記載する。

　　　①　医学教育のための FD ワークショップ開催

　　　　�　第 40 回：6 月 11 日（土）、12 日（日）に開催された。大学施設を使用し、通いで行った。テー

マは「学修者評価の標準化」。

　　　　�　第 41 回：10 月 15 日（土）、16 日（日）にクロスウェーブ府中で、3 年振りの合宿形式で

開催された。前回同様、大学施設を使用し、通いで行った。テーマは「学修評価の標準化：

新カリキュラムを踏まえて」。

　　　②　第 1 学年、第 2 学年医学実地演習

　　　　�　残念ながら今年も施設内立ち入りでの見学実習は取り止めとした。付属病院看護部と花と

森の東京病院には施設と業務紹介の動画作成を依頼した。Web 会議システムを使用し、リア

ルタイムでのディスカッションを行い、学生からは積極的に質問等が寄せられた。ただし、

第 1 学年の医療コミュニケーション実習は、万全の感染対策のもと、23 名の SP を招聘して

対面で実施した。

　　　③　模擬患者（SP）養成講座

　　　④　シミュレーション教育

　　　⑤　ステューデント・ドクター認定証授与式

　　　⑥　各種関連学会・シンポジウムへの参加
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　　　⑦　医師国家試験対策について

　　　　・ 第 117 回不合格者について、医学教育センターが窓口となってケアする。

　　　　・ 国家試験対策特別講義を実施する。

　　　　・ コース試験、綜合試験の過去問を臓器別に分けて公開する。

　　　⑧�　IR 活動報告：2 年次～ 3 年次の基礎医学科目、3 年次～ 4 年次の臨床医学科目の成績が

CBT（IRT 値）の成績とどの程度関連性があるのか調べた。基礎医学科目で、最も相関係数

が高いのは、「生理学（生体統御学）（r=0.710）」、臨床医学科目で、最も相関係数が高いのは、

「救急と生体管理（r=0.715）」であった。

　　　⑨　ICT 関連：学生ポートフォリオ、学生用電子カルテ

　　　⑩�　第 117 回医師国家試験の結果、新卒の合格率は 98.2％（前年 95.6％）、既卒は 71.4％（前

年 71.4％）、全体で 96.7％（前年 94.2％）であった。

　　　⑪�　第 2 学年で実施された微生物および免疫学の試験問題に関して、個別化教育部門長による

ピアレビューが実施された。

　　２）SGL 実行委員会

　　　　能動的学修の重視、推進の観点から SGL, TBL などの PBL 教育はますます重要となっている。

　　　①　第 3 学年基礎医学合同 PGL（東京理科大学薬学部）は無事終了した。

　　　②　第 2 学年基礎医学 SGL は対面と Webex のハイブリッド形式で行った。

　　　③�　3 学期の第 2 学年基礎医学 SGL 及び第 3 学年臨床医学 SGL を対面と Web のハイブリッド

形式で実施した。

　　３）OSCE 実行委員会

　　　①�　第 6 学年に対する Post-CC OSCE 本試験が 7 月 2 日（土）、3 日（日）に（ 1 名が不合格）、

再試験が 16 日（土）に実施された（全員合格）。また、第 4 学年に対する Pre-CC OSCE 本

試験が 9 月 24 日（土）、25 日（日）に（全員合格）実施された。

　　　②　Pre-CC OSCE では 10 課題、Post-CC OSCE では 6 課題を行った。

　　４）クリニカルクラークシップ委員会

　　　①�　第 6 学年選択 CC に関しては、一定の条件下（ 3 回目のワクチン接種後 2 週間経過してい

るなど）で一部の参加型実習（ガウンテクニック下で術野に入っている学生の手術の手伝い

など）を許可した

　　　②�　第 5 学年の学外病院見学について、8 月 1 日以降、学内 CC 内容に準じるかたちでの再開を

許可した。

　　　③�　7 月 12 日に CC-EPOC ワーキンググループ会議を開催し、今年度第 4 学年 CC 実習からの

導入に向けて準備を進めていくことを確認した。

　　　④�　新型コロナ感染症の状況に鑑み、11 月の教務部委員会で、パターン型 CC 実習とすること

が決定された。パターン A：診療参加型実習（制限のないもの）、パターン B：制限付きの診

療参加型実習、パターン C：一部緩和型の見学実習、パターン D：見学実習、パターン E：医

局での実習、パターン F：Web での実習。当座、基本パターンは B とした。
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　　５）CBT 実行委員会

　　　①�　6 月 29 日（水）に学生向けの CBT 説明会が、7 月 12 日（火）に監督者対象の CBT 説明

会が、対面形式で実施された。

　　　②�　8 月 16 日（火）・17 日（水）の CBT 本試験、9 月 9 日（金）の追・再試験について、特段

の問題なく終了し、結果は本試験不合格者が 10 名（欠席者 1 名）、追・再試験不合格者が 4

名であった。

　　６）綜合試験実行委員会

　　　①�　第 6 学年第 2 回綜合試験は 9 月 1 日（木）、2 日（金）の 2 日間（学内作成問題）、第 3 回

綜合試験は 10 月 17 日（月）、18 日（火）の 2 日間（学内作成問題）に行った。

　　　②�　卒業認定に関しては 11 月 24 日（木）の審議会、28 日（月）の臨時医学部教授会で決定さ

れた。118 名中 3 名は留年、19 名が保留、1 月に保留者 19 名中 1 名が留年となり、最終的

には 118 名中 114 名が卒業、4 名が留年となった。

　　　③　3 月 13 日（月）に実施した第 5 学年綜合試験は特段の問題なく終了した。

　　７）カリキュラム委員会

　　　①�　「 2021 年度カリキュラム実施・改善報告書」を取り纏め、別組織であるカリキュラム評価

委員会に提出し、評価と検証を得た。

　　　②　8 月末に 2021 年度の改善報告書を JACME（日本医学教育評価機構）に提出した。

　　　③�　6 月 15 日（水）に委員会が開催され、「 2021 年度カリキュラム実施・改善報告書」につい

て意見交換した。

　　　④�　9 月 6 日（火）に委員会が開催され、カリキュラム評価委員会からの本学カリキュラムに関

する指摘事項の確認及び、カリキュラム改善課題を抽出した。また、本学のコンピテンス・

コンピテンシーの改定案を取り纏めた。

　　　⑤�　12 月 21 日（水）に委員会を開催し、本委員会においても新カリキュラムの内容について

承認した。

　　　⑥�　3 月 8 日（水）に委員会を開催し、「 2022 年度カリキュラム実施・改善報告書」について、

項目別に作成担当者を割り当て、分担して作成することとした。

　　８）研究配属実行委員会

　　　①　6 月 27 日（月）から開始された研究配属について、7 月 15 日（金）に無事終了した。

　　　②�　研究配属の学生アンケート及び指導教員アンケート（意見）内容について報告した。満足

している学生が 9 割を超えていた。

　　　③�　今年度の医学研究継続認定及び研究配属奨励賞の授与者について委員会で精査した結果、

計 18 名（医学研究継続認定：14 名、研究配属奨励賞：4 名）の学生が認定された。

　　　④�　来年度の研究配属課題について、計 78 課題が集まり、来年度の学生枠分を確保できた。

　９）学修支援システム（LMS）運営委員会

　　　①�　5 月 23 日（月）から新たに構築された学生ポートフォリオシステムが利用可能となるため、

実際にシステムを操作しながら内容を精査していくこととした。
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　　　②�　学生がレポートを LMS 上で提出した際に、担当教員に通知される機能が追加された。

　　　③�　e- ポートフォリオの活用について、科目とコンピテンスを紐づけたレーダーチャートの構

築を進めていくこととした。

　　　④�　学生用カルテと医療用カルテがリモート接続可能になるよう、「瞬快」というソフトを用い

て整備していくことが決定した。

　　　⑤�　3 月 14 日（火）に委員会を開催し、LMS の利用状況などについて報告した。

（５）医師国家試験対策戦略会議

　　�　平成 29、30 年度に、2 回連続で低迷した医師国家試験の成績を受けて、学長の諮問により試験

結果の分析および対策の提案等を行う組織として、医学部長、教務部長、第 6 学年担任、医学教

育センター長・副センター長、学長指名委員 2 名による諮問会議として発足した。今年度も第

117 回医師国家試験を目指して、単なる技術的な対策にとどまらず、抜本的な対策を含めた審議

を行った。結果は合格率 96.7％（ 121 名中 117 名合格、新卒は 114 名中 112 名合格で 98.2％）、

全国 82 大学中 9 位であった（新卒では 13 位）。来年度もこの会議を継続して行い、医師国家試

験成績の向上を目指す。

（６）経費関係

　　１）学生教育環境整備費

　　　�　令和 4 年度の学生環境整備の配分について、例年と同様に行った。共用分に関しては、縫合

ユニット（縫合練習用皮膚）、教育棟 2 階講堂のスクリーン及びプロジェクターの制御プログラ

ム修正、教育棟 3 階第 1 会議室音響システムの刷新、e- ポートフォリオシステム改修費用等に

使用した。なお、使途に関しては教務部委員会内で戦略的に議論していくことを確認した。

　　２）教育・学習環境改善支援経費

　　　�　今年度も昨年度同様教務部委員会で公募したところ、8 件の公募があり、審議の結果、全件に

配分することになった。

（７）自己評価

　　　昨年度自己点検報告書における課題について自己評価を行う。

　　１）教育カリキュラムの一層の充実

　　　�　令和 5 年度から導入予定の新カリキュラムの編成に向けて、最終的な準備を進めた。また、

AI 時代の人材育成に向けた取組も強化し、文部科学省「数理・データサイエンス・AI 教育プロ

グラム（リテラシーレベル）」に認定された。

　　２）客観的評価に耐えうる教育・研究の充実

　　　�　世界大学ランキング日本版 2022（教育リソース、教育充実度、教育成果、国際性）においては、

日本医科大学は総合ランキングで111～120位にランクされていた。分野別にみると、教育リソー

スで 11 位（私立大学で 3 位）であった。

　　３）臨床実習の充実

　　　�　3 年前から開始した 4 年生を対象とする新臨床 SGL は、高機能シミュレータと ICT を活用し

た遠隔 PBL である。横堀大学院教授を中心に開発を進めている VR（Virtual Reality）技術も有
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効に活用された。系統的・網羅的臨床実習に取組んでいる。

　　４）コース試験対策、CBT 対策、医師国家試験対策

　　　�　医師国家試験の合格率は 96.7％（ 121 名中 1117 名合格、新卒は 114 名中 112 名合格で

98.2％）、全国 82 大学中 9 位であった（新卒では 13 位）。

5．今後の課題

（１）教育カリキュラムの一層の充実

　　�　カリキュラムをさらに充実させていくため、カリキュラム実施・改善報告書をカリキュラム評

価委員会に定期的に提出する必要がある。また、JACME（日本医学教育評価機構）に定期的に年

次報告書を提出することが必要である。さらに、多職種連携教育やシミュレータを用いた新規教

育カリキュラムを開発していく必要がある。

　　�　2023 年度から導入予定の新カリキュラムに関しては、令和 4 年度に改訂されたモデルコアカリ

キュラムとの細かな整合性を含めて、さらに精査（微調整）していく必要がある。また、AI 時代

の人材育成に向けた政府の取組みに配慮し立ち上げた数理・データサイエンス・AI 教育プログラ

ムをさらに充実させる必要がある。

（２）客観的評価に耐えうる教育・研究の充実

　　�　外部からの客観的評価に耐えうる教育・研究のさらなる充実をめざす必要がある。THE 世界大

学ランキングでは、世界版（教育、研究、被引用論文、国際性、産業界からの収入）と日本版（教

育リソース、教育充実度、教育成果、国際性）があり、外部からの客観的評価を知る良い機会に

なる。それらの結果も参考にして、改善への努力が必要である。

　　�　卒業時に実施している学生のアンケート調査なども引き続き本学のホームページに掲載して、

広く公開していく必要がある。

　　�　また、オープンエデュケーションの一環として、引き続き本学が提供可能な教育リソースをホー

ムページなどに掲載していく必要がある。

（３）臨床実習の充実

　　�　mini-CEX, 360°評価、ポートフォリオ評価など Workplace based assessment を積極的に取り入

れていく必要がある。CC-EPOC を積極的に使用していく必要がある。

　　�　CC 実習が約 70 週に長期化したことから、引き続き CC 実習に係る学生アンケートなども実施

して、学修成果をフィードバックし、さらなる改善に取り組む必要がある。

　　�　第 6 学年では海外選択 CC があるが、この制度をさらに充実させるためには、実践的英語能力

を学生に身に付けさせる必要がある。

　　　シミュレーション教育をさらに充実させる必要がある。

　　�　学生用電子カルテを増やし、系統的・網羅的臨床実習への取組をさらに充実させる必要がある。
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（４）コース試験対策、CBT 対策、医師国家試験対策

　�　GPA 制度を活用して、授業科目間の成績評価基準の平準化に努めることが必要である。学修成果

の可視化の一環として、引き続き成績開示の際に領域毎の得点状況をグラフで可視化して学生に配

布する必要がある（レーダーチャートの利用を含む）。

　�　令和 5 年度からCBTは公的化されるが、コース試験への CBTクエスチョンバンクの利用など対策を始

めた結果、成果が出つつある。講義内容に関しても、CBTを意識したものも含めていく必要がある。

　�　成績不振者に対しては、個別化教育部門が中心になって、低学年から学修支援を充実させていく

必要がある。

　�　医師国家試験に対しては、来年度も引き続き医師国家試験対策戦略会議を定期的に開催し、その

答申を受けて、実行していく必要がある。
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（資料1）
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1．構成委員（ 13 名）
　委員長	 近藤　幸尋	 研究部長／大学院教授

　副委員長	 柿沼　由彦	 大学院教授

	 	 福原　茂朋	 先端医学研究所所長／大学院教授

　委員　	 森田　明夫	 大学院医学研究科長／大学院教授	

　　　　	 安武　正弘	 医学部長／大学院教授	

　　　　　　	 中村　成夫	 基礎科学代表／教授

　　　　　	 清家　正博	 大学院教授

　	 	 臼田　実男	 大学院教授

	 	 金田　　誠	 大学院教授

　　　　　　	 小川　　令　	 大学院教授

　　　　　　	 岩井　佳子　	 大学院教授

	 	 仁藤智香子　	 教授

オブザーバー	 弦間　昭彦　	 日本医科大学長

2．事務局
　日本医科大学事務局　研究推進部　研究推進課

3．開催状況
　第 1 回	 令和 4 年　4 月 19 日 （火） 午後 4 時 00 分から

　第 2 回	 令和 4 年　5 月 17 日 （火） 午後 4 時 00 分から

　第 3 回	 令和 4 年　6 月 21 日 （火） 午後 4 時 00 分から

　第 4 回	 令和 4 年　7 月 19 日 （火） 午後 4 時 00 分から

　臨     時	 令和 4 年　9 月 12 日 （月） e-mail による審議

　第 5 回	 令和 4 年　9 月 20 日 （火） 午後 4 時 00 分から

　第 6 回	 令和 4 年 10 月 18 日 （火） 午後 4 時 00 分から

　第 7 回	 令和 4 年 11 月 15 日 （火） 午後 4 時 00 分から

　第 8 回	 令和 4 年 12 月 20 日 （火） 午後 4 時 00 分から

　第 9 回	 令和 5 年　1 月 23 日 （月） 午後 4 時 00 分から

　第 10 回	 令和 5 年　2 月 21 日 （火） 午後 4 時 00 分から

　第 11 回	 令和 5 年　3 月 20 日 （火） 午後 4 時 00 分から

 

研　究　部　委　員　会
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4．活動状況等

（１）競争的資金等の獲得及び次年度申請状況

　　１）科学研究費助成事業（文部科学省・独立行政法人日本学術振興会）

　　　�　令和 3（ 2021）年度と比較して、新規採択件数が 63 件から 71 件と 8 件増加した結果、配

分額は約 3 億 5 千万円弱（前年度比＋約 3 千万円）となり、速報値として過去最高の交付内定

額を更新した。配分額の増額は、本委員会にて学内支援を行っている「アカデミックアドバイ

ス（採択率 37.0％）」、「若手研究者奨励助成金（採択率 44.4％）」及び「企業科研費申請支援（採

択率 41.7％）による成果も要因の一つである。

　　　　■交付内定額（直接＋間接） 		 	 　 ■昨年 11 月申請に対する内定件数	 
	 	 	 　　　　　　　 単位：千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：件

合計金額（直接＋間接） 内定件数 （新規） （継続）
R4 年度 349,728 213 71 142
R3 年度 321,185 205 63 142

対前年度比 28,543 8 8 0

　　　�　一方、令和 5（ 2023）年度申請については、当該事業の公募及び内定時期が 1 ～ 2カ月前倒

しされたことに伴い、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から学内公募要領等説明会も

Web 配信（ 7 月及び 8 月：計 2 回配信）を前倒しすると共に、「アカデミックアドバイス（ 37

名支援）」及び「企業科研費申請支援（ 21 名支援）」など採択件数の増加に向けた申請環境の改

善に努めた。

　　　�　しかしながら、新規申請課題 309 件（前年度比：▲ 29 件）と申請件数を減少することとなっ

た。その要因としては、若手研究の申請要件から経過措置（ 39 歳以下の博士の学位を未取得の

研究者）が令和 2（ 2020）年度公募をもって削除されたことが挙げられる。

　　　�　また、明らかに書類作成不備な状態での申請抑止への対策して、研究計画調書に余白が半分

以上ある場合には部署長等へ差し戻すことを想定して、申請受付期限を早目に設定を行ったと

ころ、差し戻し対象件数 22 件のうち修正できずに辞退となった件数が 5 件あった。

　　　�　その交付内定状況は、公募及び内定時期の前倒し等に伴い、令和 5（ 2023）年 3 月には交付

内定状況を確認することができるようになった。過去最高値であった令和 4（ 2022）年度と比

較して、内定件数および配分額と共に減少してしまった。

　　　　■交付内定額（直接＋間接） 		 	 　 ■昨年 11 月申請に対する内定件数	 
	 	 	 　　　　　　　 単位：千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：件

合計金額（直接＋間接） 内定件数 （新規） （継続）
R5 年度 333,840 206 61 145
R4 年度 349,728 213 71 142

対前年度比 ▲ 15,888 ▲ 7 ▲ 10 3
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　　２）厚生労働科学研究費補助金及び日本医療研究開発機構（AMED）委託研究開発費

　　　�　AMED における令和 4（ 2022）年度交付件数及び交付金額は、大型プロジェクトが一部終

了した影響もあり、研究課題数は変わらないが、交付金額としては若干の減少となった。

　　　　また、厚労科研費は文部科研費と同様に研究課題件数及び交付金額が増えている。

　　　　■交付件数（件）

研究種目 2022 年度 2021 年度 対前年度比
ＡＭＥＤ（直接契約） 14 14 0
ＡＭＥＤ（再委託契約） 29 29 0
厚生労働科学研究費補助金等 21 19 2

合　計 64 62 2

　　　　■交付金額（千円）

研究種目 2022 年度 2021 年度 対前年度比
ＡＭＥＤ（直接契約） 293,066 313,524 ▲ 20,458
ＡＭＥＤ（再委託契約） 82,094 77,777 4,317
厚生労働科学研究費補助金等 36,602 26,300 ▲ 10,302
合　計 411,762 417,601 ▲ 5,839

　　３）学術研究振興資金（日本私立学校振興・共済事業団）

　　　�　令和 5（ 2023）年度申請について、本学では過去に 2 年目の不採択課題が続いたことを受け、

新規課題が採択された場合においても次年度も改めて広く学内公募を行い、2 年目課題と一緒に

審議することとなった。

　　　�　ついては、学内募集に応募のあった 2 件に対して委員の事前評価を行い、審議した結果、次

のとおり申請課題を選定した。

　　　　■学術研究振興資金

研究課題名（副題） 研究代表者 対象経費（千円）

新規バイオバンクによる老化実態
解明のための疾患横断的基盤研究

（ゲノム疫学研究を用いた老化に
よる疾患発症機序の解明）

血液内科学　
　大学院教授　　山口　博樹

9,758

　　　�　また、学術研究振興資金（若手研究者奨励金及び女性研究者奨励金）については、各選考基

準に基づき、科学研究助成事業（第１段審査）Ａ判定者の中から申請要件対象者に募集を実施

したところ、女性研究者奨励金に対する候補者が 0 名となったので、学内ホームページや申請

資格者へ直接案内等を行ったが、当該申請者は現れなかった。

　　　　審議した結果、次のとおり選定した。
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　　　　■学術研究振興資金（若手研究者奨励金）

研究課題名 研究代表者 対象経費（千円）

抗炎症作用をターゲットとした新
しい早産治療への模索

女性生殖発達病態学　
　助教　海渡　由貴

400

　　　　■学術研究振興資金（女性研究者奨励金）

研究課題名 研究代表者 対象経費　（千円）

該当ナシ 400

　　　�　なお、日本私立学校振興・共済事業団における審査結果から、山口大学院教授の研究課題が

採択（交付内定額：3,400 千円）された。一方、若手研究者奨励金は不採択であった。

　　４）公的研究費（直接経費）取扱要領の改訂

　　　�　令和 3 年度公的研究費の内部監査結果報告における是正・改善要望事項を踏まえて、2022 年

度公的研究費（直接経費）取扱要領を見直した。

　　　�　令和 3 年度公的研究費の内部監査結果報告では、令和 2 年度の公的研究費研究課題が監査対

象となり、監査結果として指摘事項の課題数及び件数は減少しているものの、例年同じ指摘事

項が散見されることから、「公的研究費（直接経費）取扱要領等に規定されたルールを逸脱した

ものは、止むを得ない理由が無い限り、公的研究費による支出を認めない措置をとるなどして、

再発防止の徹底を図る必要がある」との改善指示を受けている。

　　　�　ついては、内部監査結果報告における是正・改善要望事項を踏まえ、2022 年度公的研究費（直

接経費）取扱要領を見直し、研究代表者及び研究分担者を対象とした公的研究費の執行に関す

る説明会は、新型コロナウイルス感染拡大防止および昨年度における視聴状況等の観点から

Web にて開催した。（ 2022 年 5 月 31 日配信）

　　　　〔説明内容〕	 １. 公的研究費の適正使用のために個人が意識すること

	 	 	 ２. 令和 4 年度公的研究費（直接経費）の執行について

　　５）公的研究費の不正防止に係る e-learning 受講及び誓約書の提出について

　　　�　本委員会では、平成 27（ 2015）年度から科研費当公的研究費申請の必須要件とした現行の

研究者受講コースは、3 年度ごとに見直しを図ることとしていた。

　　　�　審議の結果、現行の研究者受講コース「 8 単元」は公的研究費申請には必須単元であること

が確認され、事務職等受講コース「 6 単元」と共に 2コースを再設定して、本学研究者には改

めて令和 6（ 2024）年度科研費等公的研究費申請に向けた e-learning 受講及び誓約書の提出を

4 月以降に運用開始することとした。

　　６）私立医科大学協会加盟 29 大学の科研費獲得状況について

　　　�　文部科学省にて公表されたデータを基に、私立医科大学協会加盟 29 大学の科研費における採

択件数および配分額の推移や本学との対比等を分析し、本学では直近 3 年における採択件数や

配分額の増加や若手・女性研究者支援の成果が出ているものの、他大学と比較すると微増にと
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どまっている状況を確認した。

（２）学内研究支援活動

　　１）教育研究用ソフトウェア

　　　�　本学の学術研究又は教育に必要な設備に使用し、且つ一部門に限定されることなく汎用性に

富み、共用性のある機器等に係るソフトウェアを考慮して、共同研究施設に公募範囲を限定し

て実施したところ、5 件の応募があった。

　　　�　事前配布資料に基づき審議した結果、2 件はハードウェアとソフトウェアが一体となった研究

備品であることから、本学内助成事業の目的や要件等を満たしていないことが確認され、以下

の 3 件に対しては助成支援を行うことが了承された。

№ ソフトウェア名 管理責任者

1
NMR データ処理ソフト JASON（NMR 定量ソ
フト SMILEQ を含む）

共同研究施設 磁気共鳴分析室
　室長　小川　令

2
分子間ネットワーク／パスウェイ解析データ
ベースＩＰＡ

共同研究施設 分子解析研究室
　室長　近藤 幸尋

3 ハイブリッドセルカウント
共同研究施設 形態解析研究室
　室長　近藤 幸尋

　　　�　なお、令和 2 年度および 3 年度は法人本部との予算折衝の結果、予算承認されず、大学予算

にて購入した経緯があったことから、令和 5（ 2023）年度予算が承認されなかった場合を想定し、

申請部署と協議を継続することが確認された。

　　２）私立大学等経常費補助金特別補助（教員の海外派遣）

　　　�　当該事業の重要性を鑑みて、出来る限り多くの研究者を派遣することが確認され、次の 7 件

を選定した。

№ 研修先機関名 研修者

1
【アメリカ合衆国】　　
シーダーズ・サイナイメディカルセンター　　
Cedars-Sinai Medical Center

解剖学・神経生物学
　講師　服部　裕次郎

2
【アメリカ合衆国】　　
ヴァンダービルト大学医療センター　　
Vanderbilt university medical center

循環器内科学
　助教　植竹　俊介

3
【アメリカ合衆国】　　
マサチューセッツ総合病院　　
Cardiac OCT Research Laboratory

循環器内科学　
　助教　鈴木　啓士

4
【アメリカ合衆国】　　
ニュージャージー医科大学　　
Rutgers New Jersey Medical School

循環器内科学　
　助教　松下　誠人
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5
【イギリス】　　
クイーン・メアリー （ロンドン大学）　　
Queen Mary University of London

消化器内科学　　
　助教　星野　慎太朗

6
【アメリカ合衆国】　　
米国国立衛生研究所　　
National Institutes of Health

呼吸器内科学　　
　助教　中道　真仁

7
【オーストラリア】　　
シドニー大学　The University of Sydney

総合医療・健康科学　
　助教　若栗　大朗

　　　�　また、令和 3（ 2021）年度に支援することができた当該研究者（ 2 名）から交付条件に基づき、

実績報告書が提出されて、本委員会にて確認した。

　　３）若手研究者及び女性研究者支援

　　　�　科学研究費助成事業における第 1 段審査結果の開示希望者アンケート調査結果に基づき、優

れた研究能力を有する若手・女性研究者の支援を目的に、科学研究助成事業（第 1 段審査）Ａ

判定者 6 名を対象として若手研究奨励助成金（ 30 万円／人）を支援した。

　　　�　また、令和 3（ 2021）年度に支援することができた当該研究者（ 9 名）から交付条件に基づき、

実績報告書が提出されて、本委員会にて確認した。

（３）共同研究施設に係る研究環境の支援

　　１）共同研究施設管理運営委員会〔令和 4 年 6 月 30 日（木）開催〕

　　　�　日本医科大学研究部共同研究施設運営細則第 4 条第 2 項に基づき、教育研究費の予算配分及

び共同利用研究設備維持費等の予算管理の他、運営に関する必要な事項を審議した。

　　２）共同研究施設における研究業績（紀要）について

　　　�　令和 3 年度の各研究室「研究概要」「研究業績」を取り纏め、「共同研究施設紀要（第 2 巻）」

として大学ホームページへ掲載を行い、共同研究施設としての更なる活性化を図った。

　　３）社会連携講座および共同研究施設が所有する研究機器の有効活用について

　　　�　前年度末に設置期間満了となった社会連携講座「タンパク質間相互作用学講座」（浜窪社会連

携講座教授）にて使用していた研究機器及び分子解析研究室の老朽化した共同利用機器（ルミ

ノイメージアナライザー LAS4000）の使用希望調査を行い、移設等諸費用は受益者負担とする

条件の下、希望した大学院分野及び研究室へ移管することができた。

　　４）共同研究施設の再構築について

　　　①　丸山記念研究棟における臨床系研究室の再構築

　　　　　�リハビリテーション学には研究スペースが無い状況であったことから、関係部署間と調整

した結果、丸山記念研究棟（ 1 階 105 号室）を提供し、臨床系研究室管理下にて運営する

ことができた。

　　　②　旧アイソトープ研究室を活用した共同研究施設の再構築

　　　　　�AMED（国立研究開発法人日本医療研究開発機構）等の大型外部研究資金を獲得するには、

研究サンプルスペースを確保していることが主な要因となっていることから、大学院棟（地
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下 1 階）旧アイソトープ研究室を改修し、その一部を研究サンプルスペースとして整備す

ることが決定した。

　　　　　�また、分子解析研究室（大学院棟 3 階）を移設すると共に、一部コンクリート壁のために

解体な困難な場所もあり、中央監視システム撤去や給排水（配管工事）問題等と共に継続審

議することが確認された。

　　　③　未使用ラボの活用

　　　　　�大学院棟における未使用ラボやオフィススペースについて、関東近郊インキュベーション施

設を参考に光熱水費込みの価格「 1㎡単価：5,000 円／月」の賃料を設定して、コンペティティ

ブで有料化スペースを提供するためのルールを構築した。

　　５）修理費等申請について

　　　�　分子解析研究室（ 3A06）における共同利用機器「倒立型顕微鏡 IX71」における光路切り替

えレバー及び蛍光電源が経年劣化により破損しているため、三眼鏡筒や蛍光ライプハウスの交

換が必要であることを確認し、修理作業及び更新費用の負担は本委員会予算から支出すること

とした。

　　　�　また、形態解析研究室（B1C01）における共同利用機器「共焦点顕微鏡・倒立型 Zeiss 

LSM980」が故障等に伴い、臨床系研究室「共焦点顕微鏡 LSM800」を使用する際には、形態

解析研究室担当者（専任教員）へ連絡し、習熟度を確認した後に使用許可等の手続きを行う・初

心者の利用は控える等、協力体制を構築した。

　　　�　更に、分子解析研究室「多機能遠心機システム」およびローター追加購入や実験動物管理室

「IVIS Spectrum Imaging System」CCD カメラの交換について審議依頼があったが、本委員会

が確保している共同利用機器の修理修繕用予算額を超過しているため、直ちに支援することがで

きない状況であった。しかしながら、本委員会では必要性・緊急性が了承され、「環境整備に係

るアンケート調査回答を含めても優先順位は上位にあたる」との学長意見も踏まえて、大学とし

て可及的速やかに対応すべき案件であることを確認した。

　　６）研究環境整備に係るアンケート調査

　　　�　共同研究施設における現存共同利用機器の把握及び当該機器故障に伴う緊急対応を行うと共

に、将来に向けて共用性かつ必要性の高い研究環境整備計画の策定を目的としたアンケート調査

を実施した。

　　　�　今後、本アンケート調査結果を精査し、学内や研究部委員会にて文施設や文研設の選考や本学

予算を考慮した共同利用機器の新規購入、買換え又はバージョンアップについて、緊急性や必要

性を考慮した優先順位等を判断する材料に用いることとなった。

　　７�）私立学校施設整備費補助金（私立学校教育装置等施設整備費および私立学校等研究設備整備費

等補助金（私立大学等研究設備等整備費）

　　　�　文部科学省からの私立大学等における補助対象事業の実施調査に対して、研究環境整備に係る

アンケート調査結果を参考に実施計画として回答を行っている。

　　　�　ついては、令和 4 年度 私立学校施設整備費補助金（私立学校教育装置等施設整備費）および
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私立学校等研究設備整備費等補助金（私立大学等研究設備等整備費）に係る事業募集に対して、

本学から次の 2 件を正式に申請を行った。

　　　　研究装置（文施設） ：	臨床トランスレーショナルリサーチ解析システム

　　　　研究設備（文研設） ：	マルチモードマイクロプレートリーダー

　　　�　その結果、文部科学省から、研究設備（文研設）として申請したマルチモードマイクロプレー

トリーダーに対して、補助金交付が決定された。

　　　　（文施設：臨床トランスレーショナルリサーチ解析システムは、不選定）

　　８）研究成果論文に係る Acknowledgment の英語表記について

　　　�　共同研究施設利用者の論文に「謝辞」を入れていただく際の英文表記と共に、千葉北総病院

研究室の英語表記が新たに了承された。

　　　【英字表記 記載例】

　　　　・This work（又は research）was supported by（共同研究施設 又は研究室）

　　　【共同研究施設／研究室】

　　　　・共同研究施設： 	 Collaborative Research Center

　　　　・形態解析研究室： 	 Laboratory for Morphological and Biomolecular Imaging

　　　　・アイソトープ研究室： 	Isotope Research Laboratory

　　　　・実験動物管理室： 	 Animal Laboratory

　　　　・磁気共鳴分析室： 	 Research Laboratory for Magnetic Resonance

　　　　・臨床系研究室： 	 Laboratory for Clinical Research

　　　　・分子解析研究室： 	 Laboratory for Molecular Analysis

　　　　・細胞解析室： 	 Laboratory for Cell Analysis

　　　　・千葉北総病院研究室： 	Chiba Hokusoh Hospital Clinical Research Laboratory

（４）ブロック代表者連絡会〔令和 4 年 8 月 10 日（水）e-mail による審議〕

　　�　次年度の研究部委員会管理経費及び教育研究費の配分方法について、持ち回り審議を行った結

果、現行の配分方法に全会一致で賛同と見做し、研究部委員会及び医学部教授会にて引き続き審

議することを了承した。

（５）教育研究経費及び共同利用研究設備維持費に係る予算の配分

　　�　次年度教育研究経費は、ブロック代表者連絡会の審議結果を踏まえ、今年度と同様に各ブロッ

クへの基礎配分比及び教務部委員会・研究部委員会における委員会管理経費をアクティビティに

応じた加算配分することを決定した。

　　�　また、次年度共同利用研究設備維持費は、共用性が高く、複数の分野・教室の研究者が共同利

用している研究施設に対する運営支援を目的としていることから、共同研究施設（ 7 研究室）、並

びに、今年度学内支援を行った武蔵小杉地区、多摩永山地区及び大学院棟（ 2 階）感染制御実験

室に対して調査を実施した。その結果、これまでの管理体制の整備や管理責任者の協力を得たこ

とにより支援金額を対前年度より更に安価に見直すことができた。
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（６）共同研究の受入れ審査

　　�　日本医科大学共同研究に関する規程第 5 条第 1 項に基づき、共同研究の受入れがあった 61 件を

審査した。

　　�　また、学校法人日本医科大学研究統括センター運営委員会〔令和 4 年 9 月 8 日（木）開催〕に

おいて、共同研究の契約締結を必要とする条件を明確化すべく、現行規程の一部改正を行い、各所

属相談窓口や学内審査会ホームページ等に事務手続きを分かり易く整備・周知することとなった。

（７）日本医科大学不正防止計画について

　　�　学校法人日本医科大学不正防止計画推進委員会〔令和 4 年 6 月 17 日（金）開催〕において、本

学の令和 3 年度実施状況は日本医科大学不正防止計画に基づき適切に実施されているとの評価を

受けた。

（８）研究部委員会に関わる関連委員会等との連携・運用

　　１）早稲田大学との合同シンポジウム

　　　　開催日時：2022 年 9 月 10 日（土）14：00 ～

　　　　開催場所：�早稲田大学リサーチイノベーションセンター（ 121 号館）及び Web 併用ハイブリッ

ト方式

　　２）東京理科大学との合同シンポジウム

　　　　開催日時：2022 年 12 月 10 日（土）14：00 ～

　　　　開催方式：日本医科大学教育棟（ 2 階）講堂及び Web 併用ハイブリット方式

　　３）URA 研究戦略マネジメント勉強会について

　　　　早稲田大学と URA 研究戦略マネジメント勉強会をオンラインにて開催した。

　　　　開催日時：2022 年 9 月 28 日（水）16：00 ～

　　　　開催方式：Web 開催（ 53 機関 140 名参加）

　　４）産学連携に係るリスクマネジメントに関する研修会

　　　�　本学には、職務発明等に関連してどのようなリスクがあり、これをマネジメントしていくには、

産学連携実務担当者がどのように対応していく必要があるのか等、産学連携実務者に必要なリ

スクマネジメントについて研修会を開催した。

　　　　開催日時：2022 年 8 月 26 日（金）16：00 ～

　　　　開催方式：Web 開催（ 23 名参加）

　　５）知的戦略デザイナー派遣事業について

　　　�　特許庁の令和 4 年度知財戦略デザイナー派遣事業に応募した結果、令和 3 年度に引き続き、

本学が採択された旨報告があった。特許庁から派遣される弁理士に知財戦略デザイナーとして、

令和 4 年度（ 12 日間）日本医科大学の発明発掘に協力いただくこととなる。また、本学では坂

井講師（薬理学）および松村助教（共同研究施設）を URA に任命しており、URA の育成も一

つの目的としている。

　　　�　知財戦略デザイナー派遣事業の本学における事業活動として、支援を受けたい教職員を知的

財産推進センターから学内公募後、知財戦略デザイナーと URA が一緒に研究者訪問を行ったり、
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知財戦略デザイナーには大学院特別講義も実施していただいた。

　　６）日本医科大学賞（研究部門）選考委員の選出について

　　　�　職制委員（研究部委員会委員：若干名）の選出については、応募内容を勘案した選考が求め

られるので、輪番制による委員の選出が困難なため、従前どおり研究部委員会委員長に一任され、

本委員会から 2 名（柿沼副委員長および臼田委員）が選出された。

　　７）私立大学等改革総合支援事業について

　　　�　本委員会では、タイプ 2 及び４に係る事業計画となる「日本医科大学研究力向上に関する目標・

計画」策定するなど、特にタイプ２および４の獲得に注力を注いだ。

　　　�　当該補助金交付が決定した後、文部科学省から選定結果および公表されたデータを基に、私

立医科大学協会加盟 29 大学の選定結果や本学との対比を確認した。

　　　　・  タイプ１　選定基準 69 点以上　→　本学 77 点（選定）

　　　　・  タイプ２　選定基準 30 点以上　→　本学 38 点（選定）

　　　　・  タイプ４　選定基準 39 点以上　→　本学 41 点（選定）

（９）自己評価 

　　�　日本医科大学は「愛と研究心を有する質の高い医師と医学者の育成」をミッションとしており、

質の高い研究者育成のために研究部委員会は機能する事としている。その中で個々の研究は、発案・

遂行・結果のまとめによって完結する。機関の研究のアクティビティの評価は、論文作成にはじ

まる業績や科学研究費等の競争的研究資金獲得によってなされる。近年の研究部を中心とした若

手研究者への科学研究費申請の啓蒙活動やアカデミックアドバイスや外部機関への添削依頼など

の申請書類の修正により申請件数および採択件数の増加は評価できる。一方で AMED をはじめと

した大型研究費に関しても増額の確認ができるものの、基盤研究 B 以上の大型科研費においては、

まだまだ多いとは言えず、今後も多くの研究室が一体となるビッグプロジェクトを支援していく

べきである。以前から千駄木地区の研究環境に関して、7つの共同研究室を改組整備することによ

り一元化し利用しやすい研究環境を形成した。加えて先端医学研究所の大学院棟への移設により

基礎医学の集中した環境と充実を図るばかりでなく、共同研究室を介して基礎医学および臨床医

学がともに利用できる環境を形成することにより、「愛と研究心を有する質の高い医師と医学者の

育成」の強化を目指すものである。また、これらの研究機器は日進月歩を継げており、特にアイ

ソトープ実験は衰退したため、アイソトープ室の廃止に大きく舵を切った。本年度はアイソトー

プ室の除染が完了し、アイソトープ協会の認可を受けた。その余剰スペースに関しては、形態解

析室が隣接している事から、有機的結合が期待される研究に必要な機器などを再配置する予定で

ある。研究室はそのニーズに応じて常に broken & built 方式で進化するべきであると研究部では

考えているため、常に必要な機器などを充実させ、研究室間のタテヨコの繋がりをより潤滑に機

能する改善を行っていくべきである。これら研究部の改革が、私立大学等改革総合支援事業にお

いてもタイプ 2 及び 4に係る事業計画となる「日本医科大学研究力向上に関する目標・計画」策

定し、タイプ 2 及び 4 獲得に大きく貢献した。
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5．今後の課題

（１）研究倫理および公的研究費などのルールに関して

　　�　研究者たるのも研究倫理を遵守した上で研究すべきである。近年、研究倫理に関する規制強化

される中、本学でも大学院委員会と連携し大学倫理規定の改定や e-APRIN を応用した取り組みが

なされている。幸にして学内においては、競争的研究費の倫理を逸脱したものは認められていな

いものの、期日内の申請が行われていなかったりなどまだ完璧とは言えない。今後も関係省庁や

日本学術振興会などの動きを注視した上での対応が求められる。また対外的に生物多様性条約締

約国会議（名古屋議定書）への対応もなされており、海外由来の研究材料に関して研究者に浸透

させていく必要がある。

（２）各種競争的資金に関して

　　�　科学研究費の申請件数が近年頭打ちの状態にある。空白の多い申請書を門前払いにして改善を

求めているため申請数は増加していないものの、確かに以前の採択率に比して向上しており質の

高い申請が増えていると考えられる。一方で、若手の台頭が求められている。科学研究全体では、

過去最高の獲得額となっているが、より大型研究費の獲得件数が増加していない。また AMED に

関しては、研究費の停滞が認められる。今後は研究部が学内の各研究室のテーマを把握し、研究

をより有機的な連携を促し、大型プロジェクト創生に導くことが今後の課題である。

（３）研究環境の整備に関して

　　�　本年度アイソトープ室の除染が行われ、共同研究室のスペースが有効活用される見込みである。

研究機器も時代のニーズによりアイソトープ機器の使用が減少している様に変化している。アイ

ソトープ室のスペースに関しては、より最先端の研究を効率的に行うべく共同研究室の再編によ

り分子解析室の移動を目指している。現在、先端医学研究所の大学院棟への移設が完了により、

基礎医学の先端研究室が千駄木地区に集約されている。これにより基礎医学の充実に限らず、共

同研究室を介して基礎医学および臨床医学がともに利用できる環境を形成することが可能になっ

た。これを基盤にして「愛と研究心を有する質の高い医師と医学者の育成」の強化を目指すもの

である。これらの組織は常に日進月歩しており、より潤滑に機能するべく改善を行っていくべき

である。

（４）本学の研究費配分に関して

　　�　近年、教育研究費が教育費と研究費に 2 分され、研究のアクティビティに応じた配分を図り、

アクティビティの高い人及び教室には手厚くするなどの変化をつけている。このアクティビティ

の数値化に関しては、科研費申請状況、研究業績や他の競争的資金への申請状況などを数値化し

変化をつけている。これらの研究費がより実を結ぶことを期待している。 
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１．構成委員
　学生部長　　　	 教　授　小川　　令

　学生部副部長　　　	 教　授　石井　庸介

　　　　　	 准教授　武藤三千代

　学年担任	 准教授　浅井真理子

	 教　授　荒川　亮介

　　　　　	 教　授　横堀　將司

　　　　　	 教　授　仁藤智香子

　　　	 教　授　山口　博樹

　　　　	 教　授　布施　　明

　東日本医科学生総合体育大会理事	 教　授　大久保公裕

　校　医　　	 教　授　吉川　栄省

	 准教授　鈴木　達也

	 講　師　保利　陽子

　学生アドバイザー委員会委員長	 教　授　小川　　令　

　精神医学　　　　　　	 教　授　舘野　　周　

　学長指名　　　　　　　	 教　授　福田いずみ

　オブザーバー

　学　長　　　　　　　　　　　　　	 弦間　昭彦

　医学部長　　　　　　　　　　　　	 安武　正弘

　基礎科学主任　　　　　　　　　　	 中村　成夫

　教務部長　　　　　　　　　　　　	 佐伯　秀久

　医学教育センター長　　　　　　　	 伊藤　保彦

　学生相談室長　　　　　　　　　　	 吉川　栄省

　学生相談員　　　　　　　　　　　	 鋤柄のぞみ

２．事務局
　日本医科大学事務局学事部教務課

３．2022 年度開催状況
　第 1 回目：令和 4 年　4 月 20 日（水）午後 2 時より

　第 2 回目：令和 4 年　5 月 18 日（水）午後 1 時半より

　第 3 回目：令和 4 年　6 月 15 日（水）午後 1 時半より

学　生　部　委　員　会
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　第 4 回目：令和 4 年　7 月 20 日（水）午後 1 時半より

　第 5 回目：令和 4 年　9 月 21 日（水）午後 1 時半より

　第 6 回目：令和 4 年 10 月 26 日（水）午後 1 時半より

　第 7 回目：令和 4 年 11 月 16 日（水）午後 1 時半より

　第 8 回目：令和 4 年 12 月 21 日（水）午後 1 時半より

　第 9 回目：令和 5 年　1 月 19 日（木）午後 1 時半より

　第 10 回目：令和 5 年　2 月 22 日（水）午後 1 時半より

　第 11 回目：令和 5 年　3 月 22 日（水）午後 1 時半より

４．活動状況等

（１）活動状況

　　１）新入生に対するオリエンテーションの企画と実行

　　　①　大学主催の「ガイダンス」

　　　　�　令和 4 年 4 月 5 日（水）午前、千駄木校舎教育棟 2 階講堂において令和 4 年度入学式が執

り行われ、当日午後からの「ガイダンス」を含め、約 5 日間にわたる新入生オリエンテーショ

ンが実施された。（参考資料 1）

　　　　�　今年度は、大学主催・同窓会および父母会共催の新入生歓迎懇親会は、新型コロナウイル

ス感染拡大状況を鑑み、中止となった。

　　　②　学友会主催の「全学校内体育大会」

　　　　�　学友会運動部主催の全学校内体育大会は、新型コロナウイルス感染拡大状況を鑑み、中止

となった。

　　２）学生の健康への配慮

　　　①　定期健康診断（参考資料 2）

　　　　�　今年度の学生定期健康診断は、検査項目①身長、体重②内科（聴診）③眼科（視診）④耳

鼻咽喉科（視診）⑤レントゲン（胸部間接撮影）⑥尿検査等について本学で実施し、未受診

者については各自外部医療機関を受診の上診断書を提出することとし、最終的に受診率は

99.6％であった。なお、事後措置対応として、校医が医務室にて対象者に再検査および面談を

行った。

　　　②　第 1 学年に対するウイルス抗体検査およびクォンティフェロン検査

　　　　�　看護実習等早期に医療現場に係わる第 1 学年を対象に、院内感染防止対策としてのウイル

ス抗体検査を実施した。また、結核検診としてクォンティフェロン検査（QFT 検査）を実施

した。

　　　③　ウイルス抗原・抗体検査およびワクチン接種

　　　　�　看護実習等早期に医療現場に係わる第 1 学年およびクリニカルクラークシップを次年度に

控える第 3 学年を対象にウイルス抗体検査（麻疹・風疹・ムンプス・水痘）、B 型肝炎抗原・
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抗体検査を実施し、ウイルス抗体陰性者に対しては、本学医務室にてワクチン接種を行って

いる。なお、1 年次のワクチン接種については、これまで武蔵境校舎にて行っていたが、令和

2 年度 4 月より外部医療機関で接種する方法へ変更した。

　　　④　インフルエンザ予防接種

　　　　�　感染予防対策の一環としてインフルエンザ予防接種を実施している。今年度も昨年度に引

き続き新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、三密にならない接種会場設営を行っ

た。費用は全額大学負担とし、全学年対象に任意（但し、第 4、5 学年は原則として全員接種）

で実施したところ、本学での接種者は 489 名（ 65.4％）であり、他の医療機関での接種者も

含めると 524 名（ 70.1％）であった。

　　　⑤　就学中の健康管理

　　　　�　身体面の配慮として、武蔵境校舎と千駄木校舎にそれぞれ校医を配し、緊急を要する疾患

はもとより定期健康診断、QFT 検査、ウイルス抗体検査、B 型肝炎抗原抗体検査、ワクチン

接種、健康管理に関する相談等、適切な対応を行っている。千駄木校舎では医務室にて、救

急対応、健康相談の他、禁煙相談、証明書発行業務等も行っている。

　　　　�　また精神的な面では、学生相談室を両校舎に設け、病気と考えられる重度の相談から対人

関係等、日常生活における気軽な相談まで多岐にわたり応じている。今年度はコロナ禍での

対応となり、対面での面談件数の減少、電話およびメール対応の増加があったが、相談室利

用学生数（全学年）は 40 名（実数）であった。

　　　　�　さらに、教育研究活動中の災害に対する被害救済を目的とした「学生教育研究災害傷害保

険制度」への加入、付属病院での入院医療費割引制度、父母会による医療費補助等により、

学生の医療費負担の軽減にも配慮している。

　　３）学生への経済的支援　

　　　①　日本医科大学新入生奨学金（令和 4 年度新入生対象）

　　　　�　10 名から申請があり、奨学生（新入生対象）選考委員会で選考基準に基づき慎重に審議し

た結果、全員が採用され、貸与総額は 1,310 万円（ 150 万円× 7 名、110 万円× 1 名、100

万円× 1 名、50 万円× 1 名）となった。

　　　②　日本医科大学奨学金

　　　　�　27 名から申請があり、奨学生選考委員会で選考基準に基づき慎重に審議した結果、23 名が

採用され（採用率 85.1％）、貸与総額は 2,050 万円（ 200 万円× 1 名、150 万円× 5 名、100

万円× 5 名、50 万円× 12 名）となったが、3 名が辞退し、最終的に 1,800 万円となった。

　　　③　日本医科大学父母会奨学金

　　　　�　10 名から申請があり、本学奨学金と同様、慎重に審議した結果、9 名が採用され、貸与額

は 850 万円（ 200 万円× 2 名、150 万円× 1 名、100 万円× 1 名、50 万円× 3 名、40 万円

× 1 名、10 万円× 1 名）となった。また、日本医科大学奨学金のみ申請し、採用基準に満た

ない 2 名については、進級が確定し、本人が父母会奨学金の貸与を希望した場合に限り貸与

することとした（条件付き貸与）。2 名の進級および貸与希望をもって採用となった（ 100 万
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円× 2 名）ことにより、最終的な貸与総額は 1,050 万円となった。

　　　④　日本医科大学特別学資ローン

　　　　�　6 名から申請があり、特別学資ローン委員会で申請書に基づき慎重に審議した結果、4 名の

融資が決定し、融資総額は 850 万円となった。

　　　⑤　学費の分納および延納制度

　　　　　学費分納を 32 名、学費延納を 9 名が希望した。

　　４）学生の課外活動への支援

　　　①　学友会活動

　　　　　学生の自治組織である学友会の活動は多岐にわたる。

　　　　�　学友会の中心的ともいえる部活動は、運動部の 25 団体、文化部の 13 団体に所属する学生

によって毎年度活動が行われている。今年度は、令和 3 年度と同様に新型コロナウイルス感

染状況を鑑みながら徐々に活動を行った。その活動資金として大学から 720 万円、父母会か

ら 70 万円の援助を行った。資金の運営及び管理は学友会で行っており、会計報告書によりそ

の使途は明確にされている。

　　　②　学園祭

　　　　�　例年日本獣医生命科学大学と合同開催している学園祭（医獣祭）は、今年度も昨年度に引

き続き、コロナ禍による大規模イベント開催の制限要請、新型コロナウイルス感染拡大状況

等を鑑み、中止となった。

　　　③　東南アジア医学研究会活動 

　　　　�　令和 4 年度は、3 年ぶりにタイに渡航し、チェンマイ大学の学生との交流が行われた。また、

タマサート大学、チェンマイ大学からの留学生が来日した際、会食などを通して交流が行わ

れた。

　　　④ MESS による活動

　　　　�　MESS（Medical English Speaking Society）は、令和 3 年度は交換留学が実施できなかっ

たため、オンライン英会話が開催された。オンライン英会話では、本学の英語教師を交えた

交流が行われた。

　　　⑤　学生のボランティア活動等

　　　　�　地域医療研究会では、令和4年度は聖路加国際大学の看護学生との合同オンライン勉強会と、

地域の住民の方との交流会を行った。

　　　⑥　クラブ活動運営協議会

　　　　�　今年度は令和 4 年 7 月 29 日（金）に第 1 回、令和 5 年 1 月 13 日（月）に第 2 回が開催

され、運動部・文化部各部長及び主将、学友会執行部が出席した。

　　　　�　第 1 回では、学生部長より、課外活動ガイドラインの運用について、東医体開催の有無に

ついて、学園祭について、各団体 SNS アカウントの届出について説明があり、大学名を冠す

る SNS アカウントの作成について注意喚起がなされた。

　　　　�　第 2 回では、学生部長より、新入生のクラブ勧誘について、会計ノート、課外活動計画届
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提出の徹底についての説明があった。

　　５）学生への学修支援体制および学修支援に対する学生の意見を汲み上げるシステム

　　　①　学年担任制度　　

　　　　�　学生部委員会では定期的に学年担任が各学年の状況を報告し、全学生の状況が把握できる

ようにしている。

　　　②　学生アドバイザー制度

　　　　�　令和 4 年度の「学生アドバイザーの日」は、新型コロナウイルス感染拡大状況を鑑み、第 1

回目は 5 月 20 日（金）に Webex を用いたオンライン形式、第 2 回目は 11 月 14 日（月）か

ら 11 月 30 日（水）にかけ、千駄木校舎内にて飲食を伴わない対面形式にて開催された。参

加率は、第 1 回目が全体の 36.3％、第 2 回目が 25.7％となった。

　　６）就職、進学に対する相談、助言体制

　　　　学生や保護者から要望があれば、学年担任が随時相談に応じている。

　　７）学生の表彰（参考資料 3）

　　　�　今年度は、学長賞 1 名、武蔵境賞 1 名、千駄木賞 5 名、橘賞：個人の部 2 名、桜賞：個人の

部 4 名に対し授与した。

　　８）特待生制度

　　　�　日本医科大学医学部学則第 32 条に基づき、今年度は新入生で入学試験成績上位者 43 名のう

ち入学した者が特待生として第 1 学年次の授業料全額が免除された。

　　９）父母と担任・副担任との個別面談および第 24 回父母会総会

　　　�　令和 4 年 11 月 23 日（水・祝）に橘桜会館（同窓会館）および教育棟 2 階講堂において開催

され、大学主催による父母と担任・副担任との個別面談には、62 名の学生父母からの相談（出

席状況、学業成績、学生生活状況、医師国家試験、卒後研修等）に応じた。

　　　�　父母会総会には、父母 156 名が参加した。なお、懇親会は新型コロナウイルス感染拡大状況

を鑑み、中止となった。

　　10 ）日本獣医生命科学大学運動会への参加

　　　�　例年第 1 学年が参加している日本獣医生命科学大学運動会は、今年度は 10 月 19 日（水）に

武蔵野陸上競技場にて行われた。本学からは任意で第 1 学年 63 名（ 6チーム）が参加した。

　　11 ）第 1 学年学生と基礎科学教員との懇親会

　　　�　令和 4 年 11 月 8 日（火）に武蔵境校舎 2 階大教室にて、学長、医学部長、基礎科学主任、

第 1 学年担任、基礎科学教員を迎え、学生と教職員との交流が行われた。

（２）自己評価

　　�　学生の厚生補導に係わる事項は多岐に渡るため、毎月行われる本委員会には学生部委員の他、

学長、医学部長、基礎科学主任、教務部長、医学教育センター長、学生相談室長および相談員も

参加して助言を行うなど多くの関係者によって運営され、大学としても学生の厚生補導に力を入

れている。学業をはじめ健康管理や経済的にも支障なく有意義に６年間の学生生活が送れるよう

に、本委員会では学生に対しできる限りの支援を行っている。
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　　�　今年度も昨年度に聞き続き、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策のため、部活動を始め

とし学友会活動である全学校内体育大会、東医体、学園祭、さらには学生の国内・外におけるボ

ランティア活動等、将来医師を目指す学生にとって人間性を育む機会でもある様々な活動を自由

に行うことは出来なかった。それでも、感染対策をしながら、学生なりの考え方に付属病院　感

染制御室の協力を仰ぎながらソーシャルディスタンスを維持して、課外活動を徐々に開始したこ

とは学生間の交流を繋ぐ大事な役割を担ったと言える。「学生アドバイザーの日」も昨年はオンラ

インでの実施となったが、本年はコロナ禍前の飲食店での実施ではなく、大学の教室での対面に

よる実施となった。それでもオンラインの昨年よりは学生の参加率が 28％から 36.3％へと増加し

たことは、対面での交流を学生たちが期待していることの表れと言える。日本医科大学と日本獣

医生命科学大学との合同学園祭（医獣祭）や第 1 学年全員が参加する日本獣医生命科学大学の運

動会は開催されず、両大学の交流も計れず学生にとっては本年も試練の年となってしまった。

　　�　健康管理については、医療現場に関わりを持つことからも全学生の定期健康診断完全受診が必要

であるが、今年度の受診率は 99.9％となり全学生受診には至らなかったものの高い受診率であった。

　　�　学生が抱える学業面・健康面・精神面での諸問題は近年多岐にわたる。特に今年度はオンライ

ンによる授業から徐々に対面への授業へと移行したものの、人と接する機会が少なく、不安を抱

える学生も増えた。それに対して担任、副担任を始め、校医、学生相談室カウンセラーが丁寧に

対応し、さらに各クラブ部長、学生アドバイザー委員など多方面からの関係者による協力体制の

もと全力でサポートした。

　　�　学生への経済的支援に関しては、奨学金制度や特別学資ローン制度が有効に活用された。奨学

金については、今年度も申請者が多く全員採用とはいかないが、返納金を考慮し出来る限りの奨

学金事業予算を執行している。なお、上記の制度以外では、学費の分納および延納制度は経済的

負担の軽減化を図り、多く活用された。

５．今後の課題
　今年度も新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策のため部活動を始めとする学友会活動ができず、

学生生活にもかなりの支障があった。さらに、留年者、休学者、復学者、心身に支障があると考えら

れる学生および諸問題を抱える学生への対応は個々により状況が異なることから、困難な問題の一つ

である。今後、本委員会は教務部委員会等の関係委員会とも連携し、担任制度、学生相談室、医務室、

学生アドバイザー制度、クラブ活動運営協議会等を十分に活用し、父母会とも協力し、関係者が適切

な支援と配慮を行うよう本委員会が一丸となり尚一層の丁寧な対応と改善に努めたい。

（参考資料）

　１．2022 年度新入生オリエンテーションプログラム

　２．2022 年度定期健康診断実施報告

　３．日本医科大学学生の表彰に関する細則
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令和 3 年度新入生
オリエンテーションプログラム

（資料 1）
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令和 3 年実施 定期健康診断実施報告 （資料 2）

１．実施日

　　令和 3 年 4 月 6 日（火）第 1 学年・第 6 学年

　　令和 3 年 4 月 7 日（水）第 2 学年～第 5 学年

２．場　所：大学院棟地下 2 階演習室 1 ～ 3 及び駐車場

３．学年別受診者数（休学者 3 名を除く）

令和 4 年 3 月 31 日現在

※ 外部受診者は 5 月 31 日（月）までに各自で医療機関を受診の上、診断書を提出する。

〔外部受診者〕

第 3 学年：　1 名　（診断書未提出）

第 4 学年：　1 名

学

年

別

実     施     結     果
男    子 女    子 計

対
象
学
生
数

本
学
受
診
者
数

外
部
受
診
者
数

受
診
率

（％）

対
象
学
生
数

本
学
受
診
者
数

外
部
受
診
者
数

受
診
率

（％）

対
象
学
生
数

本
学
受
診
者
数

外
部
受
診
者
数

受
診
率

（％）

第 1 学年 71 71 0 100 59 59 0 100 130 130 0 100
第 2 学年 79 79 0 100 46 46 0 100 124 124 0 100
第 3 学年 73 72 0 98.6 51 51 0 100 124 123 0 99.2
第 4 学年 70 69 1 100 60 60 0 100 130 129 1 100
第 5 学年 72 72 0 100 45 45 0 100 117 117 0 100
第 6 学年 73 73 0 100 40 40 0 100 113 113 0 100

計 438 436 1 99.7 301 301 0 100 738 736 1 99.86
令和 2 年度 451 438 11 99.6 291 280 11 100 742 718 22 99.7
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日本医科大学学生の表彰に関する細則 （参考資料3）

（目的）

第 �1 条　この細則は、日本医科大学大学院学則第 46 条第 2 項及び日本医科大学医学部学則第 37 条第

2 項に基づき、学生の表彰に関して必要な事項を定めることを目的とする。

（表彰の対象）

第 �2 条　日本医科大学医学部（以下「本学」という。）学生のうち、次の各号の一に該当する者がある

ときは、これを表彰することができる。

　（ 1）　学業成績が特に優秀で、人物に優れた者

　（ 2）　課外活動等において本学の名誉・発展に寄与し、特に功績のあった者

　（ 3）　その他学生の模範となり、表彰に値する功績のあったと認められた者

（表彰の種類）

第 �3 条　表彰は、学長賞、武蔵境賞、千駄木賞、橘賞、桜賞、大学院研究賞及び大学院最優秀研究賞

とし、その運用は次のとおりとする。

　（ 1）　学長賞

　　ア　在学期間を通じて学業成績が特に優秀で人物に優れた者、1 名に対し卒業時に与えられる。

　　イ　その他本学学生の最高の栄誉に相応しい功績のあった者に与えられる。

　（ 2）　武蔵境賞及び千駄木賞

　　ア�　第 1 年次から第 6 年次の各年次終了時において、学業成績が特に優秀で人物に優れた者、各

年次 1 名に対し与えられる。

　　イ　第 1 年次については武蔵境賞、第 2・3・4・5・6 年次については千駄木賞とする。

　（ 3）　橘賞

　　　�　課外活動等において特に優れた成果を収めた個人又は団体、ボランティア活動等で社会の模

範となる行為を行った個人又は団体及びその他本賞に相応しい功績のあった個人又は団体等を

対象に与えられる。

　（ 4）　桜賞

　　　　自主的学術・研究活動において特に優れた成績を収めた個人又は団体を対象に与えられる。

　（ 5）　大学院研究賞及び大学院最優秀研究賞

　　　�　学位を授与された者の中から、優秀な者に対して与えられ、優秀な者については大学院研究賞、

特に優秀な者については大学院最優秀研究賞とする。

2　前項に定める各賞の選考基準は別に定める。

（表彰者の決定）

第 �4 条　前条第 1 号から第 4 号に該当する者があるときは、学生部委員会においてこれを審議し、医

学部教授会の審議を経て、学長が表彰者を決定し、前条第 5 号に該当する者があるときは、大学院

委員会においてこれを審議し、大学院教授会の審議を経て、学長が表彰者を決定する。ただし、武

蔵境賞及び千駄木賞は、学生部委員会の審議を省略し、委員長に一任することができる。
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2　学生部委員会は、必要によって選考委員会を置くことができる。

（表彰の時期）

第 �5 条　表彰は、原則として最高学年については卒業式時に、それ以外の学年については入学式時に

行う。ただし、その表彰の種類によっては適宜これを行う。

（改廃）

第 6 条　この細則の改廃は、大学院教授会の審議を経て、学長の決裁を必要とする。

　　附　則

　この細則は、平成 10 年 1 月 1 日から施行する。

　　附　則

　この細則は、平成 12 年 6 月 1 日から施行する。（第 2 年次の新丸子賞を千駄木賞に変更した）

　　附　則

　この細則は、平成 17 年 4 月 1 日から施行する。

　　附　則

　この細則は、平成 24 年 4 月 1 日から施行する。

　　附　則

　この細則は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。

　　附　則

　この細則は、平成 26 年 4 月 1 日から施行する。

　　附　則

　この細則は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。

　　附　則

　この細則は、平成 29 年 3 月 1 日から施行する。
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１．構成委員
　委員長	 吉田　　寛	 消化器外科学大学院教授

　委　員　 （学長指名委員）

	 	 岩切　勝彦	 消化器内科学大学院教授

	 	 藤倉　輝道	 医学教育センター副センター長・教授

	 	 清水　哲也	 消化器外科病院講師

	 　　（研修管理委員会委員長）

	 	 横堀　將司	 付属病院研修管理委員会委員長　　　

　　　		 長尾　毅彦	 武蔵小杉病院研修管理委員会委員長　

	 	 田中　　周	 多摩永山病院研修管理委員会委員長

　　　　 	 岡島　史宜	 千葉北総病院研修管理委員会委員長　

	 　　（病院役職委員）	

　　　　　	 汲田　伸一郎	 付属病院院長

　　　　　	 谷合　信彦	 武蔵小杉病院長

　　　　　	 中井　章人	 多摩永山病院長

　　　　　	 別所　竜蔵	 千葉北総病院長　

	 　　（大学役職委員）

　　　　　	 弦間　昭彦	 学長

　　　　　	 森田　明夫	 大学院医学研究科長　

　　　　　	 安武　正弘	 医学部長　　 

　　　　　	 佐伯　秀久	 教務部長 

　　　　　	 近藤　幸尋	 研究部長

　　　　　	 小川　　令	 学生部長 

	 	 伊藤　保彦	 医学教育センター長　

	 　　（事務代表委員）

	 	 佐藤　　剛	 付属病院臨床研修センター課長

以上 20 名

2．事務局
　日本医科大学事務局学事部大学院課

卒  後  研  修  委  員  会
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3．当該年度の開催状況
　第 1 回	 令和 4 年　5 月 10 日（火）午後 4 時より

　第 2 回	 令和 4 年　7 月　5 日（火）午後 4 時より

　第 3 回	 令和 4 年　9 月　6 日（火）午後 4 時より

　第 4 回	 令和 4 年 11 月　1 日（火）午後 4 時より

　第 5 回	 令和 5 年　1 月 10 日（火）午後 4 時より

　第 6 回	 令和 5 年　3 月　6 日（月）午後 5 時より

4．活動状況等

（１）委員会の活動状況

　　�　令和 4 年度は昨年度に引き続き、定例委員会を隔月（奇数月の第 1 火曜日）に開催し、以下に

記載する活動を行った。

　　１�）令和 4 年度臨床研修医オリエンテーションを、令和 4 年 4 月 1 日（金）～ 8 日（金）で実施

した。

　　２�）令和 4 年 3 月末に研修が修了となる研修医 73 名について、本学の四病院をはじめ本学に籍を

置く者は 62 名 84.9％であった。

　　３�）令和 4 年度マッチング説明会は以下の日時に行った。説明会には医学部 6 年生 118 名（対象

118 名中）と既卒 4 名（対象 5 名中）が出席した。吉田卒後研修委員会委員長の進行で、研修

医 2 年目の平山浩章医師からマッチングの説明があった。

　　　　　開催日時	 令和 4 年 6 月 21 日（火）午後 5 時 40 分～午後 7 時 00 分

　　　　　開催場所	 日本医科大学　教育棟 2 階　講堂

　　　　　配 布 物	 マッチング参加登録用 ID・パスワードの付与

　　　　　　　 　	 研修医マッチングの手引き配布

　　　　　　　　 	 付属四病院募集要項　各病院案内パンフレット

　　４�）日本医科大学付属四病院令和 5 年度研修医採用試験を、7 月 31 日（日）・8 月 14 日（日）に

実施した。（資料 1）

　　５�）第 19 回日本医科大学臨床研修指導医教育ワークショップを、令和 4 年 12 月 16 日（金）か

ら 17 日（土）に新型コロナウィルス感染拡大防止のため WEB にて開催した。参加者 48 名が

5グループに分かれて、全体セッション（参加者全員での発表・討議）とタスクフォースの司会・

進行によるグループセッション（討議から作業）を交互に繰り返し進行し、ＫＪ法（小集団で

思考をまとめる方法）では jamboard を活用し、意見を効果的に討議することができた。（資料

2 ～ 4）

　　６�）令和 5 年度研修医募集に係る付属四病院のマッチング結果について、募集人員 73 名に対し、

令和 5 年 3 月末日現在のマッチング数は 69 名であり、空席数は 4 名であった。（資料 5）

　　７�）今年度も昨年同様、卒業生の医師国家試験不合格者への対応として、チューターによる既卒
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者状況報告を卒後研修委員会において、詳細な報告ならびに協力依頼を行った。

　　８�）今年度も昨年同様、教育活動改善の一環として令和 2 年度・令和 3 年度に卒業した研修医と

教育を行っている指導医を対象に卒業後アンケートを実施し、その結果を、集計、分析を行い、

ホームページ等でも広く公表を行った。（資料 6）

　　９�）令和 3 年度から、基礎医学に意欲がある学生を対象に、臨床研修と基礎研究の両立を可能と

する基礎研究プログラムの募集を開始し、令和 4 年度には、2 名の研修医が大学院に入学した。

　　10�）令和 4 年度地域枠交流会を令和 4 年 6 月 9 日（木）に開催した。千葉県、静岡県、埼玉県の

地域枠学生計 71 名が参加し、情報交換等を行った。（資料 7）

（２）自己評価

　　�　臨床研修医制度では、いわゆる common disease に対する診断や治療の習得が求められているが、

本学四病院では疾患を限定することなく救急患者を積極的に受け入れており、そのような疾患に

対する研修環境も整っている。また、本学四病院は各々が救命救急センターを有しており、重症

度と緊急度が高い救急患者や大学病院ならではの高度な医療を必要とする各種疾患への研修も可

能となっている。

　　�　さらに、臨床研究やその成果を発表する機会の提供、専門的知識を有する多数の指導医など市

中の研修病院では経験できない研修環境が整っている。本委員会には大学病院で臨床研修を行う

意義をさらに明確にし、その特徴の実践、および研修環境のさらなる向上を目指している。医師

としてのスタートラインである臨床研修医には基本的な知識や技術、地域医療への貢献、チーム

医療、研究マインドの涵養が求められ、それらの習得のための支援が本委員会の使命と考えている。

これらは、本学の学是「克己殉公」や教育理念である「愛と研究心を有する質の高い医師と医学

者の育成」に基づいている。このような良好な研修環境の結果、付属四病院は常に高いマッチン

グ率を維持している。

　　�　以上のような目標を実現するために、例えば総合診療科のように、あらゆる疾患の患者が受診

する診療科での研修医に対する教育体制を整備し、common disease への適切な対応、見落として

はならない疾患、緊急度や重症度の高い疾患等を的確に判断する能力を教育するための体制のさ

らなる強化に取り組んでいる。

　　�　今後も本委員会は付属四病院の臨床研修プログラムのさらなる充実、研修環境の整備、臨床研

修指導医に対する教育などに積極的に関与して行く方針である。

　

５．今後の課題
　付属病院は最新の医療機器が設置されて患者さんの増加が予想されるため、より充実した研修プロ

グラムの提供が求められている。また、武蔵小杉病院も 2021 年 9 月に新病院が開院した。上記の目標

を実現するために、常に臨床研修医の視点に立った研修プログラムを提供し、形成的評価のための

フィードバックを効率的に行ってきた。2018 年から導入された新たな専門医制度に対応すべく、卒前

卒後のシームレスな教育にも関与し、本学のコンピテンス、コンピテンシーを考慮した卒前と卒後教

育の連携に取り組んできた。本委員会主導で臨床研修医の研修環境は年々改善され、さらに充実した
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研修プログラムの提供を目指している。さらに、2020 年の研修医のプログラム改訂に対応するため、

法人本部、大学、教授会、教務部委員会、各病院研修管理委員会、研修協力病院との今まで以上の連

携の取り組みが必要である。

６．参考資料
　資料 1　日本医科大学付属四病院令和 4 年度研修医応募・手続書類等

　資料 2　第 19 回日本医科大学臨床研修指導医教育ワークショップ実施要綱

　資料 3　第 19 回日本医科大学臨床研修指導医教育ワークショップ参加者一覧

　資料 4　第 19 回日本医科大学臨床研修指導医教育ワークショップ進行表

　資料 5　令和 5 年度研修医募集状況（二次募集結果）

　資料 6　初期研修医師の医療能力の評価アンケート

　資料 7　令和 4 年度　地域枠交流会　次第
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